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国
内
の
建
設
投
資
の
縮
小
が
続
く
な
か
で
、
今
後
も
事
業
規
模
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、
海
外
へ
の
取
り
組
み

を
強
化
す
る
こ
と
は
一
つ
の
有
力
な
選
択
肢
で
あ
る
。
現
に
、
大
手
の
建
設
会
社
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
専
門
工

事
会
社
で
、
海
外
事
業
の
受
注
高
を
増
や
す
経
営
計
画
を
立
て
る
会
社
が
増
え
て
き
て
い
る
。
一
九
八
八
年
の
「
大
型

公
共
事
業
へ
の
参
入
機
会
等
に
関
す
る
我
が
国
政
府
の
追
加
措
置
に
つ
い
て
」
の
日
米
合
意
に
端
を
発
し
た
我
が
国
建

設
市
場
の
国
際
化
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
の
景
気
低
迷
の
影
響
も
あ
っ
て
あ
ま
り
進
展
し
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
し
か

し
な
が
ら
、
Ｔ
Ｂ
Ｔ
協
定
の
発
効
（
一
九
九
五
年
）
や
中
国
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ
加
盟
（
二
〇
〇
一
年
）
を
契
機
に
、
国
内
・
国

外
の
市
場
を
問
わ
ず
国
際
市
場
で
活
躍
す
る
海
外
の
建
設
会
社
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
競
争
す
る
機
会
が
増
え
て

来
つ
つ
あ
る
。
技
術
力
の
維
持
・
強
化
は
、
我
が
国
建
設
産
業
が
国
際
企
業
へ
と
脱
皮
し
国
際
市
場
を
獲
得
す
る
た
め

の
有
力
な
手
段
で
あ
る
が
、
技
術
力
だ
け
で
海
外
の
市
場
を
獲
得
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
各
種
の
統
計
資
料
や
報
告
書
を
参
考
に
、
建
設
分
野
の
国
際
市
場
の
動
向
を
整
理
す
る
と
と
も
に
、
我

が
国
の
建
設
業
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
国
際
市
場
に
乗
り
出
す
方
策
等
に
つ
い
て
取
り
ま
と
め
て
い
る
。

我
が
国
建
設
関
連
産
業
の

国
際
市
場
へ
の
進
出

特
集：
技
術
と
国
際
化
―
国
際
沿
岸
技
術
研
究
所
開
設
一
周
年
を
迎
え
て

図1 国内の建設市場
（参考文献1)および国土交通省「建設関連業等動態調査」より作成）

我
が
国
の
建
設
投
資
は
、
平
成
四
年
度

の
約
八
四
兆
円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
に
転

じ
、
平
成
一
五
年
度
に
は
約
五
四
兆
円
と

低
迷
し
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
政
府
建
設

投
資
は
平
成
七
年
度
の
約
三
六
兆
円
か
ら

平
成
一
五
年
度
の
約
二
三
兆
円
に
減
少

し
、
民
間
建
設
投
資
も
同
期
間
で
約
四
四

兆
円
か
ら
約
三
一
兆
円
に
減
少
し
て
い

る
。
最
近
で
は
、
民
間
住
宅
投
資
は
約
一

八
兆
円
前
後
で
横
ば
い
あ
る
い
は
微
減
、

民
間
非
住
宅
建
設
投
資
は
、
景
気
回
復
を

反
映
し
て
約
一
四
兆
円
前
後
で
微
増
の
状

況
に
あ
る
（
図
１
参
照
）。
今
後
、
国
内

の
建
設
市
場
が
拡
大
傾
向
に
移
行
す
る
こ

国
内
・
国
外
の
建
設
市
場
の
動
向

沿岸技術研究センター理事
国際沿岸技術研究所長

山本　修司
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と
は
期
待
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
国
土
交
通
省
の
「
わ
が
国
建
設

業
の
海
外
競
争
力
強
化
方
策
検
討
委
員

会
」
が
平
成
一
五
年
七
月
に
ま
と
め
た
報

告
書
に
よ
れ
ば
、
世
界
の
建
設
投
資
の
総

額
は
、
二
〇
〇
〇
年
で
約
三
兆
四
〇
〇
〇

億
ド
ル
、
一
九
九
六
年
か
ら
二
〇
〇
〇
年

ま
で
の
伸
び
率
が
五
・
五
％
で
安
定
的
に

増
え
て
い
る
。
地
域
別
で
は
、
ア
ジ
ア
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
お
よ
び
北
米
の
建
設
投
資
額

が
そ
れ
ぞ
れ
三
〇
％
前
後
の
シ
ェ
ア
を
持

っ
て
い
る
。
二
〇
〇
三
年
度
の
米
国
の
建

設
投
資
は
約
一
〇
〇
兆
円
の
規
模
を
持

ち
、
日
本
の
約
二
倍
に
な
っ
て
い
る
1)

。

1.

建
設
業

世
界
の
建
設
市
場
が
順
調
に
発
展
し
て

い
る
中
で
、
我
が
国
の
建
設
関
連
産
業
は

ど
の
程
度
の
仕
事
を
受
注
し
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
海
外
受
注
高
が
上
位
二
二
五

社
に
入
る
建
設
会
社
の
海
外
で
の
受
注
高

合
計
は
、
二
〇
〇
〇
年
で
約
八
二
〇
億
ド

ル
で
あ
る
。
日
本
の
建
設
会
社
の
シ
ェ
ア

が
八
％
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し

て
、
欧
州
の
建
設
会
社
は
約
七
五
％
の
シ

ェ
ア
を
占
め
て
い
る
。
ス
カ
ン
ス
カ

(S
k
an
sk
a

、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン)

、
ホ
ッ
ホ

テ
ィ
ー
フ
（H

och
tief

、
ド
イ
ツ
）、
バ

ン
シ
（V

in
ci

、
フ
ラ
ン
ス
）、
ブ
イ
ー
グ

（B
ou
y
g
u
es

、
フ
ラ
ン
ス
）
な
ど
の
欧
州

企
業
が
、
海
外
受
注
高
上
位
一
〇
位
以
内

に
八
社
も
入
っ
て
い
る
。
ま
た
、
こ
れ
ら

の
建
設
会
社
で
は
、海
外
受
注
高
が
受
注
高

全
体
の
四
〇
〜
八
〇
％
に
達
し
て
い
る
2)

。

し
か
も
、
こ
れ
ら
の
会
社
は
、
一
九
九
六

年
か
ら
二
〇
〇
一
年
の
間
に
海
外
受
注
高

を
四
〇
％
〜
四
〇
〇
％
近
く
ま
で
伸
ば
し

て
い
る
3)

。

欧
州
の
建
設
業
は
、
国
内
・
国
外
双
方

で
企
業
合
併
や
買
収
に
よ
り
規
模
を
大
き

く
し
、
持
株
会
社
の
形
態
を
採
用
す
る
と

こ
ろ
が
多
い
よ
う
で
あ
る
。
親
会
社
は
タ

ー
ゲ
ッ
ト
市
場
の
明
確
化
や
現
地
に
根
づ

く
た
め
の
方
策
な
ど
、
経
営
戦
略
業
務
に

専
念
し
、
現
地
会
社
は
大
幅
な
権
限
と
責

任
を
持
っ
て
、
現
地
の
優
秀
な
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
を
採
用
し
事
業
を
行

っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
ま
た
、
こ
う

し
た
企
業
で
は
、
請
負
工
事
の
み
な
ら
ず

資
金
調
達
か
ら
施
設
の
運
営
・
維
持
管
理

ま
で
含
め
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
パ
ッ
ケ
ー

ジ
化
に
よ
り
、
顧
客
ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に

対
応
す
る
と
と
も
に
利
益
率
の
向
上
が
図

ら
れ
て
い
る
。

図
３
は
、
我
が
国
建
設
業
（
受
注
高
上

位
五
〇
社
）
の
総
受
注
高
と
海
外
受
注
高

を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。海
外
受
注
高
は
、

平
成
八
年
度
の
約
一
兆
三
〇
〇
〇
億
円
を

ピ
ー
ク
に
漸
減
し
、
平
成
一
五
年
度
で
は

約
六
〇
〇
〇
億
円
に
下
が
っ
て
い
る
。
ま

た
、
海
外
受
注
比
率
は
年
度
に
よ
っ
て
変

化
す
る
が
総
受
注
高
の
四
〜
六
％
程
度
に

留
ま
っ
て
い
る
（
大
手
建
設
会
社
で
は
一

〇
％
前
後
で
あ
る
）。
平
成
一
六
年
度
の

海
外
受
注
高
は
わ
ず
か
で
あ
る
が
プ
ラ
ス

に
転
じ
て
い
る
。
こ
れ
は
海
外
事
業
の
比

率
を
高
め
よ
う
と
す
る
経
営
方
針
の
建
設

会
社
が
増
え
て
い
る
こ
と
に
よ
る
も
の
と

考
え
ら
れ
る
。

2.

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト

図
４
は
、
我
が
国
の
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
（
売
上
高
上
位
五
〇
社
）
の
契
約
金

額
の
推
移
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。
総
契

約
額
は
、
平
成
七
年
度
の
約
五
二
〇
〇
億

円
を
ピ
ー
ク
に
減
少
基
調
に
あ
り
、
平
成

一
六
年
度
で
は
約
三
九
〇
〇
億
円
に
な
っ

て
い
る
。
こ
れ
は
国
内
の
建
設
投
資
の
縮

小
が
大
き
く
影
響
し
て
い
る
こ
と
に
よ
る

も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

一
方
、
海
外
契
約
額
は
、
総
契
約
額
の

五
〜
七
％
程
度
で
、
平
成
一
三
年
度
の
約

三
三
〇
億
円
か
ら
漸
減
し
平
成
一
五
年
度

で
は
約
二
一
〇
億
円
に
な
っ
て
い
る
。
日

本
の
Ｏ
Ｄ
Ａ
（
政
府
開
発
援
助
）
の
実
績

は
、
二
〇
〇
〇
年
の
約
一
兆
四
五
〇
〇
億

円
か
ら
二
〇
〇
四
年
の
約
一
兆
三
〇
〇
億

円
へ
と
減
少
し
て
お
り
、
こ
の
こ
と
も
海

外
契
約
額
減
少
の
要
因
の
一
つ
と
考
え
ら

れ
る
。

な
お
、
平
成
一
六
年
度
は
海
外
契
約
額

が
や
や
プ
ラ
ス
に
転
じ
て
い
る
。

日
本
に
は
、
地
震
や
洪
水
な
ど
に
よ
る

災
害
を
防
止
す
る
技
術
、
軟
弱
地
盤
を
克

服
す
る
技
術
、
公
害
を
克
服
し
て
き
た
環

境
技
術
や
省
エ
ネ
技
術
、
Ｉ
Ｔ
を
活
用
し

た
国
土
基
盤
に
関
す
る
情
報
技
術
な
ど
外

国
に
負
け
な
い
技
術
が
あ
る
。
日
本
と
自

然
条
件
が
似
て
い
て
、
日
本
と
同
じ
よ
う

な
経
済
発
展
を
た
ど
り
つ
つ
あ
る
東
ア
ジ

ア
の
国
々
で
は
、
こ
の
よ
う
な
技
術
が
必

ず
必
要
に
な
っ
て
く
る
。
建
設
工
事
や
調

査
・
設
計
の
単
な
る
請
負
で
な
く
、
日
本

が
築
き
上
げ
た
技
術
を
組
み
合
わ
せ
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
提
案
や
建
設
工
法
の
選
択

が
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。し
か
し
、

技
術
力
の
み
で
海
外
の
市
場
を
獲
得
す
る

こ
と
は
困
難
で
あ
る
。

建
設
関
連
産
業
の
海
外
受
注
動
向

国
際
競
争
力
の
確
保
方
策

14,000

12,000

10,000

8,000

6,000

4,000

2,000

0
1996 1997 1998 1999 2000 2001

Skanska
Hochtief
Vinci
Bouygues
鹿島 
清水 
大成 

年 

海
外
受
注
（
百
万
ド
ル
） 

図 2 海外受注高上位にある欧州建設会社の受注動向 3)

（日本総合研究所作成）

図3 我が国の建設業の受注動向
（国土交通省　建設関連業等動態調査より作成）

図4 我が国の建設コンサルタントの契約金額
（国土交通省　建設関連業等動態調査より作成）
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1.

日
本
の
建
設
関
連
産
業
の
評
価

日
本
の
建
設
会
社
や
建
設
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
行
う
仕
事
に
つ
い
て
、
発
注
者
や

外
国
企
業
は
次
の
よ
う
な
点
を
高
く
評
価

し
て
い
る
。

①
　
工
程
管
理
、
品
質
管
理
、
安
全
管

理
に
優
れ
て
い
る
。

②
　
技
術
力
が
あ
り
、
経
験
も
豊
富
で

あ
る
。

③
　
工
事
に
従
事
す
る
人
は
勤
勉
で
工

事
を
進
め
よ
う
と
す
る
意
欲
に
溢
れ

て
い
る
。

④
　
現
地
の
下
請
会
社
と
の
関
係
が
良

好
で
あ
る
。

一
方
で
、
次
の
よ
う
な
改
善
点
も
指
摘

し
て
い
る
。

①
　
日
本
の
建
設
会
社
は
コ
ス
ト
が
高

い
。

②
　
利
益
率
が
低
い
建
設
工
事
で
も
受

注
す
る
傾
向
に
あ
る
。

③
　
日
本
の
建
設
会
社
は
建
設
工
事
の

マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
に
優
れ
て
い
る

が
、
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
マ
ネ
イ

ジ
メ
ン
ト
に
弱
い
。

④
　
発
注
者
が
必
要
と
す
る
技
術
基
準

の
作
成
支
援
や
契
約
体
系
の
整
備
支

援
を
重
視
し
て
い
な
い
。

2.

国
際
競
争
力
の
確
保

我
が
国
の
建
設
関
連
産
業
の
国
際
競
争

力
を
強
化
す
る
方
策
と
し
て
は
、
次
の
よ

う
な
点
が
挙
げ
ら
れ
る
4)
〜
7)

。

①
　
地
域
及
び
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
選
択

東
南
ア
ジ
ア
に
続
い
て
、
中
国
、
イ
ン

ド
が
大
き
な
建
設
市
場
と
な
る
こ
と
は
間

違
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。
各
国
の
建
設
市

場
の
分
析
（
主
要
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
法
律

の
整
備
状
況
、
為
替
交
換
・
送
金
に
関
す

る
制
約
、
国
際
入
札
資
格
な
ど
）
と
自
社

の
資
源
を
考
慮
し
て
、
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
す

る
市
場
を
明
確
に
し
長
期
的
な
事
業
戦
略

を
構
築
す
る
。

②
　
組
織
と
人
材

現
地
法
人
の
設
立
、
現
地
の
優
秀
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
イ
ジ
ャ
ー
の
採
用
、
現

地
へ
の
大
幅
な
権
限
委
譲
等
に
よ
り
機
動

性
を
増
し
、
コ
ス
ト
競
争
力
を
つ
け
る
。

ま
た
、
本
社
で
の
リ
ス
ク
管
理
能
力
の
強

化
と
現
地
法
人
へ
の
支
援
体
制
を
確
立
す

る
。③

　
顧
客
サ
イ
ド
の
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル

建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
上
流
側
の
業
務

を
取
り
込
み
利
益
率
の
向
上
を
め
ざ
す
。

す
な
わ
ち
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
コ
ン
セ
プ

ト
づ
く
り
、
フ
ァ
イ
ナ
ン
ス
、
設
計
、
環

境
保
全
計
画
な
ど
の
業
務
と
建
設
請
負
を

一
体
化
し
た
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
を
開
発
す

る
。建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
場
合
に
は
、

顧
客
に
成
代
っ
て
、
設
計
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
、
施
工
管
理
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
及
び
施

工
者
の
業
務
を
管
理
す
る
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
業
務
を
獲
得
す
る
。

④
　
教
育

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
イ
ジ
メ
ン
ト
技

術
、
交
渉
力
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
力

な
ど
、
海
外
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
遂
行

に
必
要
な
能
力
は
、
こ
れ
ま
で
民
間
会
社

の
実
務
の
な
か
で
育
成
さ
れ
て
き
た
。
今

後
、
大
学
等
の
教
育
の
場
に
お
い
て
も
、

こ
の
よ
う
な
実
学（
語
学
教
育
も
含
め
て
）

を
充
実
す
る
必
要
が
あ
る
。

⑤
　
国
際
標
準
と
研
究
開
発

Ｉ
Ｓ
Ｏ
で
は
、
土
木
・
建
築
に
関
す
る

国
際
規
格
が
続
々
と
整
備
さ
れ
つ
つ
あ

る
。
ま
た
、E

u
rocod

es

と
い
う
欧
州
地

域
規
格
が
ま
も
な
く
完
成
す
る
。
今
後
の

海
外
建
設
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ

規
格
に
沿
っ
た
設
計
や
施
工
管
理
が
主
流

と
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。そ
の
た
め
に
は
、

性
能
設
計
や
信
頼
性
設
計
に
早
く
慣
れ
る

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
ま
た
、
海
外
建
設

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
必
要
と
な
る
研
究
や
技

術
開
発
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ご
と
に
採
算
管

理
し
、必
要
に
応
じ
て
、そ
れ
ら
を
外
部
に

委
託
す
る
こ
と
も
必
要
に
な
る
で
あ
ろ
う
。

⑥
　
政
府
の
支
援

国
際
市
場
や
海
外
企
業
の
動
向
な
ど
の

継
続
的
調
査
と
情
報
提
供
、
Ｗ
Ｔ
Ｏ
や
Ｆ

Ｔ
Ａ
な
ど
に
お
け
る
政
府
間
の
対
話
に
よ

る
投
資
環
境
リ
ス
ク
の
軽
減
、
貿
易
保
険

の
拡
充
に
よ
る
カ
ン
ト
リ
ー
リ
ス
ク
の
軽

減
な
ど
が
期
待
さ
れ
る
。

技
術
力
の
維
持
・
強
化
は
「
現
場
」
が

あ
っ
て
は
じ
め
て
実
現
で
き
る
も
の
で
あ

る
。
海
外
に
「
現
場
」
を
求
め
て
い
く
こ

と
は
新
た
な
技
術
課
題
と
の
出
会
い
を
生

み
、
そ
の
こ
と
が
技
術
力
の
維
持
・
強
化

に
も
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
る
。
そ
こ
で

培
わ
れ
た
技
術
力
は
国
内
に
還
流
し
、
こ

れ
ま
で
ス
ト
ッ
ク
さ
れ
て
き
た
住
宅
・
社

会
資
本
の
機
能
維
持
、
地
震
等
の
自
然
災

害
に
対
す
る
安
全
の
確
保
、
環
境
問
題
へ

の
対
応
な
ど
、
我
が
国
の
更
な
る
発
展
に

寄
与
す
る
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
海
外
事
業
を
展
開
す
る
上

で
、
ど
の
よ
う
な
経
営
が
望
ま
し
い
の
で

あ
ろ
う
か
。
株
価
が
高
く
、
配
当
が
多
く
、

株
主
へ
の
説
明
責
任
を
果
た
す
経
営
の
米

国
流
が
い
い
の
か
、
株
主
、
経
営
者
、
従

特
集

業
員
を
中
核
と
し
、
地
域
社
会
、
国
家
、

地
球
環
境
な
ど
の
多
様
な
関
係
者
に
バ
ラ

ン
ス
よ
く
付
加
価
値
を
配
分
す
る
経
営
の

欧
州
流
が
い
い
の
か
、
中
間
層
を
厚
く
持

ち
、
勤
労
を
尊
ぶ
健
全
な
産
業
観
の
醸
成

に
よ
り
社
会
の
安
定
を
も
た
ら
し
て
き
た

経
営
の
日
本
流
8)

が
い
い
の
か
、
国
際
市

場
に
進
出
す
る
に
当
た
っ
て
再
考
す
る
必

要
が
あ
ろ
う
。
自
然
観
、
社
会
観
、
宗
教

観
な
ど
が
日
本
と
似
て
い
る
東
ア
ジ
ア
で

は
、
日
本
流
と
欧
州
流
の
混
合
型
が
の
ぞ

ま
し
い
と
考
え
る
が
如
何
で
あ
ろ
う
か
。

本
稿
の
作
成
に
あ
た
っ
て
は
以
下
の
文

献
を
参
考
に
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の
分

野
に
詳
し
い
建
設
会
社
や
建
設
コ
ン
サ
ル

タ
ン
ト
の
識
者
か
ら
多
く
の
意
見
を
頂
い

た
。
こ
こ
に
記
し
て
謝
意
を
表
し
ま
す
。

参
考
文
献

1)

建
設
経
済
研
究
所：

日
本
経
済
と
公

共
投
資
、
建
設
経
済
レ
ポ
ー
ト
No.
44
、

平
成
一
七
年
二
月

2)

日
経
コ
ン
ス
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン：

得
意

分
野
で
勝
つ
海
外
進
出
、
pp.
48
〜
65
、

二
〇
〇
四
年
、
一
〇
月
二
二
日

3)

国
土
交
通
省：

わ
が
国
建
設
業
の
海

外
競
争
力
強
化
方
策
検
討
委
員
会
報
告

書
、
平
成
一
五
年
七
月

4)

国
土
交
通
省：

わ
が
国
建
設
業
の
海

外
市
場
戦
略
検
討
委
員
会
報
告
書
、
平

成
一
六
年
三
月

5)

日
本
工
業
標
準
調
査
会
標
準
部
会：

国
際
標
準
化
活
動
基
盤
強
化
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
、
平
成
一
六
年
六
月

6)

日
本
工
業
標
準
調
査
会
標
準
部
会
土

木
技
術
専
門
委
員
会：

土
木
分
野
に
お

け
る
国
際
標
準
化
基
盤
強
化
の
ア
ク
シ

ョ
ン
プ
ラ
ン
、
平
成
一
六
年
四
月

7)

建
設
産
業
技
術
戦
略
検
討
会：

建
設

産
業
技
術
戦
略
、
平
成
一
二
年
三
月

8)

寺
島
実
郎：

21
世
紀
の
資
本
主
義
再

考
、
朝
日
新
聞
、
二
〇
〇
五
年
、
四
月
五
日

お
わ
り
に
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村
田

お
忙
し
い
と
こ
ろ
有
難

う
ご
ざ
い
ま
す
。
昨
年
六
月
に
沿

岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
は
、
国
際

沿
岸
技
術
研
究
所
を
設
立
い
た
し

ま
し
た
。
目
的
は
、
沿
岸
技
術

（
港
湾
技
術
）
の
国
際
整
合
性
の

促
進
で
す
。
グ
ロ
ー
バ
ル
化
が
進

む
な
か
で
技
術
の
国
際
化
、
国
際

標
準
化
に
し
っ
か
り
対
応
で
き
る
体
制
を

作
る
必
要
が
あ
る
と
の
考
え
か
ら
設
立
し

た
も
の
で
す
。
そ
の
取
り
組
み
に
は
大
き

く
分
け
て
三
点
ご
ざ
い
ま
す
。
一
つ
は
国

際
規
格
や
国
際
標
準
へ
の
取
り
組
み
。
二

つ
目
は
、
こ
れ
ら
に
関
連
し
て
国
際
的
な

動
向
の
情
報
収
集
。
そ
し
て
三
つ
目
は
、

こ
の
分
野
で
の
強
力
な
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
形
成
で
す
。
多
く
の
人
が
国
際
的
な

場
で
活
躍
し
て
お
り
ま
す
が
、
こ
れ
ら
の

方
々
の
相
互
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
形
成
さ

れ
て
な
い
状
況
で
す
。
組
織
的
に
取
り
組

ん
で
い
く
た
め
に
は
、
そ
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
が
必
要
と
思
い
ま
す
。

国
土
交
通
省
で
は
、
社
会
基
盤
整
備
の

各
部
門
で
技
術
基
準
の
性
能
規
定
化
、
国

際
標
準
化
へ
の
対
応
を
進
め
て
お
り
ま

す
。
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
の

基
準
が
国
際
標
準
と
さ
れ
て
行
く
中
、
港

湾
分
野
に
お
い
て
も
、
そ
の
港
湾
技
術
基

準
を
、
今
ま
で
の
仕
様
規
定
か
ら
性
能
規

定
へ
シ
フ
ト
す
べ
き
時
期
を
迎
え
て
い
ま

す
。
遅
れ
れ
ば
、
せ
っ
か
く
持
っ
て
い
る

良
い
技
術
も
国
際
的
に
は
通
用
し
な
く
な

り
ま
す
。
こ
の
た
め
港
湾
局
で
は
、
来
年

三
月
の
港
湾
法
改
正
を
機
に
、
技
術
基
準

の
性
能
規
定
化
導
入
を
予
定
し
て
お
り
、

現
在
そ
れ
に
取
組
ん
で
お
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
沿
岸
・
港
湾
技
術
を
取
り

巻
く
現
状
を
踏
ま
え
て
、
本
日
は
、
我
が

国
の
技
術
と
そ
の
国
際
化
を
テ
ー
マ
に
お

CDIT 鼎談

技術と国際化

建設分野でも国際化が急速に進んでいます。いまや成長著しい世界最大の市場といわれるアジア。
ここでは、欧米を中心に世界各国の建設会社が活躍しています。

しかし、世界最高水準の技術力を持つといわれている我が国は、大きく出遅れているのが実情です。
また、建設分野での技術基準の国際標準化の動きも ISO（国際標準化機構）を中心に活発化しつつあり、

我が国の優れた技術基準をどう反映していくか注目されるところです。
このような国際化の課題にどう対応し、持ち前の技術力を発揮していけば良いのか。その具体策は。

OCDI 顧問の西田幸男氏と土木学会の前会長で政策研究大学院の森地茂教授をお迎えして、
我が国の技術とその国際化をテーマにお話を伺いました。

森
もり

地
ち

茂
しげる

氏
1943年生まれ、東京大学工学部土木工学科卒業、工
博。1966年日本国有鉄道入社、1987年東京工業大学
工学部土木工学科教授、1997年東京大学大学院工学
系研究科社会基盤工学専攻教授、2002年東京工業大
学名誉教授、2004年政策研究大学院大学教授、東京
大学名誉教授を経て、現在に至る。この間、マサチュ
ーセッツ工科大学客員研究員、フィリピン大学客員教
授を歴任。交通政策審議会委員、政策投資銀行などの
政府審議会員のほか各種学協会の役員として活躍中。

西
にし

田
だ

幸
ゆき

男
お

氏
1939年生まれ、京都大学大学院(工学研究科修士課
程)修了、京都大学工学部土木工学科卒業。1969年運
輸省第四港湾建設局入省、1985年総理府沖縄開発庁
振興局振興第三課長、1991年運輸省第二港湾建設局
長、1992年（財）国際臨海開発研究センター常務理事、
1999年同理事長、2003年（株）国際開発システム代
表取締役社長、現在に至る。この間、土木学会で特別
上級技術者(調査・計画)の資格を取得、国内及び海外
での港湾の計画、設計、調査などで貢献している。

（財）沿岸技術研究センター

理事長　村
むら

田
た

進
すすむ

これからの我が国の「技術」と
その国際化について

1949年生まれ、東京大学工学部卒業。1972年
運輸省第一港湾建設局酒田港工事事務所入省、
1985年運輸省第二港湾建設局企画課長、1997
年運輸省港湾局建設課国際業務室長、2002年国
土交通省大臣官房技術参事官、2003年国土交通
省中部地方整備局長を経て、2005年（財）沿岸技
術研究センター理事長に就任、現在に至る。
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話
を
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

我
が
国
は
戦
後
、
戦
争
で
崩
壊
し
た
国

土
に
お
い
て
社
会
資
本
を
的
確
に
整
備
す

る
こ
と
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
諸
国
か
ら
手
本

と
さ
れ
る
驚
異
的
な
経
済
発
展
を
果
た
し

て
参
り
ま
し
た
。
そ
し
て
そ
の
間
、
様
々

な
優
れ
た
情
報
技
術
や
社
会
資
本
整
備
技

術
を
発
展
さ
せ
て
お
り
ま
す
。
長
大
ト
ン

ネ
ル
、
大
水
深
港
湾
、
急
速
施
工
、
軟
弱

地
盤
対
策
、
環
境
リ
サ
イ
ク
ル
技
術
、
コ

ス
ト
縮
減
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
情
報
技
術
な
ど
は
日

本
が
持
つ
世
界
一
の
技
術
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
こ
う
し
た
素
晴
ら
し
い
技
術
を
持

っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
、
海
外
の
社
会
資

本
整
備
に
お
け
る
我
が
国
企
業
の
シ
ェ
ア

は
低
く
、
欧
米
企
業
に
は
遠
く
及
ば
な
い

の
が
実
情
で
す
。
我
が
国
の
公
共
事
業
は

縮
小
の
一
途
で
す
が
、
ア
ジ
ア
を
中
心
と

す
る
海
外
の
市
場
で
は
、
ハ
ー
ド
の
技
術

だ
け
で
は
な
く
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
含
め
た

新
し
い
総
合
技
術
が
必
要
に
な
っ
て
き
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
こ

は
、
我
が
国
が
不
得
意
と
す
る
分
野
で
、

ア
ジ
ア
で
日
本
の
建
設
企
業
が
存
在
感
を

示
せ
な
い
一
つ
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
い
ず
れ
に
し
ろ

ア
ジ
ア
の
高
度
成
長
を
支
え
る
社
会
基
盤

整
備
が
著
し
く
拡
大
し
て
い
ま
す
。
我
が

国
が
そ
の
整
備
の
中
で
如
何
な
る
役
割
を

果
た
し
て
い
く
の
か
が
非
常
に
重
要
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

こ
う
し
た
背
景
の
下
、
国
際
化
や
国
際

市
場
に
展
開
し
て
い
く
観
点
か
ら
見
た
場

合
の
わ
が
国
の
建
設
産
業
と
技
術
力
の
現

状
、
そ
の
評
価
に
つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な

ご
認
識
を
お
持
ち
か
お
伺
い
し
て
参
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
先
ず
は
森
地
先
生
、
如

何
で
す
か
。

森
地

バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
、

先
ず
基
本
的
に
認
識
し
て
お
く
べ
き
こ
と

は
、
ア
ジ
ア
が
最
大
の
市
場
で
あ
る
と
同

時
に
、
こ
の
市
場
の
動
向
は
激
変
す
る
状

況
に
あ
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
特
徴

の
一
つ
は
、
国
際
水
平
分
業
が
あ
ら
ゆ
る

産
業
分
野
で
進
ん
で
い
る
点
で
す
。
例
え

ば
、
中
国
の
イ
ン
フ
ラ
が
う
ま
く
機
能
せ

ず
、
特
に
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク
ス
に
悪
影
響

が
出
る
と
日
本
の
産
業
界
も
困
り
ま
す
。

そ
の
国
一
国
だ
け
の
問
題
で
は
な
く
、
相

互
に
関
係
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
も
う

一
つ
の
特
徴
は
、
世
界
の
奇
跡
と
言
わ
れ

た
日
本
の
高
度
経
済
成
長
を
先
行
事
例
に

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
日
本
で
は
約
二

五
年
間
、
成
長
を
続
け
六
〇
年
代
〜
八
五

年
ま
で
の
期
間
は
、
社
会
資
本
整
備
を
す

れ
ば
、
流
通
も
う
ま
く
い
き
産
業
立
地
も

う
ま
く
い
く
、
そ
し
て
農
業
も
漁
業
も
市

場
拡
大
し
、
観
光
も
う
ま
く
い
く
。
そ
の

結
果
、
雇
用
は
増
大
し
所
得
格
差
も
減
少

す
る
と
い
う
成
功
体
験
を
持
っ
て
い
ま

す
。
中
国
の
幹
部
か
ら
、
こ
の
日
本
の
モ

デ
ル
を
や
っ
て
い
ま
す
と
言
わ
れ
ま
し

た
。
唯
一
違
う
点
は
、
日
本
は
こ
の
成
長

を
自
力
で
や
り
ま
し
た
が
、
私
た
ち
（
中

国
）
は
外
国
の
資
本
で
や
っ
て
い
ま
す
と

言
う
の
で
す
。
日
本
の
場
合
は
自
ら
相
当

先
行
投
資
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
か
っ
た

状
況
で
あ
り
、
成
長
の
過
程
で
安
全
や
環

境
の
問
題
な
ど
も
発
生
し
対
応
し
て
き
て

お
り
ま
す
。
特
に
安
全
は
、
日
本
の
技
術

の
極
め
て
特
質
的
な
も
の
で
、
世
界
の
他

の
現
場
に
比
し
日
本
ほ
ど
き
れ
い
な
工
事

現
場
は
世
界
中
に
は
な
い
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
我
々
の
経
験
は
、
間
違
い
な
く

ア
ジ
ア
で
役
に
立
ち
ま
す
。
そ
し
て
、
ア

ジ
ア
人
口
動
向
が
こ
の
十
数
年
で
激
変
し

ま
す
。
特
に
、
働
く
人
の
比
率
が
激
減
し
、

減
少
に
向
か
う
時
期
は
中
国
が
も
う
間
も

な
く
で
す
し
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
タ
イ
も

今
後
二
十
年
と
は
か
か
ら
な
い
。
そ
う
な

る
と
、
相
当
効
率
的
に
順
番
を
間
違
わ
ず

に
社
会
資
本
整
備
を
行
っ
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
こ
で
も
、
我
々
の
経
験
や

技
術
力
が
相
当
役
に
立
つ
わ
け
で
す
。

我
々
の
過
去
の
五
十
年
間
の
蓄
積
は
非
常

に
価
値
の
あ
る
も
の
だ
と
い
う
こ
と
で

す
。も

う
一
つ
の
認
識
す
べ
き
バ
ッ
ク
グ
ラ

ウ
ン
ド
は
、
日
本
の
技
術
は
現
場
が
あ
っ

て
育
っ
て
き
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
内

の
現
場
が
縮
小
し
技
術
が
な
く
な
る
！

こ
う
い
う
言
い
方
は
ち
ょ
っ
と
言
い
過
ぎ

か
も
知
れ
ま
せ
ん
が
、
日
本
よ
り
先
行
し

て
い
た
ア
メ
リ
カ
で
は
、
既
に
現
れ
て
来

て
い
ま
す
。
か
つ
て
ア
メ
リ
カ
が
誇
っ
た

強
大
な
産
業
、
例
え
ば
、
自
動
車
、
造
船
、

鉄
鋼
も
全
く
同
じ
状
況
で
現
場
の
減
少
か

ら
技
術
が
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
し
た
し
、

そ
の
ほ
か
の
産
業
で
も
様
々
な
と
こ
ろ
で

同
様
な
こ
と
が
起
こ
り
ま
し
た
。や
は
り
、

ど
の
産
業
で
も
現
場
が
少
な
く
な
れ
ば
現

場
技
術
も
衰
え
る
傾
向
に
あ
り
、
日
本
の

現
場
技
術
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
比
べ
る
と

投
資
の
減
少
に
伴
っ
て
弱
ま
っ
て
き
て
い

る
傾
向
に
あ
る
と
思
い
ま
す
。
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
で
現
場
技
術
の
衰
退
に
歯
止
め
が
掛
っ

て
い
る
の
は
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
広
げ
る
こ

と
で
、
そ
こ
を
凌
い
で
い
ま
す
。
例
え
ば
、

ド
イ
ツ
の
土
木
の
卒
業
生
の
大
半
は
外
国

で
働
い
て
い
ま
す
。
最
初
か
ら
海
外
で
働

く
覚
悟
で
ア
ジ
ア
に
も
多
く
来
て
い
ま

す
。最

後
に
も
う
一
つ
の
バ
ッ
ク
グ
ラ
ウ
ン

ド
と
し
て
、
世
界
市
場
で
の
寡
占
化
が
進

ん
で
い
ま
す
。
建
設
産
業
だ
け
で
な
く
、

自
動
車
、
薬
品
、
鉄
道
車
両
産
業
な
ど
を

見
て
も
同
様
の
傾
向
で
す
。
日
本
の
企
業

で
は
、
自
動
車
産
業
が
グ
ル
ー
プ
化
さ
れ

ま
し
た
が
、
そ
の
他
の
産
業
分
野
で
は
、

余
り
う
ま
く
進
ん
で
い
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら

の
産
業
は
以
前
は
日
本
の
マ
ー
ケ
ッ
ト
が

非
常
に
大
き
か
っ
た
の
で
、
そ
の
必
要
が

な
か
っ
た
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の

意
味
で
は
建
設
産
業
も
同
じ
で
す
。
現
場

が
少
な
く
な
る
中
で
、
そ
れ
に
合
う
企
業

集
積
を
維
持
し
よ
う
と
思
え
ば
、
企
業
の

数
を
減
ら
さ
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ

で
、
企
業
側
は
生
き
残
る
た
め
に
は
、
ま

た
学
び
技
術
力
を
高
め
て
い
く
と
い
う
ル

ー
チ
ン
が
あ
る
の
で
す
。
と
こ
ろ
が
、
我

が
国
の
建
設
産
業
は
、
世
界
最
大
の
ア
ジ

ア
市
場
が
成
長
を
続
け
る
中
、
国
内
が
非

常
に
良
い
マ
ー
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
の
で
、
進

出
し
よ
う
と
は
し
な
か
っ
た
。
海
外
進
出

に
は
、
あ
る
種
の
マ
ス
が
な
け
れ
ば
無
理

で
、
日
本
の
大
手
で
も
マ
ー
ケ
ッ
ト
シ
ェ

ア
は
非
常
に
小
さ
い
。
結
局
国
際
的
な
規

模
か
ら
見
れ
ば
太
刀
打
ち
で
き
な
い
状
況

に
あ
り
、
こ
の
環
境
条
件
を
ど
う
や
っ
て

打
破
し
て
い
く
の
か
。
そ
し
て
日
本
の
良

い
経
験
を
技
術
力
と
合
わ
せ
て
ア
ジ
ア
で

使
え
ば
、
日
本
の
あ
ら
ゆ
る
産
業
界
、
消

費
者
に
も
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
技
術
力
の
維

持
に
も
役
に
立
つ
と
思
う
の
で
す
が
、
そ

れ
を
活
か
せ
る
仕
組
み
を
本
当
に
作
れ
る

か
ど
う
か
。
こ
れ
ら
が
新
し
い
国
際
化
時

代
へ
向
け
て
の
日
本
の
課
題
に
な
っ
て
き

て
い
る
わ
け
で
す
。

村
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西
田
さ
ん
は
、
国
際
協
力
事
業

世
界
最
大
市
場
の
ア
ジ
ア

進
む
国
際
水
平
分
業

―
ア
ジ
ア
進
出
を
阻
む
我
が
国
建
設
産

業
の
弱
点
―
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に
長
期
に
亘
り
携
わ
っ
て
来
ら
れ
ま
し

た
。
現
場
で
国
際
協
力
を
行
う
中
で
、
我

が
国
の
技
術
や
産
業
の
問
題
点
を
さ
ま
ざ

ま
実
感
さ
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

す
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
我
が
国
の
技
術

と
産
業
の
現
状
、
さ
ら
に
今
後
の
動
向
に

つ
い
て
お
伺
い
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

西
田

森
地
先
生
の
包
括
的
な
お
話

は
、
そ
の
と
お
り
だ
と
思
い
ま
す
。
若
干
、

個
人
的
な
感
想
を
付
け
加
え
さ
せ
て
頂

き
、
違
う
視
点
か
ら
も
う
一
度
考
え
て
み

ま
す
と
、
ど
う
し
て
も
強
味
よ
り
弱
味
の

方
が
目
立
ち
ま
す
。

自
分
の
得
意
技
が
マ
イ
ナ
ス
に
な
っ
て

負
け
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。
国
が

成
長
し
て
い
る
と
き
は
、
良
い
状
況
で
の

体
験
と
か
、
成
功
経
験
な
ど
が
あ
る
が
た

め
に
、
逆
に
新
し
い
時
代
に
対
応
し
に
く

く
な
っ
て
い
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
古
代

ロ
ー
マ
の
よ
う
に
国
や
集
団
が
滅
ん
だ
り

弱
く
な
っ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

も
う
少
し
具
体
的
に
申
し
上
げ
ま
す
と
、

我
々
の
関
係
し
て
い
る
建
設
関
係
の
技
術

は
、
基
本
的
に
は
土
着
性
と

か
地
域
密
着
性
と
か
い
い
ま

す
か
、
日
本
の
風
土
と
か
、

日
本
の
国
の
ニ
ー
ズ
な
ど
に

適
合
す
る
形
で
発
達
し
て
き

た
も
の
で
す
。
民
間
は
別
で

す
が
、
公
共
事
業
の
場
合
で

は
特
に
日
本
の
風
土
に
無
関

係
な
技
術
は
伸
び
て
い
な
い

し
、
公
的
な
技
術
開
発
は
や

り
に
く
い
仕
組
み
に
な
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
地
域

に
密
着
し
て
発
達
し
た
技
術

を
違
う
風
土
の
国
で
用
い
る
こ
と
に
戸
惑

い
が
生
じ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い

ま
す
。
逆
に
、
海
外
で
成
功
し
て
い
る
技

術
と
か
伸
び
て
い
る
ビ
ジ
ネ
ス
と
言
わ
れ

る
も
の
は
、
突
き
詰
め
る
と
結
局
は
日
本

の
ト
ー
タ
ル
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の
良
さ
を

ベ
ー
ス
と
し
て
い
ま
す
。
例
え
ば
勤
勉
で

あ
る
と
か
、
時
間
に
正
確
で
あ
る
と
か
、

中
小
企
業
の
裾
野
が
広
く
多
く
の
人
が
一

生
懸
命
働
く
、
こ
の
よ
う
な
日
本
国
全
体

の
ト
ー
タ
ル
と
し
て
の
シ
ス
テ
ム
の
良
さ

を
製
品
の
中
に
凝
縮
で
き
る
よ
う
な
業
種

は
、
間
違
い
な
く
勝
っ
て
い
ま
す
。
自
動

車
や
Ｉ
Ｃ
関
係
も
そ
う
だ
と
思
い
ま
す

が
、
建
設
産
業
は
、
海
外
の
現
場
の
場
合
、

日
本
の
シ
ス
テ
ム
を
凝
縮
し
利
用
で
き
る

自
動
車
な
ど
の
製
造
業
と
は
性
質
が
違
う

の
で
す
。

こ
の
点
が
、
高
い
技
術
力
も
あ
り
日
本

で
充
分
な
実
績
・
成
果
も
上
げ
て
い
る
の

に
海
外
で
は
負
け
て
し
ま
う
こ
と
通
じ
て

い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
建
設
産
業
は
国
内
で
は
若
干

甘
や
か
さ
れ
た
護
送
船
団
方
式
の
産
業
で

あ
り
、
ビ
ジ
ネ
ス
も
国
内
の
方
が
や
り
易

く
そ
こ
そ
こ
利
益
も
上
が
る
こ
と
か
ら
、

敢
え
て
海
外
に
進
出
す
る
必
要
性
は
な
く

外
国
と
の
関
係
が
薄
れ
て
い
ま
し
た
。
ま

た
人
の
資
質
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
海
外

進
出
に
は
英
語
の
技
量
を
身
に
つ
け
る
こ

と
が
必
要
で
す
。
小
手
先
の
英
語
の
技
量

よ
り
も
ま
ず
中
身
が
あ
れ
ば
い
い
、
と
い

う
考
え
も
あ
り
そ
れ
は
そ
れ
で
正
し
い
の

で
す
が
、
た
だ
や
は
り
一
戦
交
え
勝
負
す

る
よ
う
な
場
合
、
つ
ま
り
こ
ち
ら
が
相
手

を
説
得
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
場
合
で

は
、
そ
こ
そ
こ
の
技
量
を
持
っ
て
い
な
い

と
太
刀
打
ち
で
き
な
い
と
い
う
現
実
も
技

術
以
外
の
こ
と
で
す
が
、
問
題
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
ね
。
ま
た
、
心
構
え
の
点

も
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま
す
。
欧
米
の
企
業

が
進
出
で
き
て
い
る
の
は
、
郷
里
を
捨
て

現
地
に
骨
を
埋
め
る
覚
悟
の
人
が
多
い
の

で
す
。
そ
の
点
ど
う
も
日
本
人
は
、
や
は

り
日
本
が
い
い
、
帰
ろ
う
か
な
ど
と
な
っ

て
し
ま
う
の
で
す
。
骨
を
埋
め
る
と
は
何

か
と
い
う
と
、現
地
の
生
活
で
得
た
も
の
、

人
脈
と
か
も
の
の
考
え
方
と
か
、
相
手
と

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
を
積
極
的
に
生
か

す
こ
と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
技

術
以
外
の
面
で
日
本
の
建
設
産
業
は
現
状

で
は
相
当
な
ハ
ン
デ
が
あ
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
議
論
を
す
る
場
合
の
「
技

術
」
と
は
何
か
と
い
う
と
、
開
発
し
売
り

込
ん
で
企
業
利
益
に
す
る
タ
イ
プ
の
技
術

と
、
開
発
し
て
相
手
方
の
国
益
を
追
求
す

る
と
同
時
に
日
本
の
国
益
も
追
求
す
る
と

い
う
二
つ
の
タ
イ
プ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
私
は
主
に
後
者
の
分
野
を
担
当
し
て

き
ま
し
た
が
、
現
在
、
技
術
協
力
資
源
そ

の
も
の
が
枯
渇
し
て
き
て
い
る
と
感
じ
て

い
ま
す
。
技
術
協
力
資
源
と
は
、
技
術
そ

の
も
の
の
水
準
は
も
と
よ
り
、
そ
れ
を
応

用
す
る
人
材
の
質
と
量
、
技
術
者
の
意
欲

な
ど
技
術
を
中
心
と
し
た
総
合
的
な
も
の

で
す
。こ
の
技
術
協
力
資
源
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
を
育
成
し
て
い
く
土
壌
が
少
な
く
な

り
、
企
業
も
力
が
な
く
な
っ
て
き
て
お
り

国
の
努
力
も
低
下
し
て
き
て
い
ま
す
。
い

ず
れ
は
、
外
務
省
が
技
術
協
力
を
大
い
に

や
り
ま
し
ょ
う
と
言
っ
て
も
、
日
本
で
は

で
き
な
い
か
ら
、
資
金
を
出
し
て
イ
ギ
リ

ス
の
コ
ン
サ
ル
に
依
頼
す
る
な
ど
と
い
う

話
も
有
り
得
る
か
も
知
れ
ま
せ
ん
（
笑
）。

こ
れ
は
極
論
で
、
先
ほ
ど
か
ら
マ
イ
ナ
ス

面
ば
か
り
言
っ
て
お
り
ま
す
が
、
こ
の
よ

う
な
状
況
下
で
、
今
後
を
ど
う
す
る
か
を

考
え
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と
思
い

ま
す
。
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国
際
化
の
観
点
か
ら
建
設
産
業

の
技
術
や
人
材
の
現
状
、
技
術
協
力
資
源

の
問
題
な
ど
大
変
重
要
な
ご
指
摘
を
頂
き

ま
し
た
。
さ
て
、
海
外
市
場
に
進
出
す
る

に
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
さ
れ
た
世
界
に
通

用
す
る
技
術
に
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
世
界
の
流
れ
と
し
て
は
、
国
際

基
準
化
や
資
格
制
度
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
我
が
国
も
適
切
に
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
辺
の
こ
と
に
つ
い
て
少

し
お
話
を
頂
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。
先
ず

森
地
先
生
、
如
何
で
す
か
。

森
地

技
術
基
準
は
、
そ
の
国
に
状
況

に
合
う
よ
う
に
先
人
達
が
積
み
上
げ
て
き

た
も
の
で
す
。
日
本
の
基
準
が
国
際
的
に

合
致
し
な
い
と
い
う
の
は
、
そ
の
と
お
り

で
す
。
海
外
進
出
と
な
れ
ば
、
設
計
法
、

基
準
、
そ
の
ほ
か
の
ル
ー
ル
も
含
め
て
合

求
め
ら
れ
る
国
際
基
準
・
標
準
や

国
際
的
資
格
へ
の
対
応

ル
ー
ル
設
定
で
勝
敗
分
か
れ
る
今
後
の

国
際
競
争
、
日
本
ル
ー
ル
の
反
映
は
？

海
外
で
通
用
す
る
総
合
的
な
技
術

力
の
獲
得
が
急
務
！
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う
よ
う
に
我
々
は
対
応
し
な
け
れ
ば
い
け

ま
せ
ん
。
派
遣
さ
れ
る
人
も
あ
る
種
の
ス

テ
ー
タ
ス
を
持
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ヨ

ー
ロ
ッ
パ
は
そ
の
人
た
ち
が
技
術
力
を
維

持
で
き
る
よ
う
な
あ
る
種
の
ス
テ
ー
タ
ス

も
与
え
、
メ
リ
ッ
ト
も
付
与
し
て
き
た
歴

史
が
あ
り
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
は
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
に
対
抗
す
る
形
で
ア
メ
リ
カ
ン
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
を
作
っ
て
き
ま
し
た
。
一
方
、

日
本
で
は
、
そ
の
資
格
制
度
は
、
役
所
主

導
の
技
術
士
が
典
型
で
す
。
日
本
独
特
の

資
格
で
あ
り
、
つ
い
最
近
ま
で
一
度
持
つ

と
永
久
に
使
え
る
と
い
う
家
元
制
度
で
す

ね
。
技
術
は
日
進
月
歩
な
の
に
、
資
格
者

が
対
応
し
て
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
し
て
い
く

仕
組
み
に
は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。

も
う
一
つ
の
日
本
の
欠
点
は
、
多
く
の

人
が
い
な
い
と
仕
事
が
で
き
な
い
。
つ
ま

り
専
門
分
科
し
過
ぎ
て
お
り
、
例
え
ば
、

建
設
会
社
の
研
究
所
で
も
コ
ン
ク
リ
ー
ト

の
研
究
室
、
土
質
の
研
究
室
に
分
か
れ
て

い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
実
務

で
働
く
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー

が
本
当
に
コ
ン
ク
リ
ー
ト
だ
け
の
キ
ャ
パ

シ
テ
ィ
ー
で
充
分
か
と
い
う
と
、
決
し
て

そ
う
で
は
な
い
は
ず
で
す
。
人
間
が
た
く

さ
ん
い
な
い
と
日
本
は
で
き
な
い
、
ど
う

し
て
各
個
人
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
ー
が
小
さ

い
の
か
と
言
わ
れ
る
所
以
で
す
が
、実
は
、

こ
れ
は
日
本
の
社
会
シ
ス
テ
ム
に
基
づ
い

て
い
る
も
の
で
あ
り
本
来
の
能
力
が
な
い

わ
け
で
は
な
い
の
で
す
。

も
う
一
つ
は
、
ル
ー
ル
に
つ
い
て
の
認

識
で
す
。ス
ポ
ー
ツ
評
論
家
の
話
で
す
が
、

「
日
本
人
は
、
ル
ー
ル
を
変
え
て
は
い
け

な
い
与
え
ら
れ
た
も
の
だ
と
思
っ
て
ゲ
ー

ム
を
し
て
い
る
。
と
こ
ろ
が
、
世
界
中
で

は
ル
ー
ル
は
本
来
変
え
て
い
く
も
の
だ
と

思
っ
て
い
る
。
こ
の
感
覚
が
全
然
違
う
」

と
い
う
わ
け
で
す
。
国
際
競
争
の
場
合
、

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
も
ア
メ
リ
カ
も
激
烈
な
競
争

を
し
て
い
て
、
決
し
て
一
人
の
技
術
者
の

能
力
だ
け
で
競
争
を
し
て
い
る
わ
け
で
は

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
ア
メ
リ
カ
人
も

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
人
も
世
界
中
が
自
分
の
土
俵

だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。
面
白
い
こ
と
が
あ

れ
ば
、
何
処
で
も
行
く
し
何
処
に
で
も
住

む
と
い
う
、
世
界
を
い
わ
ば
自
分
の
庭
だ

と
思
っ
て
い
る
。
よ
っ
て
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

と
か
ル
ー
ル
も
ど
ん
ど
ん
彼
ら
は
自
分
の

都
合
で
変
え
ま
す
。
設
計
基
準
も
変
え
ま

す
。そ

の
よ
う
な
欧
米
に
対
抗
す
る
た
め
に

は
、
ま
ず
は
、
資
格
制
度
や
国
際
基
準
な

ど
に
対
し
て
、
ど
の
よ
う
な

状
況
で
も
対
応
可
能
な
技
術

者
を
作
る
。
他
方
、
ル
ー
ル

も
少
し
変
え
て
と
い
う
よ
う

に
持
っ
て
行
く
の
が
長
期
戦

略
だ
と
思
い
ま
す
。

村
田

森
地
先
生
か
ら
欧

米
人
の
ル
ー
ル
の
認
識
に
つ

い
て
お
話
が
あ
り
ま
し
た

が
、
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ

の
目
的
に
つ
い
て
制
作
責
任

者
の
ひ
と
り
が
「
欧
州
の
建

設
企
業
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
の
、
国

際
市
場
に
お
け
る
競
争
力
を
強
化
す
る
た

め
に
あ
る
」
と
述
べ
て
お
り
ま
し
た
。
Ｗ

Ｔ
Ｏ
の
技
術
協
定
は
、
性
能
規
定
化
を
目

指
し
て
ま
す
が
、
そ
れ
に
早
く
慣
れ
な
い

と
国
際
的
な
競
争
に
は
対
応
で
き
な
く
な

り
ま
す
。
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ

Ｃ
Ｏ
Ｄ
Ｅ
の
作
成

が
急
が
れ
て
い
る
の
は
、
ま
さ
に
ル
ー
ル

そ
の
も
の
が
今
後
の
国
際
舞
台
で
の
勝
敗

を
決
め
て
い
く
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

の
意
味
で
も
、
私
た
ち
も
早
く
そ
う
し
た

認
識
と
危
機
感
を
共
有
す
る
必
要
が
あ
る

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
西
田
さ
ん
に
お
伺
い
し
た
い
の

で
す
が
、特
に
ア
ジ
ア
を
考
え
た
と
き
に
、

こ
れ
ま
で
日
本
か
ら
相
当
技
術
移
転
を
行

っ
て
き
ま
し
た
か
ら
、
日
本
の
技
術
へ
の

依
存
度
が
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
む
し
ろ

日
本
が
早
く
新
し
い
ル
ー
ル
を
作
り
、
日

本
の
優
れ
た
技
術
を
国
際
ル
ー
ル
に
反
映

さ
せ
て
い
く
こ
と
は
、
あ
る
意
味
で
ア
ジ

ア
に
対
す
る
責
任
で
も
あ
る
と
思
い
ま

す
。
ま
た
、
こ
う
い
う
国
際
基
準
化
の
問

題
は
、
技
術
協
力
と
し
て
の
新
し
い
分
野

と
も
言
え
、
新
し
い
ビ
ジ
ネ
ス
チ
ャ
ン
ス

の
創
出
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。
日
本

の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
と
し
て
、
ど
の
よ
う

な
対
応
を
お
考
え
で
す
か
。

西
田

大
変
重
要
な
テ
ー
マ
で
す
ね
。

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
化
と
い
う
観
点
か
ら
言
う

と
、
ア
ジ
ア
に
対
し
て
し
か
分
か
り
ま
せ

ん
が
、
や
は
り
Ｅ
Ｕ
Ｒ
Ｏ
が
一
番
恐
ろ
し

い
気
が
し
ま
す
。
例
え
ば
、
現
在
ベ
ト
ナ

ム
で
、
コ
ン
テ
ナ
バ
ー
ス
な
ど
円
借
款
に

し
て
四
百
億
円
規
模
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に

取
り
組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
こ
こ
へ
日
本

の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
反
映
さ
せ
取
り
入
れ

て
も
ら
え
れ
ば
、
日
本
の
業
界
の
利
益
に

な
り
国
益
に
つ
な
が
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
し
か
し
一
方
で
既
に
押
さ
え
ら
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
部
分
も
あ
り
、
そ
こ
は
も

う
相
手
の
土
俵
で
す
。
で
は
、
ど
こ
に
ま

だ
勝
ち
目
が
あ
る
か
、
吟
味
し
て
仕
分
け

を
十
分
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。結

局
は
、
ど
の
部
分
は
自
分
の
土
俵
で

相
撲
を
と
れ
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
ま

た
、
相
手
の
土
俵
で
も
勝
て
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
も
規
定
さ
れ

な
い
面
も
あ
り
ま
す
。
施
工
法
や
コ
ス
ト

な
ど
色
々
あ
り
ま
す
。
全
て
が
規
定
さ
れ

る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

相
手
の
土
俵
で
相
撲
を
と
る
局
面
と
自

分
の
土
俵
を
作
っ
て
相
手
を
引
き
ず
り
込

む
局
面
、
さ
ら
に
、
開
発
途
上
国
の
技
術

に
対
す
る
考
え
方
を
日
本
の
技
術
の
普
及

に
よ
っ
て
そ
れ
に
馴
染
む
も
の
に
す
る
。

こ
の
よ
う
に
多
面
的
に
対
応
し
て
行
か
ね

ば
な
り
ま
せ
ん
。
後
者
に
つ
い
て
は
、
日

本
の
技
術
基
準
を
ベ
ト
ナ
ム
語
に
翻
訳
し

講
習
を
す
る
と
い
う
取
り
組
み
も
行
っ
て

ま
す
。

森
地

日
本
の
技
術
の
普
及
に
関
し
て

で
す
が
、
以
前
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
に
大

学
院
コ
ー
ス
を
二
つ
作
る
と
い
う
こ
と
で

初
代
教
授
と
し
て
赴
任
し
た
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
時
、
イ
ギ
リ
ス
の
友
人
か
ら

は
「
行
っ
て
も
無
駄
だ
。
カ
ラ
チ
や
エ
ジ

プ
ト
で
も
や
っ
た
経
験
が
あ
る
が
、
自
分

達
が
い
な
く
な
っ
た
ら
、
全
て
駄
目
に
な

っ
た
。」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
ま
た
ア
メ

リ
カ
の
Ｍ
Ｉ
Ｔ
の
友
人
か
ら
は
、「
君
自

身
、
日
本
で
存
在
感
が
出
そ
う
な
時
に
何

を
し
に
行
く
の
か
？
　
何
か
悪
い
こ
と
で

も
し
た
ん
だ
ろ
う
」と
も
言
わ
れ
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
、
中
村
英
夫
先
生
、
黒
川
洸
先

生
な
ど
に
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
頂
き
な
が

ら
日
本
中
の
大
学
を
巻
き
込
ん
で
始
め
た
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と
こ
ろ
、
結
果
的
に
何
が
起
こ
っ
た
か
と

い
う
と
既
に
八
人
が
日
本
で
ド
ク
タ
ー
を

取
得
し
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
の
教
官
に
な

っ
て
い
ま
す
。
今
、
フ
ィ
リ
ピ
ン
大
学
は

日
本
の
技
術
を
導
入
し
た
わ
け
で
、
彼
ら

が
日
本
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
、
今
は
学
生

の
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。

国
際
競
争
力
を
考
え
た
場
合
、
日
本
人

の
エ
ン
ジ
ニ
ア
の
能
力
が
欧
米
に
比
べ
劣

っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
決
し
て
そ
う
で

は
な
い
と
思
い
ま
す
。
も
し
、
デ
メ
リ
ッ

ト
が
あ
る
と
す
る
と
、
個
人
で
活
躍
で
き

る
舞
台
が
日
本
の
社
会
に
は
少
な
い
と
い

う
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
ど
こ
か
の
建
設

会
社
の
一
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
一
人
で
突
っ
張

っ
た
と
き
に
、
そ
の
組
織
は
ど
う
い
う
扱

い
を
す
る
か
で
す
。
結
局
、
個
人
を
本
当

に
競
争
力
が
必
要
な
形
で
処
遇
を
し
、
そ

の
人
間
を
中
心
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
展
開

を
し
て
い
く
よ
う
な
思
考
パ
タ
ー
ン
を
日

本
企
業
が
持
っ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
ど

う
も
そ
う
で
は
な
く
て
、
そ
の
こ
と
が
個

人
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
低
め
て
い
る
原

因
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

最
後
に
、
も
う
一
つ
は
、
都
市
交
通
の

分
野
で
す
が
、
世
銀
や
欧
米
か
ら
の
技
術

援
助
の
専
門
家
の
話
を
聞
い
て
感
じ
た
こ

と
で
す
。
ア
ジ
ア
の
都
市
交
通
の
成
長
ぶ

り
に
対
し
て
、彼
ら
の
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
で
、

Ｔ
Ｓ
Ｍ
や
デ
ィ
マ
ン
ド
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
が

重
要
で
す
と
か
、
シ
ー
ム
レ
ス
が
ど
う
だ

と
か
、
欧
米
の
一
般
論
ば
か
り
で
す
。
何

が
言
い
た
い
か
と
い
う
と
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
で
日

本
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
が
進
出
し
て
行
っ
た
と

き
に
、
ど
の
程
度
ア
ジ
ア
の
特
殊
性
を
的

確
に
把
握
し
ク
リ
ア
に
商
品
化
し
た
り
、

ノ
ウ
ハ
ウ
化
し
た
り
す
る
こ
と
が
で
き
る

か
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ
の
部
分
が
日
本

に
は
足
り
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。
ア
ジ

ア
特
有
の
課
題
と
解
決
策
を
体
系
化
す
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ハ
ー
ド
面
で
は
気
象

条
件
や
河
川
の
問
題
も
あ
り
、
人
間
社
会

な
ど
ソ
フ
ト
の
面
を
含
め
て
我
々
の
強
味

を
発
揮
で
き
る
場
が
何
か
あ
り
そ
う
な
気

が
し
ま
す
。

西
田

確
か
に
仰
る
と
お
り
で
す
ね
。

総
合
的
に
様
々
な
局
面
に
つ
い
て
、
あ
る

一
つ
の
ベ
ク
ト
ル
に
向
か
っ
て
構
築
で
き

る
説
得
力
の
あ
る
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
、
そ

れ
を
ど
う
す
る
か
が
重
要
に
な
っ
て
き
ま

す
。
議
論
は
あ
っ
て
も
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ

ラ
ン
が
十
分
で
な
く
線
香
花
火
の
よ
う
に

な
り
か
ね
な
い
部
分
が
あ
る
。
そ
こ
を
ど

う
打
破
す
る
か
、
根
の
深
い
課
題
の
よ
う

な
気
が
し
ま
す
ね
。
問
題
意
識
が
あ
り
議

論
も
し
な
が
ら
も
、
そ
れ
が
実
行
に
移
せ

な
い
。
移
せ
な
い
か
ら
何
と
な
く
欲
求
不

満
で
、
結
局
の
と
こ
ろ
何
も
動
い
て
い
な

い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
わ
け
で

す
。村

田

日
本
人
及
び
日
本
企
業
に
お
い

て
、
グ
ロ
ー
バ
ル
社
会
に
合
っ
た
よ
う
な

マ
イ
ン
ド
を
醸
成
し
て
行
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
で
す
ね
。

西
田

ま
さ
に
そ
の
マ
イ
ン
ド
の
点
な

の
で
す
が
、
結
局
の
と
こ
ろ
我
々
も
含
め

て
で
す
が
、
責
任
あ
る
立
場
の
者
が
責
任

を
取
る
よ
う
な
気
質
が
現
在
の
日
本
人
、

日
本
の
組
織
に
は
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て

い
る
と
こ
ろ
が
問
題
だ
と
思
い
ま
す
。
昔

の
日
本
人
に
は
、
そ
の
よ
う
な
気
質
は
多

分
に
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
が
う
ま

く
い
か
な
か
っ
た
ら
腹
を
切
ろ
う
と
か

ね
。村

田

そ
の
気
質
が
あ
っ
た
か
ら
こ

そ
、
そ
の
時
代
そ
の
時
代
に
応
じ
て
よ
い

や
り
方
を
作
り
上
げ
る
こ
と
が
出
来
た
と

思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
こ
ま
で
日
本
は

発
展
し
て
き
た
わ
け
で
す
が
、
そ
の
よ
う

な
気
質
も
変
化
し
、
時
代
に
応
じ
た
適
切

な
や
り
方
を
行
え
ず
硬
直
化
し
て
き
た
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

西
田

だ
か
ら
、
私
は
よ
く
言
う
の
で

す
が
、
昔
は
技
術
基
準
の
中
に
、
こ
こ
か

ら
先
は
主
任
技
術
者
の
判
断
に
任
せ
る
と

書
い
て
あ
る
と
こ
ろ
が
多
か
っ
た
と
思
い

ま
す
。
そ
の
責
任
を
持
っ
て
技
術
者
が
技

術
的
に
判
断
す
る
部
分
を
、
ど
ん
ど
ん
変

え
て
オ
ー
プ
ン
に
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し
て
し

ま
い
、
技
術
を
真
に
理
解
し
て
な
く
て
も

誰
で
も
出
来
る
よ
う
に
な
っ
て
、
い
わ
ば

商
売
の
種
が
失
わ
れ
る
と
同
時
に
、
主
任

技
術
者
自
身
も
権
威
失
墜
で
、
ま
た
そ
れ

に
伴
い
責
任
も
無
く
な
っ
て
き
た
わ
け
で

す
ね
。社
会
全
体
が
そ
の
方
向
へ
動
い
て
、

権
威
が
な
く
な
る
分
、
収
入
も
そ
れ
に
伴

わ
な
く
な
っ
て
行
き
ま
す
か
ら
、
責
任
も

取
ら
な
く
な
っ
て
行
く
と
い
う
流
れ
に
な

り
ま
す
。

森
地

多
分
、
そ
れ
を
解
決
す
る
方
法

と
し
て
イ
ギ
リ
ス
や
ア
メ
リ
カ
で
は
資
格

制
度
を
作
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
ア
メ
リ

カ
の
土
木
学
会
の
資
格
制
度
は
九
段
階
あ

り
ま
す
。
こ
の
一
番
上
の
資
格
を
持
っ
て

い
る
人
が
連
邦
政
府
の
局
長
に
な
れ
る
と

か
、
こ
れ
く
ら
い
の
規
模
の
社
長
に
な
れ

る
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。
強
制
し
て
い
る

わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
持
た
な
い
人

が
な
ろ
う
と
す
る
と
、
な
ん
で
あ
の
人
が

と
い
う
議
論
が
起
こ
り
ま
す
。
い
い
意
味

の
マ
ー
ケ
ッ
ト
メ
カ
ニ
ズ
ム
で
す
ね
。
こ

の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
を
日
本
で
も
作
り
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
特
別
上
級
は
一
分

野
二
十
〜
三
十
人
で
い
い
。
そ
の
人
は
、

マ
ニ
ュ
ア
ル
を
守
ら
な
く
て
い
い
が
、
そ

の
代
わ
り
失
敗
し
た
ら
資
格
を
喪
失
す
る

な
ど
、
権
限
と
そ
れ
に
伴
う
責
任
を
持
た

せ
る
わ
け
で
す
。

西
田

社
会
的
な
生
命
も
終
え
て
も
良

い
と
い
う
く
ら
い
の
気
持
ち
の
責
任
で
す

ね
。
イ
ギ
リ
ス
の
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
に
は

サ
ー
の
付
く
お
偉
さ
ん
方
が
多
く
お
り
ま

す
が
、
あ
の
方
た
ち
は
、
お
そ
ら
く
そ
う

い
う
気
持
ち
を
持
つ
貴
族
の
出
で
あ
っ

て
、
ま
さ
に
「
ノ
ブ
リ
ズ
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ

(n
ob
lesse

ob
lig
e)

」
と
い
う
気
概
か
ら

き
た
職
業
な
ん
で
し
ょ
う
ね
。

森
地

個
人
に
負
う
べ
き
も
の
と
得
る

も
の
が
、
一
体
的
に
つ
い
て
サ
ポ
ー
ト
さ

れ
て
い
る
ん
で
す
よ
ね
。

西
田

そ
う
で
す
。
要
は
そ
れ
だ
け
の

話
な
ん
で
す
よ
。
そ
れ
は
完
全
に
チ
ー
フ

エ
ン
ジ
ニ
ア
で
す
よ
。
先
生
が
言
わ
れ
る

よ
う
に
、
資
格
制
度
や
階
級
と
か
収
入
、

信
頼
な
ど
と
、
そ
の
代
わ
り
の
責
任
と
責

任
の
取
り
方
と
い
う
の
が
セ
ッ
ト
に
な
っ

て
社
会
的
に
認
め
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

こ
の
点
、
日
本
の
中
で
は
、
お
そ
ら
く
戦

後
か
ら
、
こ
の
よ
う
な
制
度
は
崩
壊
し
て

い
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
し
ょ
う
ね
。

国
際
舞
台
で
通
用
す
る

建
設
技
術
者
と
し
て
の
気
概

国立フィリピン大学
Deliman キャンパスの正門（同大学HPより）
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森
地

た
だ
、
そ
こ
ま
で
話
を
難
し
く

考
え
な
く
て
も
、
例
え
ば
建
築
の
分
野
で

は
土
木
分
野
ほ
ど
マ
ニ
ュ
ア
ル
社
会
で
は

な
く
、
あ
る
人
が
規
格
外
の
も
の
を
計
画

す
れ
ば
、
建
築
セ
ン
タ
ー
で
技
術
的
に
検

討
し
て
チ
ェ
ッ
ク
し
大
丈
夫
な
ら
認
め
ら

れ
る
と
い
う
ル
ー
ル
が
あ
り
ま
す
。
お
隣

の
建
築
の
分
野
で
は
こ
の
よ
う
な
仕
組
み

が
す
で
に
存
在
し
て
い
る
の
で
す
。

村
田

こ
れ
か
ら
性
能
規
定
に
取
り
組

む
場
合
に
は
、
建
築
制
度
の
仕
組
み
も
参

考
に
す
る
必
要
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
技
術
者
と
し
て
の
創
意
工
夫
が
活
か

さ
れ
、
業
界
に
活
力
が
生
じ
ま
す
。
国
際

展
開
の
話
を
し
て
い
ま
し
た
が
、
結
局
グ

ロ
ー
バ
ル
社
会
に
な
っ
て
き
ま
す
と
、
日

本
の
建
設
市
場
も
同
じ
グ
ロ
ー
バ
ル
な
建

設
市
場
の
中
に
ど
ん
ど
ん
組
み
込
ま
れ
て

行
く
わ
け
で
す
。
国
際
的
に
対
応
で
き
る

技
術
、
人
、
企
業
に
し
て
お
か
な
い
と
、

日
本
の
建
設
市
場
自
体
も
海
外
企
業
の
参

入
を
受
け
負
け
て
し
ま
う
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
そ
の
意
味
で
も
今
回
ご
指
摘
頂
い
た

よ
う
な
こ
と
を
速
や
か
に
実
施
す
る
必
要

が
あ
る
で
し
ょ
う
。
最
後
に
、
こ
れ
か
ら

の
国
際
化
に
向
け
て
気
を
付
け
る
こ
と
、

留
意
す
べ
き
点
な
ど
に
つ
い
て
提
言
を
頂

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

森
地

日
本
の
社
会
の
中
で
エ
ン
ジ
ニ

ア
が
力
を
発
揮
で
き
る
環
境
を
タ
ー
ゲ
ッ

ト
に
し
て
、
具
体
化
を
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
鉄
道
技
術
者

に
は
三
百
キ
ロ
以
上
で
は
走
れ
な
い
と

か
、
パ
ン
タ
グ
ラ
フ
は
何
個
必
要
だ
と
か

と
い
う
常
識
を
持
っ
て
い
ま
し
た
。
真
面

目
な
集
団
だ
か
ら
こ
そ
、
議
論
し
て
い
る

う
ち
に
あ
る
種
の
常
識
が
で
き
、
そ
れ
が

パ
ラ
ダ
イ
ム
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
わ
け
で

す
。
土
木
技
術
者
も
極
め
て
真
面
目
な
集

団
な
の
で
似
た
と
こ
ろ
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
問
題
は
、
議
論
し
て
い
る
う
ち
に
常

識
が
で
き
て
、
そ
の
常
識
を
破
る
発
想
を

で
き
な
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
陥
っ
て
い

る
こ
と
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
今
日
の
お

話
は
国
際
的
な
活
動
を
し
た
人
な
ら
ば
皆

さ
ん
思
っ
て
い
る
こ
と
で
、
こ
の
辺
が
一

番
気
に
な
り
ま
す
。

も
う
一
つ
は
教
育
の
問
題
で
す
。
最
近

は
日
本
の
教
育
シ
ス
テ
ム
と
ア
メ
リ
カ
の

教
育
シ
ス
テ
ム
を
お
互
い
に
相
互
承
認

し
、
イ
ギ
リ
ス
と
も
基
本
協
定
を
結
ん
で

い
ま
す
。
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
た
の
は
、

ア
メ
リ
カ
に
日
本
の
大
学
は
デ
ザ
イ
ン
教

育
が
不
足
し
て
い
る
、
設
計
や
実
際
の
フ

ィ
ー
ル
ド
で
の
訓
練
が
足
り
な
い
な
ど
と

言
わ
れ
た
こ
と
で
す
。
我
々
の
世
代
は
、

学
生
時
代
に
は
多
く
の
設
計
や
製
図
を
さ

せ
ら
れ
た
り
し
ま
し
た
が
、
今
は
極
め
て

ピ
ュ
ア
な
論
理
を
教
え
る
方
向
に
内
容
が

変
わ
っ
て
て
ま
す
。
ま
た
マ
ニ
ュ
ア
ル
や

ソ
フ
ト
ウ
エ
ア
が
整
備
さ
れ
て
、
学
生
が

自
分
で
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
組
ん
だ
り
す
る
必

要
も
な
く
な
っ
て
き
て
、
現
実
の
問
題
に

対
し
学
生
自
身
が
考
え
て
解
決
し
て
い
く

場
が
減
っ
て
き
て
ま
す
。

東
大
の
大
学
院
で
四
半
世
紀
ほ
ど
前
に

外
国
で
働
く
土
木
技
術
者
を
養
成
す
る
コ

ー
ス
を
作
り
ま
し
た
。
数
年
前
に
は
大
学

院
二
年
の
う
ち
の
一
年
間
を
ア
ジ
ア
の
現

場
に
派
遣
す
る
こ
と
を
始
め
ま
し
た
。
見

事
に
た
く
ま
し
く
な
っ
て
帰
っ
て
き
ま

す
。
や
は
り
現
場
が
重
要
だ
と
い
う
こ
と

で
す
。
三
年
前
か
ら
学
部
生
に
も
国
際
コ

ー
ス
を
つ
く
り
、
土
木
全
体
の
人
気
が
上

が
り
ま
し
た
。
日
本
の
若
い
人
た
ち
は
十

分
能
力
は
あ
り
ま
す
。
日
本
の
大
学
教
育

は
、
現
場
に
立
ち
返
る
こ
と
で
ま
だ
ま
だ

改
善
の
余
地
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。

現
場
が
少
な
く
な
れ
ば
、
技
術
力
は
落

ち
ま
す
が
、
そ
の
時
に
一
人
の
人
間
が

様
々
な
経
験
が
で
き
る
よ
う
な
仕
組
み
を

築
く
た
め
に
は
ど
う
す
れ
ば
良
い
の
か
。

今
、
企
業
で
は
、
ア
ウ
ト
ソ
ー
シ
ン
グ
と

称
し
て
、
リ
タ
イ
ヤ
し
た
人
の
技
術
力
を

頼
り
に
し
て
外
注
し
た
り
し
て
い
ま
す

が
、
そ
れ
は
世
代
を
越
え
た
技
術
移
転
に

な
り
ま
せ
ん
。
何
年
か
経
つ
と
本
当
に
教

わ
る
人
が
い
な
く
な
り
ま
す
。

国
際
的
な
舞
台
で
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ

ー
ジ
メ
ン
ト
が
で
き
る
人
は
日
本
に
十
人

も
お
り
ま
せ
ん
。
皆
、
我
々
の
世
代
で
す
。

世
代
を
越
え
て
技
術
力
が
再
生
産
で
き
る

仕
組
み
を
早
急
に
作
ら
な
け
れ
ば
い
け
な

い
。
そ
の
方
法
の
一
つ
は
各
個
人
が
持
つ

能
力
の
う
ち
、
何
を
誰
に
伝
え
る
か
を
明

確
に
意
識
す
る
こ
と
で
す
。
決
し
て
突
出

し
た
技
術
で
あ
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

個
人
で
う
ま
く
い
か
な
け
れ
ば
、
会
社
と

か
役
所
と
か
、
組
織
で
対
応
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
如
何
に
世
代
を
越
え
た
技
術

を
再
生
産
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考

え
な
い
と
、
今
後
あ
ち
こ
ち
で
事
故
ば
か

り
起
こ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

西
田

先
生
ご
指
摘
の
世
代
を
越
え
て

技
術
力
を
再
生
産
す
る
仕
組
み
が
機
能
し

て
い
な
い
原
因
の
一
つ
は
厳
し
い
価
格
競

争
に
勝
つ
た
め
に
単
価
の
安
い
シ
ニ
ア
を

活
用
せ
ざ
る
を
得
な
い
と
こ
ろ
に
あ
り
ま

す
。
若
い
人
た
ち
を
そ
こ
ま
で
の
高
い
能

力
に
育
て
る
に
は
多
く
の
資
金
が
か
か
る

か
ら
で
、
コ
ス
ト
削
減
の
悪
循
環
に
な
っ

て
い
る
わ
け
で
す
。
し
か
し
、
皆
さ
ん
危

機
感
は
持
っ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
如
何
に

ア
ピ
ー
ル
し
、
危
機
の
中
身
を
理
解
し
た

上
で
対
応
を
す
る
か
が
問
題
で
す
。
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
や
基
準
化
、
制
度
化
と
同

時
に
、
ア
ピ
ー
ル
の
仕
方
や
何
を
ど
の
よ

う
な
手
順
で
進
め
る
か
検
討
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。
議
論
だ
け
で
は
前
に
進
み
ま

せ
ん
。
具
体
的
に
前
に
進
め
る
手
順
や
手

段
、
ア
ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
、
戦
略
な
ど
を

研
究
の
対
象
に
し
て
行
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
と
思
い
ま
す
。

村
田

本
日
は
、
お
二
方
に
、
建
設
分

野
に
お
け
る
わ
が
国
の
国
際
化
と
技
術
を

テ
ー
マ
に
語
っ
て
頂
き
ま
し
た
。
沿
岸
セ

ン
タ
ー
し
て
も
、
本
日
の
貴
重
な
ご
意
見

を
踏
ま
え
て
鋭
意
努
力
し
て
参
り
た
い
と

思
い
ま
す
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
指
導

の
ほ
ど
宜
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
本

日
は
ど
う
も
有
難
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

不
可
欠
な
現
場
技
術
の
継
承
、
世
代

を
超
え
る
伝
承
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を

パ
ラ
ダ
イ
ム
を
破
り
新
時
代
へ
脱
却
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■
は
じ
め
に

近
年
の
経
済
活
動
の
地
球
規
模
化
を
背
景
と
し

て
、
東
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
の
著
し
い
経
済
成
長

は
、
日
本
と
の
相
互
依
存
の
深
化
の
み
な
ら
ず
、

競
争
関
係
を
も
た
ら
す
も
の
と
な
っ
て
い
る
。
国

の
み
な
ら
ず
、
地
域
、
都
市
、
企
業
等
の
あ
ら
ゆ

る
単
位
で
の
競
争
が
不
可
避
と
な
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
国
土
交
通
省
で
は
、
国
際
競
争
力
強
化
の

た
め
の
取
組
み
を
展
開
し
て
い
る
。
総
合
政
策
局

国
際
部
門
で
は
、
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ
Ａ
）
等

の
枠
組
み
を
通
じ
て
、「
我
が
国
が
有
す
る
高
度
な

運
輸
・
建
設
技
術
の
海
外
展
開
の
支
援
」
を
推
進

し
て
い
る
。
本
稿
で
は
、
現
在
の
取
組
み
状
況
や

今
後
の
取
組
み
の
方
向
性
に
つ
い
て
の
概
要
を
紹

介
す
る
。

■
国
際
競
争
力
強
化
の
た
め
の
取
組
み

二
〇
〇
五
年
六
月
閣
議
決
定
の
「
経
済
財
政
運

営
と
構
造
改
革
に
関
す
る
基
本
方
針
二
〇
〇
五
」

に
お
い
て
、
産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
が
位
置
付

け
ら
れ
た
こ
と
を
受
け
、
関
連
施
策
を
効
率
的
か

つ
総
合
的
に
推
進
す
る
た
め
、「
国
際
競
争
力
強
化

に
関
す
る
関
係
閣
僚
会
合
」
が
設
置
さ
れ
た
。
そ

の
第
一
回
会
合
（
本
年
八
月
）
で
は
、
国
土
交
通

省
は
本
邦
産
業
の
競
争
力
強
化
と
い
う
視
点
か
ら
、

「
国
際
物
流
」、「
企
業
活
動
」、「
都
市
競
争
力
」、

「
観
光
立
国
」
の
四
分
野
で
の
取
組
み
の
重
要
性
を

提
案
し
て
い
る
（
表
１
）。
こ
の
う
ち
、
国
内
に
お

け
る
社
会
基
盤
整
備
や
ソ
フ
ト
面
向
上
を
通
じ
た

取
組
み
に
つ
い
て
は
、「
国
際
拠
点
港
湾
の
機
能
強

化
」
な
ど
、
既
に
数
多
く
の
紹
介
が
な
さ
れ
て
い

る
。
本
節
で
は
、「
本
邦
企
業
の
海
外
に
お
け
る
競

争
力
強
化
」
と
い
う
視
点
か
ら
、
技
術
面
で
の
国

際
化
に
向
け
た
取
組
み
を
幾
つ
か
紹
介
す
る
。

1.

我
が
国
の
優
れ
た
技
術
等
の
世
界
市
場
へ

の
展
開

我
が
国
で
の
国
内
市
場
の
要
求
水
準
（
ニ
ー
ズ
）

の
高
さ
等
を
背
景
に
市
場
優
位
性
が
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
以
下
の
分
野
の
技
術
競
争
力
の
強
化
に
重

点
を
置
い
て
い
る
。

①
　
新
幹
線
、
都
市
鉄
道
等
我
が
国
の
鉄
道
シ

ス
テ
ム
の
ア
ジ
ア
等
各
国
へ
の
導
入
促
進
。

②
　
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
燃
費
技
術
・
排
出
ガ

ス
低
減
技
術
を
活
用
し
た
低
公
害
車
の
開

発
・
普
及
の
促
進
。

③
　
我
が
国
建
設
業
が
有
す
る
環
境
関
連
技
術

を
活
用
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｍ
（
ク
リ
ー
ン
開
発
メ
カ

ニ
ズ
ム
）
事
業
の
展
開
の
支
援
。

こ
う
し
た
取
組
み
は
、「
高
い
水
準
に
根
ざ
し
た

要
素
技
術
を
駆
使
す
る
も
の
」、「
各
要
素
技
術
を

高
度
な
最
適
化
の
下
で
全
体
シ
ス
テ
ム
と
し
て
の

完
成
が
必
要
な
も
の
」、「
Ｏ
＆
Ｍ
（
オ
ペ
レ
ー
シ

ョ
ン
・
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
）
と
組
み
合
わ
せ
、
競
争

力
の
高
い
パ
ッ
ケ
ー
ジ
と
し
て
提
供
す
る
も
の
」

等
で
あ
り
、
後
述
す
る
「
東
ア
ジ
ア
の
国
際
的
課

題
」
で
あ
る
「
都
市
問
題
」、「
環
境
問
題
」
の
解

決
に
資
す
る
技
術
と
し
て
も
有
望
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
る
。

2.

ア
ジ
ア
市
場
に
お
け
る
運
輸
・
観
光
産
業

や
建
設
業
等
の
事
業
展
開
の
支
援

こ
の
分
野
で
は
、
関
係
省
庁
と
の
連
携
の
下
、

ア
ジ
ア
諸
国
等
と
の
Ｆ
Ｔ
Ａ
（
自
由
貿
易
協

定
）
／
Ｅ
Ｐ
Ａ
（
経
済
連
携
協
定
）
の
締
結
推
進

等
を
通
じ
、
運
輸
・
観
光
産
業
や
建
設
業
等
の
自

由
化
及
び
政
府
調
達
市
場
開
放
の
推
進
に
取
り
組

ん
で
い
る
。
例
え
ば
、
建
設
分
野
に
お
け
る
相
手

国
の
内
外
差
別
的
な
建
設
業
規
制
の
見
直
し
や
政

府
調
達
市
場
の
開
放
の
要
求
、
そ
れ
に
資
す
る
官

民
合
同
会
議
の
開
催
へ
の
合
意
等
で
あ
る
。

■
国
際
的
課
題
へ
の
対
応

国
土
交
通
省
で
は
、「
国
土
交
通
技
術
会
議
」
を

設
置
（
本
年
三
月
）
し
、
政
府
が
策
定
中
の
「
第

三
期
科
学
技
術
基
本
計
画
（
二
〇
〇
六
〜
一
〇
年

度
）」
に
向
け
て
の
提
言
や
国
土
交
通
分
野
に
お
け

る
重
要
技
術
施
策
の
検
討
を
行
う
こ
と
と
し
て
い

る
。
同
会
議
で
は
、
今
後
、
取
り
組
む
べ
き
重
点

領
域
三
分
野
と
し
て
「
防
災
・
安
全
」、「
基
盤
再

生
・
革
新
」、「
環
境
」
を
掲
げ
、
そ
れ
ら
の
技
術

施
策
の
展
開
や
国
際
化
戦
略
と
い
う
観
点
か
ら
、

「
課
題
解
決
型
の
取
組
み
に
よ
り
、
ア
ジ
ア
を
は
じ

め
と
す
る
世
界
の
人
々
へ
の
還
元
」
を
提
言
し
て

い
る
（
図
１
）。

国
際
的
な
課
題
解
決
へ
の
取
組
み
・
海
外
へ
の

還
元
が
考
え
ら
れ
る
分
野
と
し
て
、
経
済
成
長
や

都
市
化
の
進
展
に
伴
う
環
境
問
題
等
の
弊
害
の
顕

在
化
が
あ
る
。
ア
ジ
ア
地
域
の
抱
え
る
課
題
が
成

長
の
制
約
要
因
と
な
り
、
市
場
・
生
産
拠
点
と
し

て
の
東
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
の
潜
在
力
が
十
分
に

発
揮
で
き
な
く
な
る
こ
と
は
、
相
互
依
存
関
係
を

深
め
つ
つ
あ
る
我
が
国
に
も
重
要
な
影
響
を
及
ぼ

す
こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
環
境
問
題
な
ど
、
地
理

的
近
接
性
か
ら
直
接
的
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
課

題
も
あ
る
。
以
下
に
東
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
に
お

い
て
発
生
し
て
い
る
代
表
的
な
課
題
を
あ
げ
て
み

cl
o

se
 u

p
 t

ec
h

n
o

lo
g

y

我が国社会基盤技術の
国際展開のための取組み

国土交通省総合政策局国際業務室国際協力官　　川田　貢

表1 国土交通省の国際競争力強化に向けた主な取組み
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る
。1.

環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
の
深
刻
化

東
ア
ジ
ア
諸
国
・
地
域
の
経
済
成
長
と
と
も
に
、

地
球
温
暖
化
や
大
気
汚
染
等
の
環
境
問
題
が
発
生

し
て
い
る
。
地
球
温
暖
化
の
原
因
と
な
る
二
酸
化

炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
は
本
地
域
に
お
い
て
急
増
、

特
に
中
国
に
お
け
る
排
出
量
が
、
群
を
抜
い
て
増

大
し
て
い
る
。

2.

東
ア
ジ
ア
全
域
に
お
け
る
シ
ー
ム
レ
ス
な

交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築

東
ア
ジ
ア
の
経
済
活
動
の
拡
大
、
人
口
増
大
に

対
処
す
る
た
め
に
は
、
同
域
内
に
お
け
る
効
率
的

な
交
通
輸
送
の
実
現
が
、
地
域
発
展
の
み
な
ら
ず
、

相
互
依
存
の
関
係
を
深
め
る
日
本
経
済
や
、
本
邦

企
業
の
展
開
・
活
動
に
と
っ
て
も
重
要
で
あ
る
。

流
通
活
動
を
例
に
と
る
と
、
同
地
域
に
展
開
し
て

い
る
本
邦
企
業
に
と
っ
て
も
各
種
の
ボ
ト
ル
ネ
ッ

ク
が
存
在
す
る
。
代
表
的
な
も
の
に
は
、
他
地
域

よ
り
も
物
流
関
係
費
用
の
占
め
る
割
合
が
高
い
傾

向
が
見
ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
（
図
２
）。

人
流
・
物
流
の
相
互
交
流
の
更
な
る
拡
大
の
過

程
で
は
、
こ
う
し
た
問
題
を
解
消
す
る
た
め
、
東

ア
ジ
ア
に
お
け
る
効
率
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

構
築
に
資
す
る
技
術
施
策
の
展
開
が
重
要
と
な
る
。

具
体
的
に
は
、
国
際
的
な
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を

形
成
す
る
港
湾
や
空
港
、
基
幹
的
な
道
路
や
鉄
道

の
整
備
に
向
け
た
協
力
を
進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

加
え
て
、
国
際
物
流
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
向
け

た
ソ
フ
ト
面
で
の
連
携
・
協
力
や
、
自
動
車
、
Ｉ

Ｃ
カ
ー
ド
な
ど
交
通
に
関
わ
る
技
術
仕
様
の
統
一

等
の
協
調
を
推
進
す
る
こ
と
も
求
め
ら
れ
る
。

3.

都
市
問
題
の
解
決

東
ア
ジ
ア
で
は
、
交
通
渋
滞
に
代
表
さ
れ
る
都

市
問
題
の
解
決
が
都
市
活
力
の
維
持
に
は
、
重
要

な
課
題
で
あ
る
。
東
ア
ジ
ア
地
域
の
都
市
人
口
は
、

急
増
し
て
お
り
、
二
〇
三
〇
年
に
は
世
界
都
市
人

口
の
三
割
を
占
め
る
（
図
３
）。
急
速
な
都
市
化
へ

の
対
応
及
び
バ
ラ
ン
ス
の
あ
る
都
市
発
展
を
維
持

す
る
に
は
、
都
市
部
産
業
構
造
の
サ
ー
ビ
ス
化
を

支
え
る
効
率
的
な
物
流
・
人
流
活
動
の
展
開
の
必

要
が
あ
り
、
都
市
鉄
道
や
道
路
等
の
都
市
交
通
網

形
成
が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
る
。
東
ア
ジ
ア

で
は
、
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
、
最
大
六
億
六
千
万

人
分
の
追
加
的
な
都
市
居
住
者
の
生
活
を
支
え
る

都
市
イ
ン
フ
ラ
整
備
の
必
要
性
が
見
込
ま
れ
て
い

る
3)
。
例
え
ば
全
世
界
の
都
市
鉄
道
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

計
画
延
長
二
、
六
〇
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
の
う
ち
、
ア
ジ

ア
で
は
一
、
八
七
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
が
占
め
て
い
る
5)
。

clo
se u

p
 tech

n
o

lo
g

y

こ
う
し
た
国
際
的
な
課
題
認
識
の
下
、
前
述
し

た
「
高
い
水
準
の
要
素
技
術
」、「
高
度
な
全
体
シ

ス
テ
ム
と
し
て
最
適
化
」、「
Ｏ
＆
Ｍ
等
を
組
み
込

ん
だ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
」
と
い
う
観
点
か
ら
、
国
際
化

戦
略
に
取
り
組
ん
で
い
る
都
市
鉄
道
技
術
の
ア
ジ

ア
地
域
へ
の
展
開
と
本
邦
建
設
業
の
環
境
関
連
技

術
を
活
用
し
た
Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
の
具
体
化
へ
の
動
き

を
事
例
と
し
て
紹
介
す
る
。

■
海
外
輸
出
用
の
都
市
鉄
道
シ
ス
テ
ム
基
準
の

策
定

我
が
国
の
鉄
道
イ
ン
フ
ラ
・
シ
ス
テ
ム
の
信
頼

性
・
定
時
性
の
高
さ
、
安
全
性
や
低
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
コ
ス
ト
等
の
効
率
の
良
さ
は
、
海
外
で
も
評
価

さ
れ
て
い
る
（
図
４
）。

都
市
鉄
道
は
、
総
合
的
都
市
計
画
と
の
整
合
性

や
公
共
・
公
益
性
が
重
視
さ
れ
る
社
会
基
盤
で
あ

る
一
方
、
特
に
発
展
途
上
国
で
は
、
運
賃
水
準
に

政
策
的
な
制
約
等
が
あ
る
こ
と
も
多
い
。
そ
の
た

め
、
初
期
投
資
額
が
大
き
い
反
面
、
収
益
率
は
必

　 

 

　　　 　 
　 　 
　 　 

　　 
　　 　 

　 　  

　　 

図1 国土交通技術の重点領域と課題解決型のアプローチ

図2 物流関係費用の割合比較

図3 アジアの都市人口
規模の見通し

　  
      

図 4 東アジア諸国・地域の鉄道イ
ンフラの水準・質ランキング
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ず
し
も
高
く
な
い
な
ど
、
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
側
に
は
多
様
な
リ
ス
ク
が
存
在
す
る
。
こ
う

し
た
リ
ス
ク
の
あ
る
海
外
市
場
に
お
け
る
本
邦
企

業
の
競
争
力
を
下
物
（
イ
ン
フ
ラ
）
整
備
か
ら
上

物
（
電
気
・
機
械
）、
車
両
・
運
行
ま
で
ト
ー
タ
ル

に
み
た
場
合
、
以
下
の
よ
う
な
優
位
点
及
び
課
題

が
あ
る
（
図
５
）。

個
々
の
要
素
技
術
と
し
て
は
、
世
界
的
に
み
て

も
優
秀
な
我
が
国
の
都
市
鉄
道
は
、
近
年
、
Ｏ
Ｄ

Ａ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
（
円
借
款
）
と
し
て
進
め
ら
れ

て
き
た
地
下
鉄
事
業
の
車
両
等
上
物
シ
ス
テ
ム
の

入
札
で
海
外
勢
に
敗
退
す
る
事
例
も
出
て
き
て
い

る
。
企
業
グ
ル
ー
プ
が
都
市
鉄
道
シ
ス
テ
ム
の
主

要
部
分
全
て
を
生
産
・
供
給
す
る
欧
米
の
よ
う
な

ト
ー
タ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ
ダ
ー
と
比
較

す
る
と
見
劣
り
す
る
面
が
否
め
い
こ
と
が
、
海
外

で
苦
戦
の
原
因
の
一
つ
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
て
い
る
6)
。

こ
の
た
め
、
成
功
を
収
め
て
き
た
本
邦
鉄
道
技

術
及
び
ノ
ウ
ハ
ウ
を
と
り
ま
と
め
、
基
本
設
計
や

部
品
の
共
通
化
や
標
準
化
を
一
層
進
め
る
た
め
、

二
〇
〇
四
年
度
に
は
、
国
土
交
通
省
の
支
援
に
よ

り
関
連
メ
ー
カ
ー
及
び
（
独
）鉄
道
建
設
・
運
輸
施

設
整
備
機
構
、
（
社
）
海
外
鉄
道
技
術
協
力
協
会

（
Ｊ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ｓ
）
の
共
同
作
業
に
よ
り
、
海
外
向
け

の
都
市
鉄
道
シ
ス
テ
ム
規
格
と
し
て
「STRASYA

（STandard
urban

R
ailw

ay
S
Y
stem

for
A
sia

）」
を
策
定
し
た
。
現
在
、
同
規
格
を
も
と
に

ア
ジ
ア
諸
国
を
中
心
に
鉄
道
シ
ス
テ
ム
の
輸
出
の

強
化
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
本
邦
建
設
業
の
環
境
関
連
技
術
を
活
用
し
た

Ｃ
Ｄ
Ｍ
事
業
の
展
開

本
年
二
月
に
発
効
し
た
京
都
議
定
書
で
は
、
我

が
国
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削
減
義
務
と
し
て
、

一
九
九
〇
年
排
出
量
に
対
し
て
、
六
％
削
減
が
課

せ
ら
れ
て
い
る
。
Ｃ
Ｄ
Ｍ
（C

lean
D
evelop-

m
ent

M
echanism

：

ク
リ
ー
ン

開
発
メ
カ
ニ
ズ
ム
）
は
、
先
進
国
と

途
上
国
の
共
同
事
業
に
よ
る
ガ
ス
排

出
削
減
分
を
投
資
国
（
先
進
国
）
側

の
削
減
目
標
達
成
に
利
用
で
き
る
制

度
で
あ
る
。

自
国
内
で
の
追
加
的
排
出
削
減
コ

ス
ト
が
高
い
先
進
国
に
と
っ
て
は
、

削
減
費
用
の
低
い
国
か
ら
削
減
量
の

移
転
（
獲
得
）
を
行
う
こ
と
で
、
費

用
対
効
果
的
に
効
率
的
な
議
定
書
目

標
達
成
が
可
能
と
な
る
。
さ
ら
に
、

先
進
国
の
環
境
技
術
や
資
金
の
途
上

国
側
へ
移
転
に
よ
り
、
当
該
国
の
温

暖
化
対
策
や
持
続
可
能
な
開
発
へ
の

貢
献
が
期
待
さ
れ
る
。

現
在
の
Ｃ
Ｄ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

分
野
別
に
分
類
す
る
と
、
電
力
セ
ク

タ
ー
以
外
に
、
下
水
汚
泥
等
の
有
機

廃
棄
物
を
利
用
す
る
バ
イ
オ
マ
ス
技

術
、
代
替
燃
料
精
製
、
埋
立
地
ガ
ス

回
収
技
術
、
フ
ロ
ン
分
解
技
術
を
活

用
し
た
事
業
が
世
界
的
に
進
め
ら
れ
て
お
り
、
市

場
と
し
て
も
有
望
と
考
え
ら
れ
る
（
図
６
）。

こ
れ
ら
の
分
野
の
技
術
は
、
我
が
国
建
設
業
や

プ
ラ
ン
ト
メ
ー
カ
が
競
争
力
優
位
を
有
し
て
お
り
、

海
外
展
開
の
支
援
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
ま
た
、
Ｃ
Ｄ
Ｍ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
円
滑
に

実
施
の
た
め
に
は
、
途
上
国
側
の
関
連
組
織
・
手

続
き
の
整
備
、
知
見
の
普
及
等
が
必
要
で
あ
る
。

そ
の
た
め
、
先
方
政
府
・
産
業
界
の
キ
ャ
パ
シ
テ

ィ
・
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
を
図
り
な
が
ら
の
協
力
関
係

構
築
が
重
要
と
な
る
。
国
土
交
通
省
で
は
、
代
替

燃
料
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
調
査
等
を
通
じ
て
、
途
上

国
政
府
機
関
・
関
係
者
と
の
間
の
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
に
よ
る
啓
蒙
活
動
を
実
施
中
で
あ
る
。

■
お
わ
り
に

本
稿
で
例
示
し
た
「
都
市
（
交
通
）」、「
環
境
」

技
術
以
外
に
も
、「
水
の
時
代
」
と
言
わ
れ
る
二
一

世
紀
に
お
け
る
水
質
保
全
技
術
・
汚
水
処
理
技
術
、

東
ア
ジ
ア
に
お
い
て
急
増
す
る
社
会
資
本
ス
ト
ッ

ク
の
適
切
な
維
持
管
理
技
術
、
減
災
・
防
災
技
術

な
ど
、
ア
ジ
ア
を
は
じ
め
と
す
る
全
世
界
に
還
元

可
能
な
本
邦
の
優
れ
た
社
会
基
盤
技
術
は
他
に
も

あ
る
。
い
ず
れ
の
技
術
も
「
様
々
な
要
素
技
術
を

組
み
合
わ
せ
・
統
合
し
て
の
高
度
化
」、「
フ
ィ
ー

ル
ド
で
の
改
良
の
蓄
積
」
が
必
要
な
「
社
会
的
技

術
2)
」
で
あ
り
、「
ト
ー
タ
ル
・
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
」

が
で
き
る
「
ト
ー
タ
ル
・
サ
ー
ビ
ス
・
プ
ロ
バ
イ

ダ
ー
」
の
必
要
性
が
増
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

参
考
文
献
・
資
料

1)

国
土
交
通
省：

産
業
の
国
際
競
争
力
強
化
に

向
け
た
国
土
交
通
省
の
主
な
取
り
組
み
（
二
〇

〇
五
年
八
月
）

2)

国
土
交
通
技
術
会
議：

第
三
期
科
学
技
術
基

本
計
画
に
向
け
て
―
く
ら
し
を
支
え
る
科
学
技

術
政
策
―
（
二
〇
〇
五
年
四
月
）

3)

国
際
協
力
銀
行：

東
ア
ジ
ア
に
お
け
る
都
市

化
と
イ
ン
フ
ラ
整
備
（
二
〇
〇
四
年
八
月
）

4)

A
D
B

・J
B
IC

・W
B
：
C
o
n
n
e
c
tin
g

E
a
s
t
A
s
ia
：
A
N
e
w
F
ra
m
e
w
o
rk
fo
r

In
fra
s
tru
c
tu
re

（
二
〇
〇
五
年
六
月
）

5)

経
済
産
業
省：

ア
ジ
アP

P
P

研
究
会
報
告
書

（
二
〇
〇
五
年
四
月
）

6)

J
A
R
T
S

（(

社)

海
外
鉄
道
技
術
協
力
協

会
）：

日
本
の
都
市
鉄
道
シ
ス
テ
ム

（S
T
R
A
S
Y
A

）（
二
〇
〇
四
年
五
月
）

7)

経
済
産
業
省：

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
産
業
の
ア

ジ
ア
展
開
に
関
す
る
研
究
会
資
料
（
二
〇
〇
五

年
二
月
）

8)

国
土
交
通
省：

わ
が
国
建
設
業
の
海
外
市
場

戦
略
検
討
委
員
会
報
告
書
（
二
〇
〇
四
年
三
月
）

　  

 

図5 日本の都市鉄道の要素技術の優位点とトータル・システム構築時の課題

図6 CDM理事会に提出されたプロジェクト
種類別排出削減量見通し
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は
じ
め
に

今
年
は
戦
後
六
〇
年
の
節
目
と
し
て
様
々
な

取
り
組
み
が
さ
れ
て
い
る
。

一
方
、
一
九
五
四
年
一
〇
月
六
日
、
日
本
は

コ
ロ
ン
ボ
計
画
1)
へ
の
加
盟
を
閣
議
決
定
し
、

開
発
途
上
国
に
対
す
る
政
府
開
発
援
助
（
Ｏ
Ｄ

Ａ：
O
fficialD

evelopm
ent
A
ssistance

）
を

開
始
し
、
昨
年
、
一
〇
月
六
日
の
「
国
際
協
力

の
日
」
を
中
心
と
し
て
「
国
際
協
力
五
〇
周
年

記
念
事
業
」
が
、
政
府
機
関
な
ど
に
よ
り
実
施

さ
れ
た
（
表
１
参
照
）。

本
稿
で
は
、
Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
環
と
し
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
（Japan

International
C
ooperation

A
gency

、（
独
）国
際
協
力
機
構
）
が
実
施
し
て

い
る
技
術
協
力
の
概
要
、
事
例
紹
介
を
行
う
と

共
に
、
港
湾
関
係
の
事
例
を
中
心
に
最
近
の
動

向
に
つ
い
て
述
べ
ま
す
。

1.

Ｏ
Ｄ
Ａ
と
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
事
業
の
概
要

Ｏ
Ｄ
Ａ
は
二
国
間
援
助
と
多
国
間
援
助
に
大

別
で
き
、
二
国
間
援
助
に
は
無
償
資
金
協
力
、

技
術
協
力
（
開
発
調
査
、
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
な
ど
）、
有
償
資
金
協
力
（
円
借
款
）
な
ど

が
あ
る
（
図
１
参
照
）。

ま
た
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
国
際
協
力
事
業
団

（
一
九
七
四
年
八
月
に
設
立
）
の
業
務
を
引
き
継

ぎ
、
政
府
ベ
ー
ス
の
技
術
協
力
等
を
実
施
す
る

機
関
と
し
て
、
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
に
設
立
さ

れ
た
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
、
技
術
協
力
（
研
修
員
受

入
、
専
門
家
派
遣
、
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
2)
、

開
発
調
査
3)
、
援
助
効
率
促
進
等
）、
無
償
資
金

協
力
の
実
施
促
進
、
国
際
緊
急
援
助
隊
業
務
、

青
年
海
外
協
力
隊
派
遣
等
の
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
二
〇
〇
五
年
度
予
算
は
一
六
〇

一
億
円
で
、
地
域
別
の
実
績
状
況
と
し
て
は
、

ア
ジ
ア
が
四
六
・
一
％
を
占
め
て
い
る
（
図
２
参

照
）。開

発
途
上
国
の
抱
え
る
課
題
は
多
岐
に
わ
た

る
た
め
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
は
、
分
野
別
の
技
術
協

力
を
実
施
す
る
五
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
社

会
開
発
部
、
人
間
開
発
部
、
地
球
環
境
部
、
農

村
開
発
部
、
経
済
開
発
部
）。

ま
た
、
各
地
域
に
対
応
し
た
地
域
計
画
部
門

を
担
当
す
る
五
部
が
設
置
さ
れ
て
い
る
（
ア
ジ

ア
第
一
部
、
ア
ジ
ア
第
二
部
、
中
南
米
部
、
ア

フ
リ
カ
部
、
中
東
・
欧
州
部
）。

2.

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
の
動
向

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
実
施
上
の
特
徴
や
動

向
と
思
わ
れ
る
も
の
を
紹
介
す
る
。

2.1

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
デ
ザ
イ
ン
・
マ
ト
リ

ッ
ク
ス
（
Ｐ
Ｄ
Ｍ
）

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
援
助
を
実
施
す
る
た

め
に
は
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
適
切
な
設
計
、
評

価
、
フ
ィ
ー
ド
バ
ッ
ク
が
重
要
で
あ
り
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
で
は
、
ロ
ジ
カ
ル
・
フ
レ
ー
ム
ワ
ー
ク
の

一
形
式
で
あ
る
Ｐ
Ｄ
Ｍ
を
用
い
て
、
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
の
計
画
、
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
、
評
価
を
行
っ

て
い
る
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
評
価
の
価
値
判
断
基

準
と
し
て
は
、
評
価
五
項
目
（
妥
当
性
、
有
効

性
、
効
率
性
、
イ
ン
パ
ク
ト
、
自
立
発
展
性
）

が
採
用
さ
れ
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
各
段
階
に
お

い
て
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
（
相
手
国
実
施
機

関
）
と
共
同
で
Ｐ
Ｄ
Ｍ
を
用
い
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
マ
ネ
ッ
ジ
メ
ン
ト
を
行
っ
て
い
る
（
図
３
）。

2.2

環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
は
一
九
九
〇
年
か
ら
「
環
境
配
慮

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を
導
入
し
、
開
発
調
査
の
事

前
調
査
で
の
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
コ
ー
ピ
ン

グ
等
を
実
施
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
設
置
さ
れ

た
「
環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
改
定
委
員

会
」
の
提
言
を
受
け
、
二
〇
〇
四
年
四
月
か
ら

環
境
社
会
配
慮
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
（
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
）
が
施
行
さ
れ
た
。
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
は
、

基
本
方
針
（
幅
広
い
対
象
範
囲
、
戦
略
的
環
境

ア
セ
ス
メ
ン
ト
の
導
入
、
ス
テ
ー
ク
ホ
ー
ル
ダ

ー
の
参
加
、
説
明
責
任
や
情
報
公
開
な
ど
）
を

規
定
す
る
と
共
に
、
環
境
社
会
配
慮
の
プ
ロ
セ

ス
や
手
続
き
を
定
め
て
い
る
。
開
発
調
査
、
技

術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
等
の
実
施
の
段
階
ご
と

に
必
要
な
調
査
や
手
続
き
（
カ
テ
ゴ
リ
ー
分
類
、

ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
、
ス
コ
ー
ピ
ン
グ
、
ス
テ
ー

ク
ホ
ー
ル
ダ
ー
協
議
、
環
境
社
会
配
慮
審
査
会

な
ど
）
が
行
わ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

2.3

Ｐ
Ｐ
Ｐ(P

u
b
lic
-P
riv
a
te

P
artnership)

開
発
途
上
国
に
お
け
る
イ
ン
フ
ラ
整
備
等
に

沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
20
世
紀
を
振
り
返
っ
て

国
際
協
力
の
視
点
か
ら

（
独
）国
際
協
力
機
構
社
会
開
発
部
技
術
審
議
役
　
宮
地
　
豊

■
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力

―
技
術
協
力
の
動
向
と
港
湾
分
野
の
事
例
紹
介
を
中
心
に
―

表1 日本のODA50年の歩み（出典：ODA白書）
（年） （月）
1954 10 コロンボ・プランへの加盟・技術協力の開始

11 賠償の開始（ビルマ：現ミャンマー）
1956 12 国際連合への加盟
1958 2 最初の円借款（インド）
1960 9 国際開発協会（第 2世銀 IDA）発足、加盟（12月）
1961 3 海外経済協力基金（OECF）設立

10 開発援助委員会（DAC）設立（日本は原加盟国）
1962 6 海外技術協力事業団（OTCA）設立
1964 3 第 1回国連貿易開発会議（UNCTAD）開催

4 OECDへ加盟
1965 4 青年海外協力隊（JOCV）創設
1966 8 アジア開発銀行（ADB）発足
1969 無償資金協力の開始
1972 10 国際交流基金設立
1974 8 国際協力事業団（JICA）設立（OTCAと海外移住事業団が統合）
1976 7 賠償支払い完了
1989 12 ODA実績世界一（以後 1990年を除き 2000年まで世界一）
1992 6 国連環境開発会議（UNCED）開催
1993 10 第 1回アフリカ開発会議（TICAD）開催
1994 6 外務省「民間援助支援室」設置
1995 8 中国核実験に対し対中無償資金協力原則停止（1997年 3月再開）

9 第 4回世界女性会議開催（途上国の女性支援（WID）イニシアティブ発表）
1996 5 OECD-DAC上級会合で「新開発戦略」採択
1997 6 国連環境開発特別総会開催（21世紀に向けた環境開発支援構想（ISD）発表）

12 気候変動枠組条約第３回締約国会議（COP3）開催（京都イニシアティブ発表）
1998 1 ODA改革懇談会「最終報告」発表

2 「東南アジア経済安定化のための緊急対策」発表
1999 10 国際協力銀行（JBIC）設立（日本輸出入銀行と OECFが統合）
2000 9 国連ミレニアム・サミット開催
2003 8 政府開発援助大綱（ODA大綱）改定

10 JICA独立行政法人化

図1 ODAの形態（出典： JICAパンフレット）

図2 JICA事業の地域配分
（出典： JICA パンフレット）

(2004年度地域別経費構成比)
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お
い
て
も
、
民
活
、
Ｂ
Ｏ
Ｔ
、
民
営
化
な
ど
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
進
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
あ
る

が
、
近
年
、
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（Public-Private

Partner-
ship

）
の
導
入
が
研
究
さ
れ
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
で
も
導

入
さ
れ
て
い
る
。

Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
名
称
自
体
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
い

て
一
九
九
二
年
の
Ｐ
Ｆ
Ｉ
導
入
後
、
一
九
九
七

年
ブ
レ
ア
政
権
に
よ
っ
て
Ｐ
Ｐ
Ｐ
と
し
て
再
定

義
さ
れ
た
も
の
と
さ
れ
て
い
る
が
、
現
在
検
討

さ
れ
て
い
る
も
の
は
、
官
民
が
協
力
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
る
様
々
な
ケ
ー
ス
（
コ
ン
セ
ッ
シ

ョ
ン
、
Ｂ
Ｏ
Ｔ
、
維
持
管
理
委
託
な
ど
）
を
対

象
と
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
官
と
民
の
関
与
の

大
小
や
そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
の
分
類
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
公
共
的
事
業
や
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
い
う

目
的
に
沿
っ
て
、
官
・
民
がW

in-W
in

の
関
係

と
な
る
よ
う
な
役
割
分
担
、
リ
ス
ク
分
担
、
事

業
化
ス
キ
ー
ム
な
ど
の
検
討
を
含
む
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
が
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の
対
象
と
な
り
得
る
。
Ｊ
Ｉ
Ｃ

Ａ
が
実
施
す
る
開
発
調
査
な
ど
で
も
Ｐ
Ｐ
Ｐ
の

導
入
を
検
討
す
る
も
の
が
増
え
て
い
る
。

3.

港
湾
関
係
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
紹
介

3.1

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
事
例
と
し
て
、

「
ト
ル
コ
港
湾
水
理
セ
ン
タ
ー
」、「
ベ
ト
ナ
ム
港

湾
管
理
制
度
改
革
」
の
二
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
紹

介
す
る
。

①
　
「
ト
ル
コ
港
湾
水
理
セ
ン
タ
ー
」

三
方
を
海
に
囲
ま
れ
た
ト
ル
コ
で
は
港
湾
の

整
備
・
開
発
が
重
要
で
あ
り
、
科
学
的
な
実
験

デ
ー
タ
に
基
づ
く
港
湾
施
設
の
設
計
技
術
の
向

上
が
必
要
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
ト
ル

コ
政
府
は
、
港
湾
水
理
研
究
セ
ン
タ
ー
の
設
立

を
計
画
し
、
我
が
国
に
対
し
技
術
協
力
を
要
請

し
た
。

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
標
は
、「
ト
ル
コ
に
港

湾
水
理
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設
立
し
、
我
が
国
か

ら
の
技
術
移
転
に
よ
り
、
水
理
模
型
実
験
、
数

値
解
析
、
フ
ィ
ー
ル
ド
調
査
等
の
手
法
を
用
い

た
港
湾
構
造
物
の
設
計
技
術
の
向
上
を
図
る
」

こ
と
で
、
一
九
九
五
年
一
月
〜
一
九
九
九
年
一

二
月
の
間
に
運
輸
省
港
湾
技
術
研
究
所
（
当
時
）

な
ど
か
ら
長
期
専
門
家
及
び
チ
ー
フ
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
六
名
、
短
期
専
門
家
三
六
名
の
派
遣
、
研

修
員
九
名
の
受
け
入
れ
、
約
四
億
円
の
機
材
供

与
が
実
施
さ
れ
た
。
そ
の
間
、
ト
ル
コ
側
の
負

担
に
よ
る
研
究
セ
ン
タ
ー
建
物
や
実
験
水
槽
の

建
設
、
日
本
側
の
供
与
に
よ
る
多
方
向
不
規
則

波
造
波
装
置
や
数
値
計
算
シ
ス
テ
ム
の
整
備
が

行
わ
れ
る
と
共
に
、
技
術
移
転
が
な
さ
れ
た
。

②
　
「
ベ
ト
ナ
ム
港
湾
管
理
制
度
改
革
」

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
港
湾
取
扱
貨
物
の
増
加
に

対
応
し
て
、
北
部
の
ハ
イ
フ
ォ
ン
港
、
カ
イ
ラ

ン
港
、
中
部
の
ダ
ナ
ン
港
で
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
開
発
調

査
の
成
果
を
踏
ま
え
た
、
円
借
款
4)
に
よ
る
整

備
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
南
部
の
カ
イ

メ
ッ
プ
港
、
チ
ー
バ
イ
港
に
対
し
て
は
、
Ｊ
Ｉ

Ｃ
Ａ
開
発
調
査
（
南
部
港
湾
開
発
調
査
）
の
後
、

現
在
、
円
借
款
の
実
施
へ
向
け
て
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ

に
よ
り
連
携
実
施
設
計
調
査
が
行
わ
れ
て
い
る
。

一
方
、
ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
港
湾
整
備
が
進
む

中
で
、
港
湾
の
管
理
制
度
や
、
国
際
コ
ン
テ
ナ

タ
ー
ミ
ナ
ル
な
ど
の
港
湾
運
営
に
民
間
セ
ク
タ

ー
が
参
入
す
る
た
め
の
制
度
が
確
立
さ
れ
て
い

な
い
。
そ
の
た
め
、
ベ
ト
ナ
ム
の
港
湾
行
政
、

港
湾
管
理
体
制
の
改
善
へ
向
け
て
技
術
移
転
を

行
う
技
術
協
力
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
が
二
〇
〇
五
年

二
月
開
始
さ
れ
た
。
本
案
件
は
、
法
人
契
約
化

の
ス
キ
ー
ム
が
適
用
さ
れ
、
法
人
を
対
象
と
し

て
公
示
が
行
わ
れ
、
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ

っ
て
選
定
・
契
約
が
行
わ
れ
、
現
在
実
施
中
で

あ
る
。

3.2

開
発
調
査

開
発
調
査
の
分
野
別
、
地
域
別
の
実
施
状
況

を
図
３
、
表
３
に
示
す
。
ま
た
、
港
湾
分
野
で

現
在
実
施
中
の
開
発
調
査
例
を
以
下
に
紹
介
す

る
。①

　
ア
ン
ゴ
ラ
国
港
湾
緊
急
復
興
計
画
調
査

（
短
期
・
緊
急
港
湾
復
興
計
画
、
港
湾
管

理
運
営
改
善
計
画
、
リ
ハ
ビ
リ
事
業
実
施

と
関
連
す
る
技
術
移
転
）

②
　
ブ
ラ
ジ
ル
国
ペ
セ
ン
工
業
港
湾
開
発
計

画
調
査
（
港
湾
及
び
周
辺
地
域
開
発
基
本

戦
略
、
港
湾
開
発
計
画
（
Ｍ
／
Ｐ
、
Ｆ
／

Ｓ
）、
管
理
運
営
計
画
と
関
連
す
る
技
術

移
転
）

③
　
ベ
ト
ナ
ム
国
カ
イ
メ
ッ
プ
・
チ
ー
バ
イ

国
際
港
湾
タ
ー
ミ
ナ
ル
建
設
計
画
連
携
実

施
設
計
調
査
（
コ
ン
テ
ナ
タ
ー
ミ
ナ
ル

（
水
深
一
四
メ
ー
ト
ル
、
二
バ
ー
ス
）、
多

目
的
タ
ー
ミ
ナ
ル
（
水
深
一
四
メ
ー
ト
ル
、

二
バ
ー
ス
）、
航
路
、
建
築
物
、
荷
役
機

械
等
の
詳
細
設
計
（
円
借
款
連
携
）
と
技

術
移
転
）

④
　
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
国
タ
ン
ジ
ュ
ン
プ
リ
オ

ク
港
緊
急
リ
ハ
ビ
リ
事
業
連
携
実
施
設
計

調
査
（
防
波
堤
整
備
（
撤
去
、
移
設
含
む
）、

航
路
整
備
（
拡
幅
）、
港
湾
内
道
路
改
良

の
詳
細
設
計
（
円
借
款
連
携
）
と
技
術
移

転
）

こ
れ
ら
の
開
発
調
査
で
は
、
設
計
条
件
、
技

術
基
準
の
検
討
に
お
い
て
、
日
本
や
国
際
的
な

基
準
等
の
比
較
が
行
わ
れ
る
。
ま
た
、
航
路
埋

没
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
漂
砂
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ

ョ
ン
、
操
船
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
、
軟
弱
地
盤

で
の
大
型
岸
壁
設
計
な
ど
で
日
本
の
港
湾
技
術

が
活
用
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
技
術
協
力
の
概
要

や
最
近
の
動
向
を
紹
介
し
た
。
本
稿
で
紹
介
し

た
以
外
に
も
、
イ
ン
ド
洋
津
波
な
ど
自
然
災
害

へ
の
対
応
、
環
境
問
題
、
港
湾
保
安
へ
の
対
応

な
ど
、
日
本
の
経
験
や
技
術
の
活
用
が
求
め
ら

れ
て
い
る
分
野
は
多
い
と
思
わ
れ
る
。

な
お
、
本
稿
は
、
公
表
さ
れ
て
い
る
外
務
省
、

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
の
印
刷
物
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
資
料

を
参
照
し
て
い
ま
す
が
、
内
容
や
意
見
等
は
筆

者
の
文
責
で
す
。

（
注
）

1)

コ
ロ
ン
ボ
計
画：

ア
ジ
ア
及
び
太
平
洋
地
域
諸
国
の

経
済
社
会
開
発
を
促
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
一
九

五
〇
年
一
月
に
発
足
し
た
地
域
協
力
機
構
。

2)

開
発
途
上
国
の
課
題
に
対
応
し
て
、
専
門
家
派
遣
、

研
修
員
受
け
入
れ
、
機
材
供
与
等
の
手
段
（
協
力
ツ
ー

ル
）
を
組
み
合
わ
せ
て
実
施
す
る
協
力
。
目
標
、
成
果
、

実
施
内
容
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
等
は
、
相
手
国
と
の
協
議

に
よ
り
作
成
し
た
計
画
に
基
づ
き
実
施
さ
れ
る
。

3)

開
発
途
上
国
の
公
共
的
な
各
種
事
業
の
開
発
計
画
の

策
定
支
援
と
計
画
策
定
手
法
等
の
技
術
移
転
を
行
う
協

力
。
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
（
Ｍ
／
Ｐ
）
調
査
、
基
礎
デ
ー

タ
ー
整
備
（
地
形
図
、
Ｇ
Ｉ
Ｓ
等
）、
フ
ィ
ー
ジ
ビ
リ
テ

ィ
ー
（
Ｆ
／
Ｓ
）
調
査
、
実
施
設
計
調
査
、
政
策
支
援

型
調
査
な
ど
が
あ
る
。

4)

Ｏ
Ｄ
Ａ
の
一
形
態
で
開
発
途
上
国
の
イ
ン
フ
ラ
整
備

等
に
対
し
て
、
長
期
、
低
利
の
条
件
で
開
発
資
金
を
貸

し
付
け
る
制
度
で
、
国
際
協
力
銀
行
（
Ｊ
Ｂ
Ｉ
Ｃ
）
が

実
施
を
担
当
し
て
い
る
。

図3 開発調査の分野別割合（出典：ODA白書）

写真1 トルコ港湾水理センター

2002年度 2003年度
件数 件数

アジア 138 119
アフリカ 38 35
中東 24 26
中南米 39 34
大洋州 4 3
東欧・中央アジア 6 7
計 249 224

表3 開発調査の地域別実施件数（出典：ODA白書)
（単位：百万円　契約ベース）

「成果」「プ
ロジェクト
目標」「上
級目標」は、
被援助国側
のニーズに
合致してい
るか

「成果」の
達 成 に よ
り、「プロ
ジェクト目
標」がどれ
だけ達成さ
れたか

「投入」が
どれだけ効
果的に「成
果」に転換
されたか

プロジェクト
を実施した結
果、どのよう
な正負の影響
が直接的・間
接的に現れた
か

協力修了後もプ
ロジェクト実施
による便益が持
続されるかどう
か。プロジェク
トはどの程度自
立しているか

表2 評価5項目とPDMの関連性（出典：事業評価報告書2003、JICA企画評価部評価管理室、2004)

妥当性 有効性 効率性 インパクト 自立発展性

上位目標

プロジェクト目標

成　果

投　入
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■
は
じ
め
に

劣
化
・
変
状
が
進
行
し
た
施
設
の
性

能
回
復
を
図
り
、
延
命
化
を
実
現
し
、

有
効
活
用
す
る
こ
と
が
、
全
世
界
レ
ベ

ル
で
求
め
ら
れ
て
い
る
。
発
展
途
上
国

に
お
い
て
は
、
植
民
地
時
代
の
旧
宗
主

国
が
建
設
し
た
施
設
や
Ｏ
Ｄ
Ａ
等
の
援

助
に
よ
り
建
設
さ
れ
た
施
設
が
、
そ
の

後
の
維
持
管
理
の
欠
如
に
よ
り
深
刻
な

状
態
に
陥
っ
て
い
る
事
態
が
散
見
さ
れ

る
。維
持
管
理
の
意
識
は
あ
る
も
の
の
、

資
金
・
人
材
の
不
足
、
古
い
施
設
の
再

生
よ
り
も
新
規
施
設
の
建
設
に
目
が
向

い
て
い
る
、
技
術
が
未
成
熟
で
あ
る
と
い

う
こ
と
が
そ
の
一
番
の
理
由
で
あ
ろ
う
。

二
〇
〇
五
年
四
月
、
港
湾
空
港
技
術

研
究
所
は
Ｌ
Ｃ
Ｍ
研
究
セ
ン
タ
ー
を
設

立
し
、
よ
り
重
点
的
に
施
設
の
維
持
管

理
お
よ
び
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
の
研
究
を
進
め
る
と
と
も
に
、
前

述
の
「
未
成
熟
の
技
術
」
に
対
し
て
も
、

種
々
の
機
会
を
捉
え
て
積
極
的
に
技
術

移
転
に
取
り
組
ん
で
い
る
。本
稿
で
は
、

現
在
実
施
中
の
三
件
の
技
術
移
転
の
事

例
を
紹
介
す
る
。

■
港
湾
の
維
持
・
管
理
技
術
の
普
及

促
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
イ
ン
ド
ネ

シ
ア

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
独
立
行
政
法

人
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
に
よ

り
二
〇
〇
四
年
度
か
ら
実
施
さ
れ
て
い

る
。
港
湾
構
造
物
の
維
持
管
理
の
基
本

的
な
技
術
を
移
転
し
、
維
持
管
理
マ
ニ

ュ
ア
ル
の
作
成
を
支
援
す
る
こ
と
が
そ

の
目
的
で
あ
る
。
短
期
専
門
家
の
派
遣

お
よ
び
カ
ウ
ン
タ
ー
パ
ー
ト
の
研
修
を

二
本
の
柱
と
し
て
い
る
。
二
〇
〇
四
年

度
は
港
空
研
か
ら
二
名
一
カ
月
お
よ
び

二
名
二
週
間
、
二
〇
〇
五
年
度
は
こ
れ

ま
で
二
名
三
週
間
そ
れ
ぞ
れ
専
門
家
を

派
遣
し
た
。
ま
た
、
研
修
生
を
港
空
研

に
招
聘
し
、
各
年
度
で
一
回
ず
つ
研
修

を
実
施
し
て
い
る
。

技
術
移
転
は
、
首
都
ジ
ャ
カ
ル
タ
だ

け
で
は
な
く
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
地
方

港
湾
に
お
け
る
技
術
者
や
港
湾
管
理
者

も
対
象
と
し
て
い
る
た

め
、
各
地
方
の
代
表
的
な

港
湾
を
巡
回
し
て
行
う
必

要
が
あ
る
。
こ
れ
ま
で
、

ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て
三
回
、

ポ
ン
テ
ィ
ア
ナ
ッ
ク
、
ト

ゥ
ル
ク
バ
ユ
ー
ル
、
べ
ラ

ワ
ン
、
マ
カ
ッ
サ
ル
に
て

そ
れ
ぞ
れ
一
回
ず
つ
セ
ミ

ナ
ー
を
開
催
（
写
真
１
）

し
た
。
そ
の
際
、
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
語
版
の
テ
キ
ス
ト

も
作
成
し
、
配
布
し
て
い

る
。
現
地
語
の
テ
キ
ス
ト

は
、
理
解
を
進
め
る
た
め

に
不
可
欠
で
あ
る
。

効
果
的
な
技
術
移
転
を
す
る
た
め
に

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
港
湾
施
設
の
現

状
や
劣
化
・
変
状
の
傾
向
、
維
持
管
理

の
取
り
組
み
な
ど
を
十
分
に
理
解
し
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。そ
の
た
め
、

こ
れ
ま
で
約
一
〇
港
に
お
い
て
主
要
港

湾
施
設
の
点
検
・
診
断
を
行
っ
て
き

た
。
そ
こ
で
は
、
現
地
技
術
者
に
対
す

る
診
断
の
実
習
（
写
真
２
）
に
加
え
て
、

我
々
も
コ
ア
サ
ン
プ
リ
ン
グ（
写
真
３
）

等
を
行
っ
て
デ
ー
タ
を
取
得
し
て
い

る
。
図
１
は
こ
れ
ら
の
コ
ア
の
試
験
か

ら
得
ら
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
拡
散
係

数
を
示
し
て
い
る
。
我
が
国
の
港
湾
で

使
用
し
て
い
る
一
般
的
な
コ
ン
ク
リ
ー

ト
と
比
べ
て
若
干
拡
散
係
数
が
大
き
い

も
の
も
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
特
徴
を
反

映
さ
せ
て
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
版
の
維
持

管
理
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の

港
湾
技
術
者
が
作
成
す
る
こ
と
が
目
標

で
あ
る
。
こ
れ
は
、
維
持
管
理
は
現
地

の
条
件
に
左
右
さ
れ
る
た
め
、
我
が
国

の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
実
効
性
が
な
い
た

め
で
あ
る
。
今
後
は
、
二
〇
〇
六
年
二

月
頃
に
テ
ィ
モ
ー
ル
お
よ
び
ス
ラ
バ
ヤ

に
お
け
る
セ
ミ
ナ
ー
と
技
術
指
導
、
お

よ
び
ジ
ャ
カ
ル
タ
に
て
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
最
終
成
果
報
告
会
を
行
う
予
定
で

あ
る
。

■
高
耐
久
性
海
洋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の

開
発
及
び
維
持
補
修
技
術
に
関
す

る
共
同
研
究
―
ア
セ
ア
ン
諸
国

フ
ィ
リ
ピ
ン
、
ミ
ャ
ン
マ
ー
、
イ
ン

ド
ネ
シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
、
ブ
ル
ネ
イ
に

お
い
て
、
既
存
の
港
湾
・
海
洋
構
造
物

の
老
朽
化
の
進
展
に
伴
う
維
持
管
理
お

沿
岸
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
20
世
紀
を
振
り
返
っ
て

社
会
基
盤
技
術
の
移
転
の
現
場
か
ら

（
独
）港
湾
空
港
技
術
研
究
所
Ｌ
Ｃ
Ｍ
研
究
セ
ン
タ
ー
長
　
横
田
　
弘

■
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
の
技
術
協
力

―
既
存
施
設
の
再
生
・
活
性
化
―

写真1 セミナー（ポンティアナック）

写真2 点検・診断の実習（ポンティアナック）

写真3 コンクリート品質調査
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よ
び
新
設
の
海
洋
構
造
物
の
耐
久
性
向

上
に
関
す
る
技
術
を
高
め
る
の
が
本
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
目
的
で
あ
る
。
具
体
的

に
は
、
現
地
産
材
料
を
用
い
た
コ
ン
ク

リ
ー
ト
の
材
料
設
計
と
し
て
、
ス
ラ
グ

等
の
混
和
材
の
活
用
お
よ
び
籾
殻
灰
の

活
用
を
研
究
し
て
い
る
。
ま
た
、
電
気

泳
動
に
よ
る
コ
ン
ク
リ
ー
ト
中
の
塩
分

拡
散
の
評
価
手
法
を
指
導
し
、
ベ
ト
ナ

ム
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
分
析
を
行
っ
て

い
る
。
点
検
・
診
断
手
法

に
つ
い
て
は
、
分
極
抵
抗
、

自
然
電
位
の
測
定
技
術
を

実
習
に
よ
り
指
導
し
て
い

る
。
ま
た
、
電
気
化
学
的

補
修
方
法
と
し
て
の
電
気

防
食
、
脱
塩
、
電
着
工
法

に
つ
い
て
、
そ
の
原
理
や

適
用
事
例
に
つ
い
て
指
導

し
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
診

断
手
法
や
補
修
方
法
等
に

基
づ
い
て
計
画
す
る
ラ
イ

フ
サ
イ
ク
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ

い
て
、
我
が
国
の
技
術
を

紹
介
し
て
い
る
。

こ
れ
ま
で
に
、
二
〇
〇

四
年
二
月
（
ハ
ノ
イ
）
お

よ
び
二
〇
〇
五
年
三
月（
ジ
ャ
カ
ル
タ
）

で
の
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
お
よ
び
セ
ミ
ナ
ー

を
開
催
し
た
。
ま
た
、
カ
ウ
ン
タ
ー
パ

ー
ト
研
修
と
し
て
、
二
〇
〇
五
年
一
月

に
四
週
間
、
二
〇
〇
五
年
九
月
に
二
週

間
、
港
空
研
に
研
修
生
を
受
け
入
れ
て

い
る
（
写
真
４
）。
指
導
し
た
技
術
を

用
い
て
現
地
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
を
分

析
・
解
析
さ
せ
て
、
そ
の
評
価
を
実
施

さ
せ
る
と
い
う
手
法
が
特
徴
で
あ
り
、

高
い
効
果
を
上
げ
て
い
る
。

最
終
的
に
は
、「
海
洋
環
境
に
お
け

る
高
耐
久
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
製
造
お
よ

び
構
造
物
の
維
持
管
理
に
関
す
る
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
の
整
備
を
目
標
と
し
、
二

〇
〇
六
年
二
月
頃
に
最
終
セ
ミ
ナ
ー
を

行
う
予
定
で
あ
る
。

■
海
洋
地
域
に
お
け
る
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
の
耐
用
、
修
繕
お
よ
び

維
持
管
理
に
関
わ
る
技
術
指
導
―

イ
ラ
ン

本
技
術
指
導
は
、
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
短
期
専

門
家
と
し
て
二
〇
〇
二
年
一
二
月
に
二

週
間
、
そ
の
後
、
港
空
研
の
独
自
研
究

活
動
の
一
環
と
し
て
二
〇
〇
三
年
一
〇

月
に
一
週
間
実
施
し
た
。
カ
ウ
ン
タ
ー

パ
ー
ト
は
住
宅
建
築
研
究
所
（
Ｂ
Ｈ
Ｒ

Ｃ
）
で
あ
る
。
Ｂ
Ｈ
Ｒ
Ｃ
は
、
コ
ン
ク

リ
ー
ト
構
造
物
お
よ
び
材
料
の
調
査
研

究
を
行
っ
て
い
る
唯
一
の
政
府
機
関

で
、
研
究
以
外
に
も
技
術
標
準
や
指
針

類
の
作
成
を
精
力
的
に
行
っ
て
い
る
。

ペ
ル
シ
ャ
湾
岸
地
域
は
、
コ
ン
ク
リ

ー
ト
構
造
物
の
塩
害
劣
化
に
と
っ
て
非

常
に
厳
し
い
場
所
と
し
て
知
ら
れ
て
い

る
。
ひ
ど
い
場
合
に
は
、
塩
害
劣
化
が

建
設
後
わ
ず
か
数
年
で
発
生
す
る
。
そ

の
原
因
は
、
最
高
気
温
五
〇
℃
に
も
達

す
る
猛
暑
と
高
湿
度
に
加
え
、
塩
分
に

汚
染
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
用
骨
材
あ

る
い
は
練
混
ぜ
水
の
使
用
、
耐
久
性
に

配
慮
し
た
設
計
や
施
工
が
行
わ
れ
て
い

な
い
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
。
し
た
が
っ

て
、
激
し
い
塩
害
劣
化
を
起
こ
さ
せ
な

い
高
耐
久
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
を
建

設
す
る
た
め
の
方
策
お
よ
び
既
存
構
造

物
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

の
我
が
国
の
技
術
を
移
転

す
る
こ
と
が
中
心
と
な

る
。
こ
の
目
的
で
計
三
回

の
セ
ミ
ナ
ー
を
テ
ヘ
ラ
ン

に
て
開
催
し
、
意
見
交
換

を
し
て
い
る
。

よ
り
効
率
的
な
技
術
移

転
の
た
め
に
は
、
こ
の
よ

う
な
劣
化
の
原
因
が
コ
ン

ク
リ
ー
ト
用
の
材
料
に
あ

る
の
か
、
施
工
方
法
に
あ

る
の
か
、
あ
る
い
は
気
象

条
件
等
の
外
的
条
件
に
よ

る
の
か
を
定
量
的
に
明
ら
か
に
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
た
め
日
本
で
製

造
し
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
試
験
体
一
六
体

を
港
空
研
の
四
名
の
研
究
者
が
ス
ー
ツ

ケ
ー
ス
の
中
に
入
れ
て
現
地
に
持
ち
込

み
、
イ
ラ
ン
で
製
造
し
た
供
試
体
と
同

時
に
バ
ン
ダ
ル
ア
ッ
バ
ー
ス
の
海
岸
に

暴
露
（
写
真
５
）
し
て
、
劣
化
傾
向
の

比
較
を
行
っ
て
い
る
。
現
在
約
二
年
が

経
過
し
て
お
り
、
近
々
試
験
体
の
一
部

を
回
収
し
て
分
析
を
行
う
計
画
で
あ

る
。Ｂ

Ｈ
Ｒ
Ｃ
は
こ
の
問
題
を
相
当
重
要

視
し
て
お
り
、
週
末
の
休
日
返
上
で
劣

化
構
造
物
の
調
査
に
同
行
す
る
熱
心
さ

で
あ
る
。
写
真
６
は
、
そ
の
と
き
の
も

の
で
、
気
が
つ
く
と
こ
の
よ
う
な
大
調

査
団
に
膨
れ
上
が
る
。
お
互
い
が
研
究

所
で
あ
る
と
い
う
利
点
を
活
か
し
て
、

効
果
的
な
技
術
指
導
が
行
え
て
い
る
の

で
は
な
い
か
と
思
う
。

■
最
後
に

コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
に
優
れ
た
耐

久
性
と
長
寿
命
を
付
与
す
る
た
め
の
技

術
の
確
立
は
、
こ
れ
ら
の
国
々
の
み
な

ら
ず
世
界
的
に
も
緊
急
に
必
要
と
さ
れ

て
い
る
。
こ
の
た
め
に
、
わ
が
国
か
ら

優
れ
た
多
く
の
技
術
を
発
信
で
き
る
よ

う
に
今
後
も
精
力
的
に
活
動
を
行
っ
て

い
き
た
い
。

最
後
に
、
本
稿
で
紹
介
し
た
三
件
の

実
施
に
際
し
て
、
国
土
交
通
省
港
湾
局

国
際
業
務
室
お
よ
び
関
係
機
関
の
ご
協

力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

写真4 雪を見せるのも研修の目的

写真5 干満帯での暴露試験

写真6 コンクリート点検・診断大調査団
（バンダルアッバース）
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図1 インドネシアコンクリートの拡散係数測定結果
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◆
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
推
進
協
議
会
総

会
及
び
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
・
セ
ミ

ナ
ー
が
開
催

【
Ｈ
17
・
7
・
6
】
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト
推
進
協
議
会
（
会
長
・
末
吉
興
一
北

九
州
市
長
）
の
総
会
及
び
「
リ
サ
イ
ク

ル
ポ
ー
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
」
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

総
会
で
は
、末
吉
会
長
の
開
会
挨
拶
、

鬼
頭
港
湾
局
長
の
来
賓
挨
拶
の
後
、
協

議
会
新
規
会
員
の
承
認
、
部
会
活
動
報

告
等
の
議
事
が
滞
り
な
く
行
わ
れ
ま
し

た
。
主
な
承
認
事
項
と
し
て
、
協
議
会

の
運
営
及
び
活
動
の
企
画
・
立
案
及
び

部
会
間
の
調
整
等
を
図
る
た
め
、
幹
事

会
を
設
置
し
て
体
制
の
強
化
を
図
る
こ

と
が
決
定
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
引
き
続
き
開
催
さ
れ
た
「
リ

サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
・
セ
ミ
ナ
ー
」で
は
、

早
稲
田
大
学
永
田
勝
也
教
授
に
よ
る

「
循
環
型
社
会
へ
の
第
二
の
パ
ラ
ダ
イ

ム
シ
フ
ト
」
〜
国
内
外
で
の
循
環
物
流

の
構
築
に
向
け
て
〜
と
題
し
た
基
調
講

演
の
後
、
同
和
鉱
業
株
式
会
社
ジ
オ
テ

ッ
ク
事
業
部
浄
化
担
当
部
長
白
鳥
寿
一

氏
が
「
汚
染
土
壌
対
策
に
つ
い
て
」
〜

汚
染
土
壌
と
そ
の
海
上
輸
送
に
つ
い
て

〜
、
財
団
法
人
日
本
産
業
廃
棄
物
処
理

振
興
セ
ン
タ
ー
情
報
処
理
セ
ン
タ
ー
普

及
部
部
長
麻
戸
敏
男
氏
が
「
電
子
マ
ニ

フ
ェ
ス
ト
に
つ
い
て
」、
有
限
責
任
中

間
法
人
日
本
Ｅ
Ｌ
Ｖ
リ
サ
イ
ク
ル
機
構

代
表
理
事
の
酒
井
清
行
氏
が
「
使
用
済

み
自
動
車
の
リ
サ
イ
ク
ル
」
を
テ
ー
マ

に
、
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
に
係
る
最
近

の
話
題
に
つ
い
て
三
つ
の
講
演
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

「
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー
ト
推
進
協
議
会
」

は
平
成
一
五
年
設
立
の
任
意
団
体
で
、

港
湾
を
核
と
し
た
静
脈
物
流
シ
ス
テ
ム

の
事
業
化
を
進
め
る
リ
サ
イ
ク
ル
ポ
ー

ト
構
想
を
推
進
す
る
た
め
、
官
民
共
通

の
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム
と
し
て
設
立
さ

れ
、参
加
す
る
関
係
者
が
円
滑
に
情
報
、

意
見
交
換
を
行
え
る
場
と
し
て
、
部
会

活
動
、
ブ
ロ
ッ
ク
交
流
会
等
の
各
種
活

動
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

◆
地
震
に
強
い
空
港
の
あ
り
方
検
討
委

員
会
が
開
催

【
Ｈ
17
・
8
・
18
】
国
土
交
通
省
航

空
局
で
は
、「
地
震
に
強
い
空
港
の
あ

り
方
検
討
委
員
会
」（
委
員
長
・
森
地

茂
政
策
研
究
大
学
院
大
学
教
授
）
の
第

一
回
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

近
年
、
地
震
、
津
波
等
に
よ
る
災
害

が
日
本
各
地
、世
界
で
頻
発
し
て
お
り
、

そ
の
対
応
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
さ

ら
に
、
中
央
防
災
会
議
等
に
お
い
て
も

地
震
対
策
に
関
す
る
議
論
が
進
め
ら

れ
、
国
民
の
防
災
意
識
が
高
ま
っ
て
い

ま
す
。
特
に
、
新
潟
中
越
地
震
に
お
い

て
は
新
潟
空
港
が
災
害
復
旧
・
復
興
拠

点
と
し
て
果
た
し
た
役
割
か
ら
わ
か
る

よ
う
に
、
災
害
時
に
お
い
て
も
必
要
な

空
港
機
能
を
保
持
す
る
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、「
地
震
に

強
い
空
港
の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で

は
、
地
震
時
に
お
け
る
空
港
の
役
割
、

航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
対
す
る
影
響
等

に
つ
い
て
意
見
を
求
め
る
と
と
も
に
、

空
港
に
お
け
る
防
災
機
能
の
確
保
、
今

後
の
地
震
対
策
等
に
つ
い
て
年
内
を
目

途
に
と
り
ま
と
め
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。委

員
会
で
は
、
各
務
飛
行
場
部
長
挨

拶
、
森
地
委
員
長
挨
拶
の
後
、
活
発
な

質
疑
応
答
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
委
員
か

ら
の
主
な
質
問
・
意
見
は
以
下
の
通
り

で
す
。

・
地
震
が
頻
発
し
て
お
り
大
規
模
な
地

震
に
対
す
る
空
港
の
対
策
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
。

・
新
潟
中
越
地
震
に
お
い
て
新
潟
空
港

が
災
害
復
旧
・
支
援
物
資
輸
送
拠
点

と
し
て
重
要
な
役
割
を
担
っ
た
こ
と

を
踏
ま
え
る
べ
き
で
あ
る
。

・
空
港
全
体
の
機
能
を
議
論
す
る
う
え

で
、
民
間
事
業
者
施
設
（
タ
ー
ミ
ナ

ル
ビ
ル
等
）
及
び
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
、

ア
ク
セ
ス
施
設
の
現
状
を
確
認
す
る

必
要
が
あ
る
。

・
空
港
の
重
要
建
築
物
の
非
構
造
部
材

の
耐
震
性
が
機
能
に
影
響
を
及
ぼ
す

こ
と
も
あ
る
。

・
空
港
の
用
地
に
つ
い
て
は
、
液
状
化

の
調
査
に
加
え
、
高
盛
土
の
耐
震
性

に
つ
い
て
も
調
査
が
必
要
。

・
電
源
供
給
は
重
要
な
機
能
で
あ
り
、

今
後
電
源
設
備
の
耐
震
性
確
保
の
考

え
方
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
る
。

・
被
災
状
況
に
応
じ
た
、
航
空
機
運
航

の
ル
ー
ル
化
等
が
必
要
で
は
な
い
か
。

・
災
害
時
に
果
た
す
べ
き
空
港
の
役
割

は
空
港
の
位
置
付
け
に
よ
っ
て
異
な

る
と
考
え
ら
れ
、
航
空
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
、
他
の
交
通
機
関
の
代
替
性
等
を

考
慮
し
て
災
害
時
に
必
要
な
空
港
の
機

能
を
検
討
し
て
い
く
べ
き
で
あ
る
。

次
回
委
員
会
は
一
〇
月
中
旬
を
目
途

に
開
催
の
予
定
で
す
。

◆
平
成
一
八
年
度
港
湾
局
関
係
予
算
概

算
要
求
概
要

【
H
17
・
8
・
29
】
平
成
一
八
年
度

の
港
湾
局
関
係
予
算
概
算
要
求
概
要

は
、
国
費
総
額
で
三
、一
五
二
億
円
で

対
前
年
度
一
・
〇
九
六
倍
と
す
る
要
求

額
を
ま
と
め
ま
し
た
。
こ
の
う
ち
、
港

湾
整
備
事
業
が
二
、二
八
七
億
円
で
対

前
年
度
一
・
〇
九
五
倍
、
港
湾
海
岸
事

業
が
二
九
八
億
円
で
対
前
年
度
一
・
〇

九
五
倍
と
な
っ
て
い
ま
す
。

重
点
事
項
は
、
①
物
流
改
革
の
推
進

「
活
力
」、
②
地
域
の
立
地
企
業
支
援
に

よ
る
経
済
再
生
「
活
力
」、
③
港
湾
の

災
害
対
応
力
強
化
と
適
正
な
維
持
管
理

の
推
進
「
安
全
」、
④
港
湾
の
グ
リ
ー

ン
化
「
環
境
」、
⑤
地
域
の
再
生
「
暮

ら
し
」
の
五
つ
の
柱
で
構
成
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
分
野
別
で
は
重
点
四
分

野
に
全
体
の
八
七
・
四
％
（
前
年
度
は

八
六
・
〇
％
）
を
投
入
し
、
特
に
「
活

力
」
の
物
流
改
革
の
推
進
と
地
域
の
立

地
企
業
支
援
に
よ
る
経
済
再
生
の
分
野

に
は
全
体
の
七
二
・
四
％
を
投
入
す
る

こ
と
と
し
、
我
が
国
の
港
湾
の
国
際
競

争
力
強
化
と
、
臨
海
型
基
幹
産
業
の
活

力
増
進
を
図
る
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

事業区分 費　　目
平成 18年度 平成 17年度 対前年度比
要求額（A） 当初予算額（B） （A）/（B）

事業費 4,514億円 4,330億円 1.043
港湾整備事業 国　費 2,827億円 2,581億円 1.095

財政投融資 10億円 12億円 0.798
事業費 28億円 15億円 1.887

その他施設費 国　費 12億円 5億円 2.474

港湾関係民活事業
事業費 179億円 307億円 0.583
財政投融資 50億円 58億円 0.870

港湾関係起債事業
事業費 1,455億円 1,815億円 0.801
起債額 1,114億円 1,841億円 0.605
事業費 6,102億円 6,368億円 0.958

小　計 国　費 2,839億円 2,586億円 1.098
財政投融資等 1,171億円 1,910億円 0.613

港湾海岸事業
事業費 519億円 462億円 1.125
国　費 298億円 272億円 1.095

災害復旧事業等
事業費 17億円 21億円 0.795
国　費 15億円 19億円 0.812
事業費 6,638億円 6,851億円 0.969

合　計 国　費 3,152億円 2,877億円 1.096
財政投融資等 1,171億円 1,910億円 0.613

注 1） 要求額には内閣府分を含む。
2） 港湾関係民活事業と港湾整備事業には、双方に計上されている事業費（平成 18年度： 74

億円、平成 17年度： 99億円）、財政投融資（平成 18年度： 3億円、平成 17年度： 1億
円）が含まれているため小計及び合計では重複分を除いている。

3） 港湾関係民活事業の財政投融資は要求額。
4） 港湾関係起債事業の起債額には、資本比平準化債、元利金債が含まれている。
5） 上記計数のほか、行政経費（非公共分）として国費（平成18年度： 38億円、平成17

年度：11億円）がある。
6） 合計は四捨五入の関係で一致しない場合がある。

平成18年度港湾関係予算概算要求の規模（総括表）
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■
は
じ
め
に

港
湾
に
お
け
る
荷
役
作
業
の
効
率
化
や
船

舶
の
安
全
な
航
行
等
の
安
定
的
な
達
成
の
前

提
条
件
と
し
て
、
港
内
静
穏
度
の
改
善
は
必

須
の
課
題
の
一
つ
で
あ
る
。（
財
）
沿
岸
技
術

研
究
セ
ン
タ
ー
で
は
、
そ
の
よ
う
な
課
題
に

対
処
す
べ
く
、
水
理
・
構
造
等
の
様
々
な
角

度
か
ら
港
内
静
穏
度
の
改
善
に
関
す
る
調
査

研
究
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

そ
の
中
で
も
防
波
堤
に
関
す
る
調
査
研
究

は
数
多
く
行
わ
れ
て
い
る
テ
ー
マ
の
一
つ
で

あ
り
、
そ
れ
は
、
従
来
型
の
防
波
堤
は
機
能

性
、
経
済
性
、
施
工
性
、
環
境
・
景
観
へ
の

配
慮
と
い
っ
た
様
々
な
観
点
か
ら
見
た
場
合
、

要
求
性
能
を
十
分
に
満

た
し
て
い
る
と
は
言
い

切
れ
ず
、
更
に
新
し
い

構
造
形
式
の
防
波
堤
の

研
究
開
発
が
望
ま
れ
て

い
る
現
状
を
反
映
し
て

い
る
と
言
え
る
。

「
バ
ー
ム
防
波
堤
」

と
呼
ば
れ
る
捨
石
堤
は

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
を
は
じ

め
と
す
る
北
欧
に
数
多

く
見
ら
れ
、
我
が
国
に

存
在
し
な
い
構
造
形
式

の
防
波
堤
で
あ
る
。
そ

こ
で
今
回
は
、
そ
の
調

査
研
究
の
一
環
と
し

て
、
二
〇
〇
五
年
六
月

五
日
〜
一
三
日
の
計
九

る
と
世
界
に
六
三
設
置
さ
れ
て
お
り
、
そ
の

内
の
約
半
数
の
二
九
が
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
に
設

置
さ
れ
て
い
る
。
続
い
て
イ
ラ
ン
の
八
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
六
、
カ
ナ
ダ
・
ア
メ
リ
カ
四
等
と

な
っ
て
お
り
、
我
が
国
で
の
施
工
実
績
は
な

い
。「
バ
ー
ム
防
波
堤
」
は
捨
石
で
築
造
さ
れ

る
防
波
堤
で
あ
る
が
、
通
常
の
捨
石
堤
と
形

状
が
異
な
り
小
段
を
有
し
、
大
粒
形
で
厚
い

被
覆
層
を
持
ち
（
図
１
参
照
）、
小
段
の
捨
石

断
面
が
年
月
と
と
も
に
侵
食
を
受
け
て
Ｓ
字

型
を
形
成
す
る
こ
と
に
そ
の
名
を
由
来
し
て

い
る
。
設
計
法
に
つ
い
て
は
、
通
常
の
捨
石

堤
は
常
に
静
的
に
安
定
す
る
よ
う
に
設
計
す

る
が
、
バ
ー
ム
防
波
堤
は
変
形
し
て
静
的
に

安
定
な
も
の
、
ま
た
は
動
的
に
安
定
な
も
の

と
さ
れ
る
。

②
シ
ー
レ
ボ
ー
グ
港
の
バ
ー
ム
防
波
堤

設
計
思
想
の
変
形
し
て
安
定
す
る
構
造
と

は
一
体
ど
の
よ
う
な
も
の
で
あ
る
の
か
。
今

回
訪
れ
た
ノ
ル
ウ
ェ
ー
シ
ー
レ
ボ
ー
グ
港
防

波
堤
に
て
現
地
状
況
を
調
査
し
た
。
シ
ー
レ

ボ
ー
グ
港
は
ノ
ル
ウ
ェ
ー
の
ス
タ
バ
ン
ゲ
ル

市
か
ら
南
へ
約
五
〇
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
位
置

す
る
漁
港
で
あ
り
、
同
港
の
バ
ー
ム
防
波
堤

は
静
穏
度
確
保
及
び
用
地
拡
大
を
目
的
に
、

二
〇
〇
〇
年
一
月
か
ら
二
〇
〇
一
年
七
月
ま

で
の
間
に
建
設
さ
れ
た
（
写
真
１
〜
２
）。

本
防
波
堤
は
、
一
〇
〇
年
確
率
波

（H
s=7

.0
m
,
Tp=1

4
.2
s

）
に
対
し
て
静

的
に
安
定
な
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
タ
イ
プ
の
バ
ー

ム
防
波
堤
と
し
て
設
計
さ
れ
、
防
波
堤
延
長

約
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
、
堤
頭
部
の
水
深
約
一

七
メ
ー
ト
ル
で
、
総
捨
石
量
約
六
四
万
立
方

メ
ー
ト
ル
で
あ
る
。
防
波
堤
断
面
は
図
２
で

示
す
と
お
り
多
層
構
造
で
、
様
々
な
ク
ラ
ス

の
捨
石
を
使
用
し
て
い
る
。
断
面
中
の
Ⅰ
に

相
当
す
る
捨
石
重
量
は
二
〇
〜
三
〇
ト
ン

（
写
真
３
）、
Ⅱ
は
一
〇
〜
二
〇
ト
ン
、
Ⅲ
は

四
〜
一
〇
ト
ン
で
、
水
上
部
の
捨
石
設
置
は

大
型
の
バ
ッ
ク
ホ
ー
に
て
行
わ
れ
た
。

「
バ
ー
ム
防
波
堤
」
は
変
形
し
て
安
定
な

構
造
と
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
に
つ
い
て
設

計
波
に
対
す
る
後
退
量
を
指
標
に
す
る
場
合

が
あ
る
（
図
３
）。
本
防
波
堤
は
一
〇
〇
年
確

バ
ー
ム
防
波
堤
に
つ
い
て

〜
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
、
ノ
ル
ウ
ェ
ー
を
調
査
し
て
〜

図2 シーレボークバーム防波堤断面図

日
間
の
行
程
で
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
と
ノ
ル
ウ
ェ

ー
を
訪
れ
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
で
は

International
C
oastal

S
ym
posium

2
0
0
5

（
以
後
Ｉ
Ｃ
Ｓ
２
０
０
５
）
へ
の
参

加
お
よ
び
バ
ー
ム
防
波
堤
の
現
地
調
査
、
ノ

ル
ウ
ェ
ー
で
は
同
じ
く
バ
ー
ム
防
波
堤
の
現

地
調
査
を
行
い
、
バ
ー
ム
防
波
堤
の
設
計
思

想
や
施
工
方
法
、
今
後
我
が
国
で
の
適
用
可

能
性
等
を
調
査
す
る
こ
と
と
し
た
。

■
バ
ー
ム
防
波
堤
に
つ
い
て
（
ノ
ル
ウ
ェ

ー
シ
ー
レ
ボ
ー
グ
港
の
調
査
か
ら
）

①
バ
ー
ム
防
波
堤
と
は

「
バ
ー
ム
防
波
堤
」
は
最
近
の
報
告
に
よ

率
波
に
対
し
て
後
退
量
四
・
三
メ
ー
ト
ル
と
し

て
設
計
さ
れ
て
お
り
、
建
設
後
最
初
の
冬
二

〇
〇
二
年
一
月
と
二
〇
〇
五
年
一
月
の
二
度

に
わ
た
り
設
計
波
（
一
〇
〇
年
確
率
波
）
レ

ベ
ル
に
達
す
る
嵐
に
遭
遇
し
、
被
害
を
受
け

て
い
る
。
そ
の
被
災
箇
所
を
図
４
に
示
す
。

写
真
４
は
現
地
のP

rofile3
8
0

に
相
当

す
る
断
面
を
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
。
完
成

断
面
は
点
線
に
示
す
形
状
で
あ
っ
た
で
あ
ろ

う
が
、
後
退
し
て
実
線
に
示
す
よ
う
な
形
状

図1 バーム防波堤の形状

通常の捨石堤 バーム防波堤 

写真 2 シーレボーク港バーム
防波堤
(堤頭部より望む) 

後退量 

図 3 後退量の概念

写真 3 シーレボーク港バーム防波
堤の捨石（堤頭部、断面 I）

写真1 シーレボーク港全景
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に
変
形
し
て
い
る
が
、
小
段
よ
り
上
部
の
断

面
や
天
端
高
に
は
変
形
等
の
影
響
が
見
ら
れ

な
い
状
況
が
確
認
で
き
た
。
ま
た
、
写
真
５

は
堤
頭
部P

rofile5
4
0

に
相
当
す
る
部
分

で
あ
る
。
こ
ち
ら
も
小
段
が
ほ
と
ん
ど
な
く

な
る
ほ
ど
大
き
く
侵
食
し
て
い
る
が
、

P
rofile3

8
0

と
同
じ
よ
う
に
小
段
よ
り
上

部
の
断
面
に
影
響
が
な
く
、
天
端
高
は
確
保

さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
侵
食
さ
れ
た
部
分
は

前
面
の
海
中
に
移
動
し
（
図
３
参
照
）、
結
果

的
に
法
面
勾
配
が
ゆ
る
い
状
態
に
変
形
し
て

お
り
、
個
々
の
捨
石
に
お
け
る
波
に
対
す
る

安
定
性
は
増
加
し
て
い
る
様
子
が
伺
え
た
。

こ
の
よ
う
に
設
計
さ
れ
る
「
バ
ー
ム
防
波

堤
」
の
捨
石
重
量
に
つ
い
て
、
他
の
構
造
形

式
の
塊
重
量
と
比
較
し
た
も
の
が
表
１
で
あ

る
。
シ
ー
レ
ボ
ー
グ
港
バ
ー
ム
防
波
堤
は
、

テ
ト
ラ
ポ
ッ
ド
使
用
時
の
場
合
よ
り
重
量
が

軽
く
て
済
む
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
更
に

一
万
年
確
率
波H

s=
9
.3
m

に
対
し
て
も
、

形
を
変
え
安
定
す
る
構
造
で
あ
る
こ
と
が
わ

か
る
。

■
そ
の
他
調
査
の
概
要

前
項
で
主
題
的
に
取
り
上
げ
た
ノ
ル
ウ
ェ

ー
の
シ
ー
レ
ボ
ー
グ
港
の
他
に
、
ア
イ
ス
ラ

ン
ド
に
お
い
て
Ｉ
Ｃ
Ｓ
２
０
０
５
に
参
加
、

ケ
フ
ラ
ビ
ー
ク
港
及
び
グ
ラ
ン
ダ
ビ
ー
ク
港

の
現
地
視
察
等
の
調
査
を
行
っ
た
。
本
項
で

は
、
そ
れ
ら
に
つ
い
て
概
要
を
報
告
す
る
。

①
Ｉ
Ｃ
Ｓ
２
０
０
５

Ｉ
Ｃ
Ｓ
２
０
０
５
は
六
月
五
日
〜
八
日
の

日
程
で
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
の
ホ
フ
ン
市
に
て
開

催
さ
れ
、
各
国
の
研
究
者
か
ら
最
新
の
沿
岸

技
術
に
関
す
る
研
究
成
果
が
報
告
さ
れ
た
。

本
調
査
団
は
、
バ
ー
ム
防
波
堤
に
関
す
る
最

新
研
究
の
知
見
を
得
る
こ
と
を
主
目
的
と
し

て
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
に
参
加
し
た
。
そ
れ
ら

知
見
は
、
前
項
で
述
べ
た
通
り
で
あ
る
。

②
ケ
フ
ラ
ビ
ー
ク
港
及
び
グ
ラ
ン
ダ
ビ
ー

ク
港
現
地
視
察

ケ
フ
ラ
ビ
ー
ク
港
は
、
ア
イ
ス
ラ
ン
ド
首

都
レ
イ
キ
ャ
ビ
ー
ク
の
西
方
約
四
〇
キ
ロ
の

位
置
に
あ
り
、
軍
事
用
物
資
の
輸
送
基
地
と

し
て
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
グ
ラ
ン
ダ
ビ
ー

ク
港
は
、
ケ
フ
ラ
ビ
ー
ク
港
よ
り
南
方
約
二

〇
キ
ロ
の
位
置
に
あ
り
、
漁
港
と
し
て
整
備

さ
れ
た
。

両
港
と
も
主
防
波
堤
は
バ
ー
ム
形
式
が
採

用
さ
れ
て
お
り
、
現
地
周
辺
に
あ
る
岩
山
を

破
砕
し
て
生
産
し
た
捨
石
を
使
用
し
て
築
造

さ
れ
て
い
る
。
設
計
思
想
、
施
工
方
法
等
は

シ
ー
レ
ボ
ー
ク
港
と
同
様
で
あ
り
、
詳
細
の

報
告
は
割
愛
さ
せ
て
い
た
だ
く
が
、
こ
こ
で

は
写
真
６
〜
９
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
の
状
況

を
報
告
す
る
。

■
お
わ
り
に

我
が
国
港
湾
の
防
波
堤
へ
の
適
用
性
に
つ

い
て
で
あ
る
が
、
今
回
調
査
し
た
各
港
と
も

に
、
捨
石
採
石
場
が
整
備
す
る
港
湾
の
直
近

で
あ
り
、
そ
の
輸
送
コ
ス
ト
は
ゼ
ロ
に
等
し

い
と
い
う
事
情
が
あ
っ
た
。
特
に
シ
ー
レ
ボ

ー
ク
港
で
は
、
採
石
場
と
な
る
岩
山
を
除
い

て
港
湾
施
設
用
地
を
造
成
す
る
と
い
う
副
次

的
な
目
的
も
あ
り
、
そ
の
建
設
コ
ス
ト
は
一

立
方
メ
ー
ト
ル
当
た
り
一
二
〇
〇
百
円
と
、

我
が
国
で
は
考
え
ら
れ
な
い
安
価
な
も
の
で

あ
っ
た
。

バ
ー
ム
防
波
堤
は
一
般
的
に
大
断
面
で
あ

り
、
我
が
国
で
建
設
し
た
場
合
は
か
な
り
の

高
価
格
と
な
り
、
経
済
性
で
他
形
式
に
劣
る

と
考
え
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
な
が
ら
、

我
が
国
で
は
現
在
、
防
波
堤
の
設
計
は
通
常

五
〇
年
確
率
波
を
対
象
と
し
て
お
り
、
性
能

設
計
へ
の
移
行
、
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
コ
ス
ト

（
Ｌ
Ｃ
Ｃ
）
を
考
慮
し
た
時
の
耐
用
年
数
の
考

え
方
（
例
え
ば
、
五
〇→

一
〇
〇
年
と
し
た

時
の
Ｌ
Ｃ
Ｃ
ダ
ウ
ン
の
可
能
性
）、
ケ
ー
ソ
ン

式
に
比
し
バ
ー
ム
式
は
被
災
時
の
修
復
が
容

易
で
あ
る
こ
と
等
を
考
え
る
と
、
将
来
に
お

い
て
バ
ー
ム
防
波
堤
適
用
の
可
能
性
は
あ
る

と
考
え
る
。

本
調
査
を
実
施
す
る
に
当
た
っ
て
は
、
港

湾
空
港
技
術
研
究
所
白
石
地
盤
・
構
造
部
長
、

ア
イ
ス
ラ
ン
ド
港
湾
局
シ
ガ
ー
ダ
ソ
ン
氏
、

ノ
ル
ウ
ェ
ー
シ
ー
レ
ボ
ー
グ
港
管
理
責
任
者

シ
ュ
ー
セ
ン
氏
に
は
大
変
お
世
話
に
な
っ
た
。

ま
た
、
Ｉ
Ｃ
Ｓ
２
０
０
５
で
は
参
加
し
て
お

ら
れ
た
鳥
取
大
学
上
田
教
授
、
京
都
大
学
高

山
教
授
、
港
湾
空
港
技
術
研
究
所
栗
山
室
長

に
お
会
い
し
、
お
世
話
に
な
っ
た
。
こ
こ
に

記
し
、
感
謝
い
た
し
ま
す
。

（
文
／（
財
）沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）

調
査
部
主
任
研
究
員
　
山
崎
真
史

調
査
部
主
任
研
究
員
　
市
村
正
春

企
画
部
研
究
員
　
　
　
大
古
利
勝
己

調
査
部
研
究
員
　
　
　
金
子
義
勝

図4 シーレボーク防波堤
被災箇所平面図

写真4 Profile 380箇所

写真5 Profile 540箇所

表1 塊重量比較表

写真6 ケフラビーク港バーム防波堤
（堤頭部より望む）

写真7 ケフラビーク港バーム防波堤
（捨石大きさの状況）

 

  波向き 

写真-4撮影方向 

写真-5撮影方向 

写真9 グランダビーク港バーム防波堤
（捨石大きさの状況）

写真8 グランダビーク港バーム防波堤
（元付部より望む）

シーレボーク港
バーム防波堤 通常の捨石 テトラポッド堤

100年確率波 25t 43t 30t
Hs=7.0m 後退量 4.3m 法面勾配 =1： 2 法面勾配 =1： 1.5

被災率 S=2
10000年確率波 25t 112t 69t
Hs=9.3m 後退量 8.3m 法面勾配 =1： 2 法面勾配 =1： 1.5

被災率 S=2
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（
財
）
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
で

は
、
現
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
て
精
力
的

に
推
進
さ
れ
て
い
る
大
規
模
埋
め
立
て

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
調
査
す
る
機
会
を
得

ま
し
た
。
本
稿
を
通
じ
そ
の
概
要
を
ご

紹
介
す
る
と
と
も
に
本
調
査
を
通
じ
て

感
じ
た
、
日
本
の
土
木
技
術
と
海
外
の

大
規
模
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
関
係
に
関
す

る
雑
感
に
つ
い
て
記
述
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
マ
レ
ー
半
島
の
先

端
、
ほ
ぼ
赤
道
直
下
に
位
置
す
る
小
さ

な
島
国
で
、
国
土
面
積
は
日
本
の
淡
路

島
あ
る
い
は
東
京
二
三
区
と
同
程
度
で

す
。
し
か
し
、
古
く
か
ら
東
南
ア
ジ
ア

に
お
け
る
自
由
貿
易
基
地
と
し
て
発
展

し
、
近
年
は
海
外
企
業
の
製
造
部
門
の

誘
致
政
策
に
力
を
入
れ
た
結
果
、
驚
異

的
な
経
済
成
長
を
遂
げ
ま
し
た
。ま
た
、

最
近
は
情
報
産
業
の
育
成
に
も
力
を
入

れ
て
お
り
、
ア
ジ
ア
の
情
報
セ
ン
タ
ー

と
し
て
の
役
割
を
も
担
う
に
至
っ
て
い

ま
す
。

国
土
の
限
ら
れ
た
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で

は
、
こ
の
誘
致
政
策
を
支
え
る
た
め
、

政
府
は
活
用
可
能
な
国
土
の
確
保
を
国

の
最
重
要
課
題
と
位
置
づ
け
、
一
九
六

五
年
の
独
立
以
降
、
大
規
模
な
埋
め
立

て
工
事
を
い
た
る
所
で
実
施
、
そ
の
結

果
、
独
立
当
初
の
国
土
面
積
で
あ
る
約

五
七
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
、
今
や

七
〇
、〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
至
ら
ん

と
し
て
お
り
、
そ
の
約
二
〇
％
が
独
立

後
の
埋
立
に
よ
り
造
成
さ
れ
た
国
と
な

り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
埋
め
立
て
地
の
活
用
は
単
な

る
用
地
の
提
供
に
と
ど
ま
ら
ず
、
世
界

有
数
の
ハ
ブ
空
港
と
し
て
隆
盛
を
極
め

る
チ
ャ
ン
ギ
ー
空
港
、
香
港
と
コ
ン
テ

ナ
取
扱
量
世
界
一
を
競
う
港
湾
施
設
の

展
開
等
、
ハ
イ
グ
レ
ー
ド
の
サ
ー
ビ
ス

提
供
に
対
応
す
る
も
の
と
な
っ
て
お

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
現
在
の
繁
栄
の

礎
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
回
調
査
の
機
会
を
得
た
大
規
模
埋

め
立
て
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
対
す
る
積
極

的
な
取
り
組
み
か
ら
も
分
か
る
と
お

り
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
よ
う
な
島
国
に

と
っ
て
国
土
拡
大
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、

今
も
昔
も
国
家
の
存
続
を
左
右
す
る
最

重
要
案
件
と
し
て
認
識
さ
れ
続
け
て
い

る
の
で
す
。

こ
の
よ
う
に
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
発
展
の

礎
と
も
な
っ
た
埋
め
立
て
土
地
造
成
の

経
過
の
中
で
、
日
本
も
大
き
な
貢
献
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
例
え
ば
独
立
以
降

の
総
埋
め
立
て
地
の
概
ね
七
○
％
程
度

は
日
本
企
業
（
Ｊ
Ｖ
を
含
む
）
の
手
に

よ
る
も
の
な
の
で
す
。

今
回
調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
は
日
本

企
業
が
参
加
、
名
称
は
「
チ
ュ
ア
ス
拡

張
、
ジ
ュ
ロ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
埋
め
立
て

Ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｅ
４
」
で
あ
り
、
そ
の
位
置

づ
け
と
概
要
は
以
下
の
通
り
で
す
。

1)

位
置
づ
け

現
在
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
国
家
政
策

と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
、
石
油

化
学
産
業
の
基
盤
整
備
と
そ
の
施
設
集

約
化
を
目
的
と
す
る
も
の
で
、
Ｊ
Ｔ

Ｃ
／
（
ジ
ュ
ロ
ン
開
発
公
社
）
に
よ
り
推

進
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

2)

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
概
要

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
大
き
く
、
①
護
岸

築
造
、
②
埋
め
立
て
工
事
、
③
Ｖ
Ｌ
Ｃ

Ｃ
対
応
ジ
ェ
テ
ィ
ー
、
④
パ
イ
プ
ラ
イ

ン
の
築
造
の
四
つ
か
ら
成
っ
て
い
ま

す
。
各
々
の
ア
ウ
ト
ラ
イ
ン
は
以
下
で

あ
り
、埋
め
立
て
造
成
面
積
の
規
模
は
、

関
西
国
際
空
港
（
II
期
工
事
含
む
）
の

概
ね
一
・
四
倍
に
も
の
ぼ
っ
て
い
ま

す
。①

　
護
岸
築
造：

約
二
四
キ
ロ
メ
ー

ト
ル

②
　
埋
め
立
て
工
事：

一
、四
六
四

ヘ
ク
タ
ー
ル

③
　
Ｖ
Ｌ
Ｃ
Ｃ
対
応
ジ
ェ
テ
ィ
ー：

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
に
お
け
る
臨
海
部
土
地
造
成
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
チ
ュ
ア
ス
拡
張
、
ジ
ュ
ロ
ン
ア
イ
ラ
ン
ド
埋
め
立
て
Ｐ
ｈ
ａ
ｓ
ｅ
４
」

は
じ
め
に

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
発
展
と

埋
め
立
て
土
地
造
成

調
査
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

今回調査プロジェクトエリア 

チュアス地区 
ジュロン地区 

図 1 シンガポール全土と今回調査
プロジェクトエリア

図2 埋め立て土地造成対象地区

図3 護岸断面図

三
二
〇
、〇
〇
〇
Ｄ
Ｗ
Ｔ
（
マ
イ

ナ
ス
二
五
メ
ー
ト
ル
）
二
バ
ー
ス

④
　
パ
イ
プ
ラ
イ
ン：

約
七
・
五
キ

ロ
メ
ー
ト
ル
（
図
１
〜
４
、
写
真

１
参
照
）。
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3)

日
本
企
業
の
貢
献

本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
日
本
、
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
の
四

国
の
企
業
に
よ
り
Ｊ
Ｖ
方
式
に
て
推
進

さ
れ
て
お
り
、
日
本
企
業
は
Ｊ
Ｖ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
マ
ネ
ジ
ャ
ー
を
務
め
る
と

と
も
に
主
に
護
岸
築
造
と
埋
め
立
て
工

事
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
埋
め
立
て
工

事
に
お
い
て
は
、
水
深
の
確
保
で
き
る

場
所
で
は
底
開
船
方
式
に
よ
る
土
砂
の

直
接
投
入
が
行
わ
れ
る
一
方
、
水
深
の

確
保
で
き
な
い
場
所
で
は
船
が
近
づ
け

な
い
こ
と
か
ら
、
特
殊
船
に
よ
り
土
砂

を
噴
射
し
て
投
入
す
る
方
法
等
が
採
用

さ
れ
、
工
事
の
効
率
化
が
図
ら
れ
て
い

ま
す
（
写
真
２
参
照
）。

4)

現
場
状
況

護
岸
築
造
、
埋
め
立
て
工
事
は
二
〇

〇
〇
年
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
、
現
在
の
進

捗
率
は
お
よ
そ
五
五
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。
当
初
計
画
で
は
二
〇
〇
五
年
に
竣

工
予
定
で
し
た
が
、
度
重
な
る
埋
立
法

線
の
変
更
や
埋
立
土
砂
の
調
達
過
程
で

生
じ
た
様
々
な
障
害
等
に
よ
り
工
事
は

遅
れ
て
い
ま
す
。
現
在
遅
れ
を
取
り
戻

す
べ
く
関
係
者
の
懸
命
の
努
力
が
続
け

ら
れ
て
お
り
、
今
後
順
調
に
工
事
が
推

移
す
れ
ば
二
〇
〇
八
年
に
は
竣
工
の
予

定
で
す
。

二
〇
〇
五
年
七
月
時
点
に
お
け
る
進

捗
状
況
を
図
５
、
写
真
３
〜
５
に
示
し

ま
す
。

今
回
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
調
査
に
よ

り
、
日
本
で
は
今
や
極
め
て
少
な
く
な

っ
た
大
規
模
工
事
を
目
の
辺
り
に
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
本
の
建
設
会

社
と
技
術
者
が
そ
の
有
す
る
技
術
力
を

以
て
、
一
国
の
存
命
を
左
右
す
る
と
も

い
え
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
参
画
し
貢
献

し
て
い
る
こ
と
に
対
し
敬
意
を
表
す
る

と
と
も
に
、
同
じ
日
本
人
と
し
て
誇
り

さ
え
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

そ
の
一
方
で
、
次
の
点
で
多
少
の
危

機
感
を
禁
じ
得
な
か
っ
た
の
は
私
一
人

で
は
な
か
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

て
い
ま
す
。
す
な
わ
ち
、
日
本
の
技
術

に
は
素
晴
ら
し
い
も
の
も
多
く
、
世
界

に
評
価
さ
れ
て
い
る
分
野
も
少
な
く
あ

り
ま
せ
ん
が
、
土
木
技
術
の
世
界
は
、

特
に
技
術
者
の
育
成
を
筆
頭
に
、
現
場

で
培
わ
れ
、
現
場
で
継
承
さ
れ
て
き
た

も
の
が
多
い
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
と
こ

ろ
が
現
在
の
日
本
で
は
、
今
回
の
調
査

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
現
場
の
よ
う
な
技
術
継

承
の
た
め
の
優
良
現
場
が
急
速
に
少
な

く
な
り
つ
つ
あ
り
、
こ
の
ま
ま
で
は
日

本
国
内
で
の
技
術
継
承
に
限
界
が
あ
る

と
考
え
ま
す
。
こ
の
た
め
、
日
本
の
技

術
貢
献
の
現
場
を
従
前
に
も
増
し
て
海

外
に
求
め
る
等
、
日
本
の
技
術
の
継
承

を
下
支
え
す
る
た
め
の
取
り
組
み
を
積

極
的
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
考
え
ま
す
。
関
係
諸
兄

に
よ
る
活
発
な
御
議
論
を
期
待
申
し
上

げ
る
次
第
で
あ
り
ま
す
。

末
筆
と
な
り
ま
し
た
が
、
今
回
の
調

査
に
当
た
り
、
業
務
ご
多
忙
の
中
、
資

料
提
供
、
現
場
説
明
な
ど
、
多
大
な
る

ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
、
五
洋
建

設
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
事
務
所
の
都
甲
所
長

を
は
じ
め
と
す
る
所
員
の
皆
様
方
に
は

大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
本
稿
紙

面
を
以
ち
ま
し
て
厚
く
御
礼
申
し
上
げ

ま
す
。

調
査
団
員

（
財
）
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
前
理
事

長
　
江
頭
和
彦
（
団
長
）、
同
企
画
部
長

深
海
正
彦
、
同
前
主
任
研
究
員
　
合
川
聖

二
郎（

文
責
／（
財
）沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

企
画
部
長
　
深
海
正
彦
）

お
わ
り
に

ジュロン 
地区 

チュアス地区 

ジュロン地区 

図 4 VLCCジェティーと
パイプラインの位置関係

写真2 土砂直接投入と土砂噴射投入

写真1 パイプラインの敷設と埋め戻し

図5 現況図

写真3 航空写真（チュアス地区外郭）

写真5 航空写真（ジュロン地区外郭） 写真4 航空写真（ジュロン地区ジェティー）

パイプラインの敷設

パイプラインの埋め戻し
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経
済
や
社
会
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
伴

い
、
国
家
規
格
や
団
体
規
格
等
は
我
が

国
独
自
の
も
の
で
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、

少
な
く
と
も
そ
れ
ら
の
規
格
の
存
在
が

貿
易
や
サ
ー
ビ
ス
の
国
際
交
流
の
障
害

に
な
ら
な
い
こ
と
が
要
請
さ
れ
て
い

る
。
Ｊ
Ｉ
Ｓ
（
日
本
工
業
規
格
）
の
国

際
整
合
化
が
平
成
七
年
度
か
ら
平
成
九

年
度
に
か
け
て
実
施
さ
れ
、
現
在
も
そ

の
作
業
が
継
続
し
て
い
る
こ
と
は
、
そ

の
典
型
的
例
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
。
国

際
規
格
と
し
て
認
知
さ
れ
て
い
る
Ｉ
Ｓ

Ｏ
（
国
際
標
準
化
機
構
）
の
規
格
に
つ

い
て
は
、
一
九
九
五
年
一
月
の
Ｗ
Ｔ
Ｏ

（
国
際
貿
易
機
関
）
の
設
立
ま
で
、
我

が
国
で
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
持
た
れ
て

い
な
か
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
の
設
立
と
と
も
に
我
が
国
も
調
印
し

た
Ｔ
Ｂ
Ｔ
協
定
（
貿
易
の
技
術
的
障
害

に
関
す
る
協
定
）
に
よ
り
、
我
が
国
の

各
種
の
規
格
は
国
際
規
格
を
尊
重
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

特
に
建
設
分
野
の
規
格
で
あ
る
技
術

基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
気
候
・
風

土
や
文
化
に
も
大
き
く
影
響
さ
れ
る
た

め
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
に
お
い
て
も
国
際
規
格
化

が
遅
れ
て
い
た
。
こ
れ
に
は
ま
た
、
Ｉ

Ｓ
Ｏ
の
構
成
メ
ン
バ
ー
の
主
体
で
あ
る

欧
州
諸
国
の
委
員
が
、
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連

合
）
に
不
可
欠
な
Ｃ
Ｅ
Ｎ
（
欧
州
標
準

化
委
員
会
）
に
お
け
る
各
種
の
Ｅ
Ｎ

（
欧
州
規
格
）
の
制
定
作
業
に
比
重
を

移
し
て
い
た
こ
と
も
一
因
で
あ
る
。
Ｅ

Ｎ
の
制
定
作
業
も
大
詰
め
の
段
階
に
差

し
か
か
っ
て
き
た
現
在
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
Ｔ

Ｃ
（
専
門
委
員
会
）
が
再
活
性
化
さ
れ

て
き
て
い
る
。
そ
の
際
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
Ｔ

Ｃ
に
お
け
る
規
格
原
案
と
し
て
、
Ｅ
Ｎ

や
そ
の
原
案
が
提
出
さ
れ
て
い
る
。
そ

し
て
、
一
九
九
一
年
に
締
結
さ
れ
た

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
Ｃ
Ｅ
Ｎ
と
の
間
の
技
術
協

力
に
関
す
る
協
定
（
ウ
ィ
ー
ン
協
定
）」

に
よ
り
、
並
行
投
票
を
行
っ
て
早
期
に

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
が
制
定
さ
れ
る
環
境
は
既

に
作
ら
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
Ｃ
Ｅ
Ｎ
に
お

け
る
規
格
制
定
の
活
動
状
況
に
対
応
し

て
、
我
が
国
の
優
れ
た
建
設
の
技
術
や

シ
ス
テ
ム
を
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
に
反
映
さ
せ

る
こ
と
が
必
要
と
な
る
。
そ
の
た
め
に

は
、
我
が
国
の
技
術
基
準
や
規
格
の
体

系
を
も
う
一
度
見
直
し
て
再
構
築
す
る

こ
と
が
急
務
と
考
え
ら
れ
る
。
本
文
で

は
、
我
が
国
の
技
術
基
準
の
枠
組
み
を

提
案
し
、
設
計
図
書
等
の
品
質
の
認
証

シ
ス
テ
ム
に
つ
い
て
考
察
す
る
。

1.

Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
３
９
４

建
設
分
野
に
お
け
る
国
際
規
格
の
制

定
は
、
地
域
性
が
強
く
、
気
候
・
風
土

や
文
化
・
歴
史
の
相
違
な
ど
か
ら
、
非

常
に
困
難
な
作
業
で
あ
る
こ
と
は
事
実

で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／

Ｔ
Ｃ
９
８
（
構
造
物
の
設
計
の
基
本
）

に
お
い
て
は
、
一
九
八
六
年
に
制
定
さ

れ
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
３
９
４
（
構
造
物
の
信

頼
性
に
関
す
る
一
般
原
則
）
の
改
正
作

業
が
行
わ
れ
て
お
り
、
様
々
な
荷
重
や

外
力
に
対
す
る
構
造
物
の
信
頼
性
を
評

価
す
る
た
め
の
原
則
が
定
め
ら
れ
て
い

る
。Ｉ

Ｓ
Ｏ
２
３
９
４
は
、
構
造
物
を
設

計
す
る
際
の
基
本
的
な
考
え
方
が
示
さ

れ
て
い
る
性
能
規
定
型
の
重
要
な
Ｉ
Ｓ

Ｏ
規
格
で
あ
る
。
鋼
構
造
物
、
土
構
造

物
や
基
礎
構
造
物
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構

造
物
な
ど
の
個
別
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
制

定
に
は
、
こ
の
よ
う
な
枠
組
み
や
基
本

的
な
設
計
の
考
え
方
を
踏
襲
し
て
い
る

1)
〜
3)

。
2.

鋼
と
コ
ン
ク
リ
ー
ト
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ

設
計
規
格

鋼
構
造
物
に
つ
い
て
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ

Ｃ
１
６
７
（
鋼
構
造
お
よ
び
ア
ル
ミ
ニ

ウ
ム
合
金
構
造
）
で
制
定
さ
れ
た
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
０
７
２
１-

１
（
鋼
構
造
の
材
料

と
設
計
）
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
７
２

１-

２
（
鋼
構
造
の
製
作
と
架
設
）、
あ

る
い
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
７
１
（
コ
ン
ク

リ
ー
ト
、
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
お
よ
び

プ
レ
ス
ト
レ
ス
ト
コ
ン
ク
リ
ー
ト
）
の

Ｓ
Ｃ
４
（
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
物
の
性

能
基
準
）
分
科
委
員
会
で
制
定
さ
れ
た

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
９
３
３
８
（
構
造
コ
ン
ク
リ

ー
ト
用
設
計
基
準
の
た
め
の
性
能
と
評

価
要
件
）
な
ど
と
い
う
よ
う
に
、
性
能

規
定
型
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
も
制
定
さ
れ
て

い
る
。こ
れ
ら
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
も
今
後
、

Ｗ
Ｔ
Ｏ
の
Ｔ
Ｂ
Ｔ
協
定
な
ど
に
基
づ
い

て
、
我
が
国
は
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
設
計
、
施
工
お
よ
び
維
持
管
理
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な

る
。

I S O R E P O R T

我が国の技術基準体系の再構築と認証システム

群馬大学　工学部建設工学科

辻　幸和

製品は、建造物に適しているとともに、その建造物(全体、各部分とも)は意図した用途に合致し、
かつ、経済性を考慮したものでなければならない。また、これらに関して製品は、建造物が下記の基
本的要求事項を含む規制を受ける場合、これら要求事項を満足しなければならない。
これら要求事項は、正常に維持されていることを条件として、経済的に妥当な適用期間を有してい
なければならない。また基本的要求事項は通常、予見される行動に関係しているものである。
1．耐力と安定性
建造物の設計および建造は、建造中に負荷がかかることを予想し、①建造物の全体または一部の崩
壊、②許容できないほどの大きな変形、③建造物の他の部分、備品、据付け機器などの損傷が、負荷
のかかる建造物の大きな変形の結果として起きること、および④もとの原因と不釣合いに大きい損傷
のそれぞれの事態を起こさないように行わなければならない。
2．火災時の安全性
建造物の設計および建造は、火災の発生の際、①建造物の耐荷力が所定の時間保たれること、②建
造物内の火および煙の発生および広がりが限定されること、③隣接の建造物に対する火の広がりが限
定されること、④建造物内の人が避難できまたは他の手段で救助できること、および⑤救助隊の安全
性を考慮することのそれぞれの事項を確保するように行わなければならない。
3．衛生、健康および環境
建造物の設計および建造は、建造物内の人および付近の人の衛生および健康を脅かさないように、
特に①有毒ガスが発生すること、②空中に危険な粒子またはガスが存在すること、③危険な放射線を
放射すること、④水または土壌を汚染または有毒にすること、⑤排水、煙、固形廃棄物、液体廃棄物
を不正に排出すること、および⑥建造物の一部または建造物内の表面に廃棄物があることがそれぞれ
生じないように、行わなければならない。
4．使用上の安全性
建造物の設計および建造は、許容できない事故が使用中起きないように行わなければならない。例
えば、滑動、転倒、衝突、火傷、感電や爆発によって負傷するなどである。
5．騒音からの防護
建造物の設計および建造は、騒音の発生を抑え、建造物内の人または付近の人の健康を害さず、満
足に睡眠、休息、労働ができるレベルにするように行わなければならない。
6．エネルギーの節約および熱の保持
建造物および暖房、冷房、換気設備の設計および建造は、その使用に必要なエネルギーが低くなる
よう、気候条件および居住性を考慮して行わなければならない。

表1 建設製品指令CPD89/106/EEC附属書 I －基本的要求事項

ま
え
が
き

Ｉ
Ｓ
Ｏ
と
Ｃ
Ｅ
Ｎ
に
お
け
る

技
術
基
準
の
制
定
状
況
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3.

建
設
製
品
指
令
Ｃ
Ｐ
Ｄ
と
そ
の

基
本
的
要
求
事
項

建
設
製
品
指
令
Ｃ
Ｐ
Ｄ
（C

on
st-

ru
ction

P
rod

u
cts

D
irectiv

e

）

89/106/E
E

C

は
、
Ｅ
Ｃ
（
Ｅ
Ｕ
）
委

員
会
（
欧
州
委
員
会
）
よ
り
提
案
さ
れ

て
閣
僚
理
事
会
で
採
択
さ
れ
た
後
、
一

九
八
九
年
二
月
一
一
日
に
発
令
さ
れ
た

閣
僚
理
事
会
指
令
で
あ
る

2)
、
4)

。
こ
の

指
令
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｎ
に
お
け
る
建
設
分
野

で
の
欧
州
規
格
で
あ
る
Ｅ
Ｎ
の
制
定
に

お
い
て
根
幹
を
な
す
も
の
で
、
建
設
分

野
に
関
す
る
Ｅ
Ｕ
（
欧
州
連
合
）
構
成

各
国
の
法
律
、
法
規
、
規
定
を
融
和
さ

せ
る
た
め
に
主
要
な
役
割
を
果
た
し
て

き
て
い
る
。

Ｃ
Ｐ
Ｄ
に
規
定
さ
れ
て
い
る
基
本
的

要
求
事
項
に
適
合
す
る
と
見
な
せ
る
な

ら
ば
、
そ
の
建
設
製
品
は
Ｃ
Ｅ
マ
ー
キ

ン
グ
を
付
し
て
Ｅ
Ｕ
域
内
を
自
由
に
流

通
で
き
る
の
で
あ
る
。
建
設
製
品
の
基

本
的
要
求
事
項
は
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
の
附
属
書

Ｉ
に
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
建
設
分
野

の
Ｅ
Ｎ
の
制
定
に
も
大
き
な
影
響
を
及

ぼ
し
て
き
た
。
す
な
わ
ち
、
各
種
の
Ｅ

Ｎ
は
、
表
１
の
「
基
本
的
要
求
事
項
」

と
い
う
性
能
規
定
に
適
合
す
る
よ
う

に
、
そ
れ
ぞ
れ
制
定
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
そ
し
て
、
前
述
し
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２

３
９
４
に
つ
い
て
も
、
表
１
の
基
本
的

要
求
事
項
を
構
造
物
の
設
計
の
基
本
原

則
に
置
い
た
も
の
と
も
解
釈
で
き
る
の

で
あ
っ
て
、
Ｃ
Ｐ
Ｄ
は
建
設
分
野
の
性

能
規
格
の
バ
イ
ブ
ル
と
い
え
る
も
の
で

あ
る
。

4.

欧
州
構
造
規
準
（
ユ
ー
ロ
コ
ー

ド
）

Ｃ
Ｅ
Ｎ
に
お
い
て
一
九
九
〇
年
に
設

置
さ
れ
た
Ｔ
Ｃ
２
５
０
（
構
造
物
ユ
ー

ロ
コ
ー
ド
）
で
は
、
五
八
種
類
の
ユ
ー

ロ
コ
ー
ド
が
二
〇
〇
五
年
を
発
行
の
目

標
に
し
て
着
実
に
整
備
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
ユ
ー
ロ
コ
ー
ド
の
制
定
の
基
本
原

則
は
Ｃ
Ｐ
Ｄ
で
あ
り
、
ま
た
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２

３
９
４
の
考
え
方
と
共
通
す
る
も
の
で

あ
る
。
ま
た
ユ
ー
ロ
コ
ー
ド
０
（
構
造

物
の
設
計
の
基
本
）
お
よ
び
ユ
ー
ロ
コ

ー
ド
１
（
荷
重
作
用
）
で
は
、
限
界
状

態
設
計
法
に
お
い
て
「
部
分
安
全
係
数

に
よ
る
設
計
法
」
を
主
体
に
規
定
し
て

い
る
（
図
１
、
図
２
参
照
）。

1.

施
設
や
構
造
物
ご
と
の
技
術
基

準
我
が
国
に
お
け
る
土
木
分
野
や
建
築

分
野
の
技
術
基
準
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
分

野
に
お
け
る
学
術
的
知
見
や
豊
富
な
施

工
実
績
等
に
基
づ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
独

自
に
制
定
さ
れ
て
い
る
。
例
え
ば
土
木

分
野
に
限
っ
て
も
、
港
湾
、
河
川
、
道

路
、
鉄
道
、
空
港
、
上
下
水
道
、
電
力

等
の
施
設
や
構
造
物
の
種
類
毎
に
、
独

自
の
技
術
基
準
が
制
定
さ
れ
て
お
り
、

有
効
に
機
能
し
て
い
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
ら
を
包
括
す

る
基
本
的
な
原
則
や
考
え
方
が
明
確
に

規
定
さ
れ
て
い
る
統
一
的
な
技
術
基
準

が
な
い
の
が
実
情
で
あ
る
。
ま
た
一
般

の
技
術
基
準
は
「
通
達
」
な
ど
に
よ
り

法
的
な
位
置
付
け
が
な
さ
れ
て
い
る

が
、
我
が
国
の
技
術
基
準
体
系
の
中
で

は
、
そ
れ
ら
の
位
置
付
け
が
諸
外
国
か

ら
は
不
明
瞭
な
も
の
に
映
っ
て
い
る
の

で
あ
る
。

2.

統
一
的
な
技
術
基
準

図
３
は
、
我
が
国
の
技
術
基
準
体
系

を
再
構
築
す
る
場
合
の
試
案
で
あ
る

5)

。

前
述
の
よ
う
な
、
建
設
工
事
の
国
際
化

の
進
展
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
や
Ｃ
Ｅ
Ｎ
に
お
け
る

技
術
基
準
の
制
定
状
況
等
を
勘
案
す
る

と
、
構
造
物
の
性
能
、
設
計
・
施
工
・

維
持
管
理
、
お
よ
び
構
造
物
に
用
い
る

各
種
材
料
の
基
本
的
品
質
、要
求
性
能
、

試
験
方
法
な
ど
に
つ
い
て
、
基
本
的
な

考
え
方
か
ら
具
体
的
な
仕
様
ま
で
を
含

ん
だ
一
つ
の
統
一
的
な
技
術
基
準
体
系

を
構
築
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

す
な
わ
ち
、
桟
橋
、
橋
梁
、
建
物
、

ト
ン
ネ
ル
、
護
岸
な
ど
、
建
設
工
事
の

形
態
や
形
状
寸
法
は
千
差
万
別
で
あ
る

た
め
、
構
造
物
や
施
工
の
仕
様
全
体
を

標
準
化
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
り
、
ま

た
不
適
切
で
も
あ
る
。
し
か
し
、
完
成

後
の
構
造
物
や
施
設
に
つ
い
て
は
、
こ

れ
ま
で
に
蓄
積
さ
れ
た
技
術
的
知
見
を

可
能
な
限
り
類
型
化
し
、
標
準
化
す
る

こ
と
は
可
能
で
あ
る
。
ま
た
、
こ
の
よ

う
な
統
一
的
な
設
計
・
施
工
の
技
術
基

準
は
、
構
造
物
や
施
設

の
発
注
・
設
計
・
施

工
・
維
持
管
理
全
体
の

効
率
化
に
と
っ
て
も
有

益
で
あ
る
こ
と
は
言
う

ま
で
も
な
い
。

3.

階
層
化
さ
れ
た

技
術
基
準

図
３
は
、
我
が
国
の

各
種
の
施
設
や
構
造
物

に
関
す
る
統
一
的
な
設

計
・
施
工
・
維
持
管
理

の
技
術
基
準
を
国
際
的

視
点
に
立
っ
て
整
備
す

る
に
当
た
っ
て
は
、
使

い
や
す
さ
や
制
定
作
業

の
効
率
性
を
考
慮
し

て
、
技
術
基
準
全
体
を

階
層
化
す
る
手
法
を
採

り
入
れ
た
も
の
で
あ

図1 ユーロコード（欧州構造基準）の体系

図2 ユーロコード（欧州構造基準）の規格名

   

                            

                   

               

                     

                     

  

                    

                         

            

            

      

                     

                     

  

 

 

                      

                                          

                  

                

              

                                

                                          

 

 

  

 

図3 構造物の技術基準の体系化案

技
術
基
準
体
系
の
再
構
築
試
案
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る
。
こ
の
よ
う
に
、
技
術
基
準
体
系
に

つ
い
て
も
、
階
層
化
す
る
こ
と
を
念
頭

に
置
き
つ
つ
、再
構
築
さ
れ
る
べ
き
と
考

え
て
い
る
。

前
述
し
た
Ｅ
Ｕ
の
建
設
製
品
指
令
Ｃ

Ｐ
Ｄ
８
９
／
１
０
６
／
Ｅ
Ｅ
Ｃ
に
加

え
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
２
３
９
４
お
よ
び
欧
州
規

格
の
Ｅ
Ｎ

１
９
９
０
も
、
図
３
の
中

に
は
追
記
し
て
い
る
。
ま
た
、
国
土
交

通
省
の
「
土
木
・
建
築
に
か
か
る
設
計

の
基
本
」
に
つ
い
て
も
示
し
て
い
る

6)

。

技
術
基
準
は
、
従
来
の
仕
様
規
定
型

に
代
わ
り
性
能
規
定
型
を
主
体
と
す
る

と
と
も
に
、
技
術
基
準
を
階
層
化
し
て

レ
ベ
ル
１
、
レ
ベ
ル
２
、
レ
ベ
ル
３
の

三
階
層
と
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
基
準
に
適

合
す
る
評
価
シ
ス
テ
ム
を
構
築
す
る
こ

と
に
つ
い
て
も
提
案
し
て
い
る
。
こ
の

技
術
基
準
体
系
は
、
Ｅ
Ｎ
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
に
も
適
切
に
対
応
す
る
も
の
で
あ

る
。4.

レ
ベ
ル
１
の
技
術
基
準

構
造
物
の
性
能
、
設
計
・
施
工
・

維
持
管
理
、
お
よ
び
構
造
物
に
用
い
る

各
種
材
料
の
基
本
的
品
質
、
要
求
性
能

に
つ
い
て
、
レ
ベ
ル
１
に
は
性
能
規
定

型
の
基
本
的
な
考
え
方
を
規
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
れ
に
は
、
現
行
の
法
律
、

省
令
、
通
達
等
が
位
置
す
る
。
Ｅ
Ｕ
に

お
い
て
は
、
前
述
し
た
Ｃ
Ｐ
Ｄ
が
こ
れ

ら
に
対
応
す
る
。

5.

レ
ベ
ル
２
の
技
術
基
準

レ
ベ
ル
２
に
は
、
構
造
物
の
設
計
・

施
工
・
維
持
管
理
方
法
の
原
則
を
、
性

能
規
定
型
で
規
定
す
る
も
の
で
あ
る
。

現
在
わ
が
国
に
は
、
構
造
物
全
般
に
わ

た
る
共
通
事
項
に
つ
い
て
の
「
土
木
・

建
築
に
か
か
る
設
計
の
基
本
」以
外
は
、

こ
れ
に
位
置
す
る
技
術
基
準
は
な
い
。

土
木
学
会
コ
ン
ク
リ
ー
ト
標
準
示
方
書

が
性
能
照
査
型
に
改
訂
さ
れ
た
が
、
こ

れ
は
、「
土
木
・
建
築
に
か
か
る
設
計

の
基
本
」
を
土
木
分
野
の
コ
ン
ク
リ
ー

ト
構
造
物
に
つ
い
て
具
体
的
に
規
定
し

た
も
の
と
位
置
付
け
ら
れ
る
。
我
が
国

と
し
て
は
、
こ
の
レ
ベ
ル
の
技
術
基
準

を
早
急
に
整
備
す
る
こ
と
を
提
案
し
た

い
。Ｉ

Ｓ
Ｏ
２
３
９
４
や
Ｅ
Ｎ
１
９
９
０

の
基
本
規
格
と
具
体
的
な
規
格
と
に
、

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
０
７
２
１-

１
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１

０
７
２
１-

２
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
９
３
３
８
、

な
ら
び
に
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
９
９
０
を
各
種
構

造
物
別
に
具
体
的
に
規
定
し
た
各
種
の

Ｅ
Ｎ
の
欧
州
構
造
基
準
が
、
レ
ベ
ル
２

に
対
応
す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う

に
、
鋼
構
造
、
コ
ン
ク
リ
ー
ト
構
造
、

土
構
造
、
鋼
・
コ
ン
ク
リ
ー
ト
合
成
構

造
な
ど
の
構
造
種
別
ご
と
に
系
統
的
に

規
定
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

そ
の
折
、
土
木
構
造
物
に
共
通
す
る

事
項
を
抽
出
す
る
と
と
も
に
、
建
物
と

も
同
一
の
概
念
で
規
定
す
る
こ
と
が
必

要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
こ
れ
か
ら

の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
へ
の
対
応
お
よ
び
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規

格
と
の
国
際
整
合
化
に
対
し
て
、
我
が

国
の
優
れ
た
設
計
手
法
、
構
・
工
法
、

維
持
管
理
手
法
、
材
料
お
よ
び
品
質
保

証
シ
ス
テ
ム
等
を
国
際
規
格
に
反
映
さ

せ
る
た
め
に
も
、
不
可
欠
な
前
提
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。

使
用
材
料
の
要
求
性
能
、
製
造
・
製

作
方
法
お
よ
び
品
質
規
格
に
つ
い
て

も
、
性
能
規
定
型
の
規
格
を
整
備
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
と
と
も
に
、

こ
れ
ら
使
用
材
料
の
適
合
性
評
価
シ
ス

テ
ム
も
、
そ
れ
ら
の
品
質
試
験
方
法
と

対
応
し
て
規
定
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

で
あ
る
。

6.

レ
ベ
ル
３
の
技
術
基
準

レ
ベ
ル
３
で
は
、
港
湾
、
河
川
、
鉄

道
、
道
路
や
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
設
な
ど
の

構
造
物
や
施
設
の
種
類
別
に
、
設
計
方

法
や
施
工
方
法
ま
た
必
要
な
ら
ば
独
自

の
材
料
の
品
質
な
ど
に
つ
い
て
、
性
能

規
定
型
で
、
レ
ベ
ル
１
や
レ
ベ
ル
２
の

技
術
基
準
に
整
合
さ
せ
て
規
定
す
る
も

の
で
あ
る
。
こ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
従
来

型
の
仕
様
規
定
型
の
技
術
基
準
の
方
が

望
ま
し
い
分
野
も
あ
る
。
共
通
仕
様
書

や
土
木
学
会
等
で
制
定
さ
れ
て
い
る
各

種
の
団
体
規
格
が
、
レ
ベ
ル
３
に
対
応

す
る
。

7.

技
術
基
準
の
再
構
築

こ
の
よ
う
な
技
術
基
準
を
再
構
築
す

る
場
合
に
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
と
の
整
合
、

土
木
・
建
築
両
分
野
の
調
整
、
国
家
規

格
と
民
間
規
格
（
団
体
規
格
）
と
の
調

整
な
ど
、
解
決
す
べ
き
多
く
の
課
題
が

あ
る
の
も
事
実
で
あ
る
。
し
か
し
な
が

ら
、
近
年
の
建
設
工
事
を
取
り
巻
く
状

況
は
大
き
く
変
化
し
て
お
り
、
公
共
工

事
の
コ
ス
ト
縮
減
、
各
種
技
術
基
準
の

性
能
規
定
化
、
海
外
資
材
の
調
達
、
再

生
資
源
の
活
用
な
ど
の
社
会
的
要
請
に

も
積
極
的
に
対
応
し
て
い
く
た
め
に

も
、
こ
れ
ま
で
の
技
術
基
準
体
系
を
見

直
し
再
構
築
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。

こ
れ
ら
レ
ベ
ル
３
の
従
来
の
技
術
基

準
に
お
い
て
も
、
設
計
図
書
等
の
品
質

保
証
の
シ
ス
テ
ム
が
技
術
基
準
に
明
示

さ
れ
て
い
な
い
の
が
一
般
的
で
あ
る
。

こ
の
レ
ベ
ル
３
の
技
術
基
準
に
品
質
保

証
と
適
合
性
評
価
シ
ス
テ
ム
を
明
示
す

る
こ
と
が
、
国
際
化
の
推
進
に
お
い
て

重
要
な
技
術
検
討
事
項
に
な
る
と
考
え

ら
れ
る
。

そ
し
て
使
用
材
料
だ
け
で
な
く
、
構

造
物
に
つ
い
て
の
品
質
保
証
シ
ス
テ
ム

を
、
設
計
や
施
工
の
品
質
を
保
証
す
る

適
合
性
評
価
シ
ス
テ
ム
と
と
も
に
、
レ

ベ
ル
２
の
技
術
基
準
の
中
に
も
盛
り
込

む
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
適

合
性
評
価
シ
ス
テ
ム
は
、
Ｅ
Ｃ
（
Ｅ
Ｕ
）

委
員
会
も
採
用
し
て
い
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０

０
０
シ
リ
ー
ズ
や
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｉ
Ｅ
Ｃ
ガ

イ
ド
６
５
（
製
品
認
証
機
関
に
関
す
る

一
般
要
求
事
項
）
な
ど
を
前
提
に
構
築

し
な
け
れ
ば
、
国
際
化
に
対
応
で
き
な

い
で
あ
ろ
う
。
平
成
一
七
年
一
〇
月
か

ら
変
更
に
な
る
Ｊ
Ｉ
Ｓ
マ
ー
ク
の
製
品

認
証
シ
ス
テ
ム
は
、
こ
の
国
際
化
に
対

応
し
た
適
合
性
評
価
シ
ス
テ
ム
で
あ

る
。建

設
工
事
の
国
際
化
の
進
展
、
Ｉ
Ｓ

Ｏ
規
格
や
Ｅ
Ｎ
の
規
格
制
定
の
動
向
を

概
観
し
、
我
が
国
に
お
い
て
、
各
種
の

構
造
物
に
つ
い
て
の
統
一
的
な
設
計
・

施
工
の
技
術
基
準
を
中
核
と
し
て
階
層

化
し
た
技
術
基
準
体
系
を
構
築
す
る
こ

と
を
提
案
し
た
。
こ
の
よ
う
な
技
術
基

準
を
整
備
す
る
こ
と
に
よ
り
、
我
が
国

の
優
れ
た
建
設
の
技
術
や
シ
ス
テ
ム
を

Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格
の
中
に
取
り
入
れ
る
積
極

的
な
活
動
が
可
能
と
な
っ
て
く
る
。
幸

い
、
国
土
交
通
省
に
お
い
て
は
「
土

木
・
建
築
に
か
か
る
設
計
の
基
本
」
を

公
表
し
た
。
こ
の
よ
う
な
活
動
が
各
分

野
で
積
極
化
し
、
世
界
に
開
か
れ
た
わ

が
国
の
優
れ
た
技
術
基
準
体
系
が
確
立

さ
れ
る
こ
と
を
期
待
す
る
。
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今
回
は
「
技
術
と
国
際
化
」
が
テ
ー

マ
で
す
。
我
が
国
は
、『
技
術
立
国
』

を
目
指
す
と
と
も
に
、
そ
の
技
術
を
活

か
す
制
度
の
国
際
的
な
統
一
・
標
準
化

に
も
力
を
入
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
そ
こ

で
技
術
の
権
利
化
と
も
言
え
る
知
的
財

産
に
つ
い
て
取
り
上
げ
て
み
ま
し
た
。

二
一
世
紀
は
、
知
的

創
造
時
代
と
い
わ
れ
て

お
り
ま
す
。
研
究
開
発

を
実
施
し
、
そ
の
成
果

を
蓄
積
し
普
及
し
な
が
ら
有
効
活
用
し

て
い
く
こ
と
が
重
要
な
課
題
で
す
。
知

的
財
産
権
制
度
は
、
有
用
な
技
術
を
開

発
し
た
者
の
利
益
を
保
障
す
る
制
度
で

あ
る
た
め
、
技
術
の
向
上
や
新
規
産
業

創
出
に
資
す
る
も
の
で
、
そ
の
強
化
を

図
る
こ
と
の
重
要
性
が
日
増
し
に
高
ま

っ
て
い
ま
す
。
知
的
財
産
権
（「
知
的

所
有
権
」
と
も
言
わ
れ
て
い
る
）
と
は
、

人
間
の
幅
広
い
知
的
創
造
活
動
に
つ
い

て
、
そ
の
創
作
者
に
権
利
保
護
を
与
え

る
も
の
で
、
我
が
国
で
は
従
前
は
あ
ま

り
重
要
視
さ
れ
な
か
っ
た
た
め
、
そ
の

権
利
意
識
と
侵
害
に
対
す
る
認
識
の
強

化
が
、
国
際
的
な
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
タ
ン

ダ
ー
ド
の
観
点
か
ら
求
め
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

で
は
、
知
的
財
産
権
と
は
一
体
ど
ん

な
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。
具
体
的
な

対
象
と
し
て
は
、
独
創
的
な
ア
イ
デ
ア

で
あ
る
「
発
明
」
や
「
考
案
」、
ユ
ニ

ー
ク
な
デ
ザ
イ
ン
で
あ
る
「
意
匠
」、

音
楽
や
小
説
、
絵
画
な
ど
の
「
著
作
物
」

な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
が
特
許
法
、

実
用
新
案
法
、
意
匠
法
、
著
作
権
法
に

よ
っ
て
「
○
○
権
」
と
い
う
形
で
保
護

さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
営
業
上
の
標

識
と
し
て
は
、
事
業
活
動
を
行
う
時
に

使
わ
れ
る
名
前
で
あ
る
「
商
号
」、
自

己
の
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
を
示
す
た
め
に

用
い
ら
れ
る
「
商
標
」（
い
わ
ゆ
る
ブ

ラ
ン
ド
）
な
ど
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
商

法
、
商
標
法
に
よ
っ
て
保
護
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
権
利
の
う
ち
、
特
許

権
、
実
用
新
案
権
、
意
匠
権
、
商
標
権

を
工
業
所
有
権
（
最
近
は
産
業
財
産
権

と
も
言
う
）
と
言
い
、
特
許
庁
の
所
管

と
さ
れ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら

の
知
的
財
産
の
中
で
も
、
バ
イ
オ
テ
ク

ノ
ロ
ジ
ー
、
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ
ク
ス
・
情

報
通
信
な
ど
い
わ
ゆ
る
ハ
イ
テ
ク
分
野

で
の
技
術
開
発
は
盛
ん
で
あ
る
こ
と
か

ら
、
例
え
ば
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
・
プ
ロ
グ

ラ
ム
（
著
作
権
法
）
や
、
半
導
体
集
積

回
路
（
半
導
体
チ
ッ
プ
保
護
法
）
な
ど
、

新
た
に
保
護
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
分

野
も
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
、
製
造
技
術

の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
顧
客
リ
ス
ト
な
ど
の
営

業
秘
密
の
不
正
な
取
得
・
使
用
行
為
、

モ
ノ
マ
ネ
商
品
の
製
造
・
販
売
、
商
品

の
品
質
・
内
容
を
偽
る
表
示
や
著
名
な

他
人
の
ブ
ラ
ン
ド
の
た
だ
乗
り
と
い
っ

た
事
業
活
動
に
お
け
る
不
正
な
競
争
行

為
を
不
正
競
争
防
止
法
で
は
、
こ
れ
を

知
的
財
産
の
侵
害
と
し
て
、
○
○
権
と

は
な
っ
て
い
ま
せ
ん
が
保
護
の
対
象
と

し
て
お
り
ま
す
（
図
１
）。

近
年
で
は
、
知
的
財
産
権
の
保
護
・

強
化
が
、
各
国
の
企
業
、
国
家
に
と
っ

て
産
業
の
競
争
力
強
化
に
は
有
効
と
の

認
識
が
国
際
的
に
高
ま
っ
て
き
て
お

り
、
国
連
専
門
機
関
で
あ
る
Ｗ
Ｉ
Ｐ
Ｏ

（
世
界
知
的
所
有
権
機
構
）
や
、
Ｗ
Ｔ

Ｏ
・
Ｔ
Ｒ
Ｉ
Ｐ
Ｓ
（
知
的
所
有
権
の
貿

易
関
連
側
面
）
協
定
な
ど
、
様
々
な
国

際
会
議
や
条
約
で
、
各
国
の
知
的
財
産

権
の
保
護
制
度
を
統
一
・
共
有
化
の
活

動
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

建
設
業
界
で
の
特
許

等
知
的
財
産
の
位
置
づ

け
は
、
同
じ
も
の
づ
く

り
産
業
で
あ
り
な
が
ら

も
電
気
製
品
な
ど
の
製
造
業
と
は
大
き

く
異
な
り
ま
す
。
ま
ず
、
建
設
産
業
で

は
、
製
品
の
機
能
や
部
品
な
ど
に
関
す

る
い
わ
ゆ
る
モ
ノ
特
許
で
は
な
く
、
建

物
や
土
木
構
造
物
の
作
り
方
に
関
す
る

工
法
特
許
が
多
い
こ
と
が
特
徴
で
す
。

特
許
が
他
人
（
他
社
）
に
侵
害
さ
れ
た

場
合
は
、
そ
の
侵
害
事
実
を
挙
証
す
る

の
は
被
侵
害
者
側
で
あ
り
、
工
法
特
許

で
は
、
特
許
侵
害
の
発
見
や
そ
の
侵
害

の
証
明
が
モ
ノ
特
許
に
比
べ
て
非
常
に

難
し
い
た
め
、
技
術
の
財
産
権
と
し
て

確
立
し
に
く
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。
次

に
、
建
設
産
業
は
複
合
技
術
産
業
で
あ

り
技
術
が
全
体
的
に
成
熟
し
て
い
る
こ

技術の国際化と知的財産 
～知的財産権とは？　国際化する建設産業との今後のかかわりは？～ 

知的財産権の種類 

創作意欲を促進 信用の維持 

○「商標」を保護 
○登録から 10 年 
　（更新あり） 

○登録された「商号」を保護 

［以下の行為を禁止］ 
○周知表示との混同 
○著名ブランドのただ乗り 
○商品形態のデッドコピー 
○原産地等の虚偽表示 
○ドメインネームの不正取得 

［注］特許、実用新案、意匠、 
 商標を産業財産権という 

○「発明」を保護 
○出願から 20 年 

○物品の形状等の考案を保護 
○出願から 10 年 

○物品のデザインを保護 
○登録から 15 年 

○文芸、学術、美術、音楽、 
　プログラム等の精神的作品を保護 
○死後 50 年（法人は公表後 50 年、 
　 映画は公表後 70 年） 

○植物の新品種を保護 
○登録から 20 年（樹木 25 年） 

○半導体集積回路の回路配置の利用 
　を保護 
○登録から 10 年 

○ノウハウや顧客リストの盗用など 
　不正行為を禁止 

知的創造物についての権利 

特許権（特許法） 

実用新案権 
（実用新案法） 

意匠権（意匠法） 

産業財産権＝特許庁所管 

営業標識についての権利 

商標権（商標法） 

商号（商法） 

商品表示、形態等 
（不正競争防止法） 

営業秘密 
（不正競争防止法） 

回路配置利用権 
（半導体集積回路の回路配置 

に関する法律） 

育成者権（種苗法） 

著作権（著作権法） 

AQ

AQ

建
設
分
野
で
は
、
知
的
財
産
権
、

特
に
新
技
術
の
権
利
化
で
あ
る
特

許
権
は
あ
ま
り
重
要
視
さ
れ
て
い

な
い
よ
う
に
思
い
ま
す
が
…
。

図１　知的財産権の種類
（特許庁HPより）

最
近
取
り
立
た
さ
れ
る
知
的
財

産
権
と
は
何
！
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削
減
技
術
へ
の
直
接
の
投
資
は
存
在
し

て
も
、
従
前
に
は
な
い
よ
う
な
ブ
レ
ー

ク
ス
ル
ー
を
も
た
ら
す
新
工
法
の
よ
う

な
研
究
開
発
へ
の
投
資
は
減
少
し
、結
果

的
に
よ
り
技
術
が
軽
視
さ
れ
る
可
能
性

が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
状
況
は
数
字
に
も
的
確

に
表
れ
て
お
り
、
建
設
産
業
の
研
究
開

発
投
資
は
他
産
業
に
比
べ
著
し
く
低

く
、
ま
た
研
究
の
コ
ス
ト
意
識
も
低
い

の
が
実
態
で
す
。
現
に
、
平
成
一
五
年

度
総
務
省
科
学
技
術
調
査
の
統
計
（
表

１
）
で
は
、
研
究
費
の
対
売
上
比
は
全

産
業
平
均
で
二
・
九
八
％
に
対
し
、
建

設
産
業
で
は
〇
・
四
二
％
と
極
め
て
低

い
レ
ベ
ル
に
あ
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い

ま
す
。

こ
の
よ
う
に
建
設
産

業
特
有
の
背
景
や
実
態

か
ら
、
従
来
は
建
設
業

界
に
お
け
る
知
財
戦
略

は
他
の
業
種
と
比
べ
る
と
積
極
的
で
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
近
年
、
産
業

事
業
規
模
も
縮
小
し
つ
つ
あ
る
こ
と
か

ら
海
外
進
出
に
力
を
入
れ
る
企
業
も
出

て
く
る
と
と
も
に
業
界
内
の
競
争
が
激

化
し
、
品
質
や
工
法
で
差
別
化
が
な
さ

れ
技
術
を
前
面
に
押
し
出
し
て
勝
負
す

る
場
面
が
増
え
て
き
て
お
り
、
今
後
も

業
界
淘
汰
と
も
に
、
益
々
こ
の
傾
向
が

続
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
こ
う
し
た
動

向
に
連
動
し
て
、各
企
業
に
お
い
て
は
、

そ
の
生
き
残
り
の
た
め
の
技
術
力
に
直

結
す
る
知
的
財
産
戦
略
の
重
要
性
が
急

速
に
認
識
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。
各
社

と
も
独
自
技
術
の
開
発
に
注
力
し
、
並

行
し
て
権
利
化
を
促
進
し
て
い
る
よ
う

で
す
。
さ
ら
に
権
利
取
得
の
み
な
ら
ず

他
社
に
よ
る
侵
害
状
況
を
調
査
す
る
な

ど
、
権
利
の
積
極
的
な
保
護
に
も
力
を

入
れ
つ
つ
あ
る
よ
う
で
す
。

こ
の
よ
う
な
技
術
重
視
の
動
き
は
、

国
の
契
約
制
度
に
お
い
て
も
そ
の
方
向

性
が
打
ち
出
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
国
土

交
通
省
に
よ
り
公
共
事
業
分
野
で
最
近

は
技
術
力
を
前
提
と
し
た
入
札
方
式
が

試
行
的
に
実
施
さ
れ
、
単
な
る
入
札
価

格
で
は
な
く
創
意
工
夫
・
技
術
能
力
の

高
い
会
社
が
、
業
務
を
受
注
す
る
流
れ

が
構
築
さ
れ
つ
つ
あ
り
、
実
績
を
挙
げ

て
お
り
ま
す
。
さ
ら
に
入
札
も
国
際
化

し
つ
つ
あ
り
、
特
に
、
技
術
力
本
位

（
設
計
や
施
工
も
民
間
が
提
案
し
実
施

し
す
る
方
式
）
で
、
大
き
な
仕
事
に
チ

ャ
レ
ン
ジ
で
き
る
方
向
も
出
現
し
つ
つ

あ
り
ま
す
（
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
No.
15
、
26
Ｐ
参

照
）。この

よ
う
な
流
れ
の
中
で
、
今
後
、

知
的
財
産
権
は
、
そ
の
技
術
力
を
測
る

明
確
な
指
標
、
ま
た
当
該
大
工
事
を
受

注
で
き
る
根
拠
と
し
て
注
目
を
集
め
る

こ
と
と
な
る
で
し
ょ
う
。

そ
の
ほ
か
、
こ
の
よ
う
な
技
術
の
国

際
化
の
流
れ
の
中
で
、
わ
が
国
が
特
に

注
視
す
べ
き
課
題
が
あ
り
ま
す
。
日
本

の
公
共
事
業
で
は
、
あ
る
企
業
で
せ
っ

か
く
先
行
投
資
を
し
て
開
発
し
た
技
術

が
あ
っ
て
も
、
技
術
の
普
遍
性
の
確
認

を
行
っ
て
か
ら
で
な
い
と
採
用
さ
れ
に

図 2 知的財産（産業財産権）の再生産の
仕組み（特許庁テキストより）

と
か
ら
、
一
つ
の
特
許
（
技
術
）
で
事

業
全
体
が
押
さ
え
ら
れ
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
長
大
な
橋
や
超
高
層
ビ
ル

で
も
そ
の
建
設
の
た
め
に
使
わ
れ
る
新

技
術
は
、
製
品
の
中
で
使
わ
れ
る
数
多

い
技
術
全
体
か
ら
考
え
て
Ｄ
Ｖ
Ｄ
等
先

端
的
技
術
の
電
気
製
品
な
ど
に
比
し
そ

れ
程
多
く
な
い
の
が
実
情
で
、
電
気
製

品
や
医
薬
品
の
よ
う
に
一
つ
の
研
究
成

果
、
技
術
開
発
が
、
大
量
生
産
さ
れ
る

製
品
の
内
容
を
一
気
に
変
え
て
し
ま
う

よ
う
な
製
造
業
と
は
根
本
的
に
異
な
る

の
で
す
。
ま
た
、
あ
る
技
術
に
つ
い
て
諸

外
国
に
出
願
申
請
し
て
仮
に
特
許
と
し

て
権
利
化
さ
れ
た
と
し
て
も
、
上
記
に

述
べ
た
よ
う
に
、
侵
害
性
を
立
証
し
に

く
い
こ
と
や
製
品
全
体
に
占
め
る
割
合

が
少
な
い
こ
と
か
ら
、
海
外
出
願
が
必
ず

し
も
市
場
獲
得
の
た
め
の
有
効
な
企
業

戦
略
の
手
段
に
な
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
に
、
そ
も
そ
も
建
設
産
業

で
は
製
品
も
一
品
一
品
が
異
な
る
こ
と

か
ら
初
め
に
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
あ
り
き
の

技
術
開
発
、
研
究
開
発
し
か
想
定
で
き

ず
、
量
産
可
能
な
電
気
製
品
の
よ
う
な

先
行
投
資
、
つ
ま
り
新
し
い
技
術
を
発

見
・
開
発
し
そ
の
技
術
を
も
と
に
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
る
類
の
も
の
で
は
な

い
こ
と
が
、
特
許
権
に
対
す
る
認
識
や

重
要
性
が
高
く
な
い
こ
と
の
主
因
と
思

わ
れ
ま
す
。
こ
の
結
果
、
建
設
産
業
で

は
研
究
成
果
は
重
要
な
経
営
資
源
に
は

な
り
に
く
い
状
況
で
、
事
実
上
、
技
術

の
財
産
化
と
そ
の
取
引
に
よ
る
研
究
開

発
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
ほ
と
ん
ど
存
在
し
て

お
り
ま
せ
ん
。
高
い
技
術
に
よ
る
業
務

の
受
注
や
特
許
料
収
入
、
そ
れ
に
伴
う

外
部
か
ら
の
研
究
投
資
、
優
秀
な
研
究

者
の
流
入
と
い
っ
た
流
れ
が
新
た
な
利

益
を
生
み
、
更
な
る
研
究
成
果
の
創
出

と
い
う
研
究
開
発
を
持
続
的
な
い
し
は

拡
大
再
生
産
す
る
仕
組
み
（
図
２
）
が

発
達
し
て
い
な
い
た
め
、
知
的
財
産
が

企
業
の
必
須
の
経
営
資
源
と
は
な
っ
て

な
い
の
で
す
。
ま
た
、
創
出
さ
れ
た
技

術
に
対
す
る
厳
格
な
評
価
と
開
発
者
レ

ベ
ル
で
の
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
も
あ
ま
り

な
い
状
況
で
す
。
つ
ま
り
、
研
究
開
発

の
当
事
者
に
と
っ
て
研
究
開
発
成
果
が

外
部
か
ら
的
確
に
評
価
さ
れ
る
シ
ス
テ

ム
が
学
術
誌
以
外
は
殆
ど
な
く
、
開
発

し
た
新
技
術
に
的
確
な
評
価
・
価
値
付

け
が
な
さ
れ
る
と
と
も
に
成
果
が
個
人

に
還
元
さ
れ
さ
ら
に
個
人
が
研
究
を
遂

行
し
実
用
化
し
て
い
く
た
め
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
ら
の

結
果
、
企
業
組
織
と
し
て
研
究
開
発
部

門
を
維
持
す
る
積
極
的
な
動
機
は
見
つ

け
に
く
い
状
況
で
す
。

そ
の
ほ
か
、
建
設
産
業
は
、
そ
の
受

注
対
象
に
は
公
共
事
業
が
多
く
、
公
共

と
い
う
性
格
か
ら
公
平
性
が
重
視
さ

れ
、
基
本
的
に
独
占
を
嫌
う
発
注
体
制

と
な
っ
て
お
り
、
特
許
権
の
取
得
や
研

究
開
発
費
の
回
収
を
現
実
に
困
難
に
し

て
い
る
点
も
事
実
で
し
ょ
う
。
こ
の
ま

ま
技
術
開
発
の
メ
リ
ッ
ト
が
な
い
発
注

体
制
が
続
き
、
コ
ス
ト
削
減
で
費
用
対

効
果
が
よ
り
重
視
さ
れ
る
と
、
コ
ス
ト

表1 産業別売上高に対する研究費の比率
（単位　%）AQ今

後
の
国
際
化
す
る
建
設
分
野
で

の
見
通
し
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

産業 14年度 15年度
全産業 3.06 2.98

農林水産業 0.53 0.74
鋼業0.93 0.93
建設業 0.39 0.42
製造業 3.99 3.71
食品工業 1.08 1.06
繊維工業 2.25 1.70
パルプ・紙工業 1.16 1.16
印刷業 1.35 1.26
医薬品工業 8.91 8.43
化学工業 3.59 4.13
総合化学・化学繊維工業 3.90 3.66
油脂・塗料工業 4.13 4.34
その他の化学工業 2.95 5.13
石油製品・石炭製品工業 0.23 0.23
プラスチック製品工業 2.44 2.47
ゴム製品工業 4.20 4.34
窯業 2.52 2.30
鉄鋼業 1.50 1.45
非鉄金属工業 2.45 2.13
金属製品工業 1.39 1.25
機械工業 4.43 4.12
電気機械器具工業 5.20 5.05
電子応用・電気計測器工業 4.98 5.14
その他の電気機械器具工業 5.26 5.02
情報通信機械器具工業 7.43 6.75
電子部品・デバイス工業 5.13 3.88
輸送用機械工業 4.35 4.40
自動車工業 4.56 4.63
その他の輸送用機械工業 1.87 1.69
精密機械工業 7.77 6.26
その他の工業 1.82 2.14
電気・ガス・熱供給・水道業 0.44 0.41
情報通信業 1.97 2.08
ソフトウェア・情報処理業 2.41 3.13
通信業 1.97 1.85
放送業 0.17 0.17
新聞・出版・その他の情報通信業 1.07 0.79
運輸業 0.29 0.24
卸売業 0.19 0.29
サービス業 13.20 20.44
専門サービス業 0.81 1.05
学術研究機関 84.41 85.93
その他の事業サービス業 0.80 0.89

注）特殊法人・独立行政法人、金融・保険業を除く。
総務省統計局 HP 「平成 16年科学技術研究調査結果の概要」より抜粋
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く
い
傾
向
が
あ
る
よ
う
で
す
。
一
方
、

欧
米
で
は
、
こ
の
よ
う
な
新
し
い
技
術

の
採
用
に
対
す
る
状
況
は
若
干
違
う
よ

う
で
、
あ
る
特
定
の
技
術
を
売
り
物
に

す
る
こ
と
で
、
公
共
工
事
も
受
注
で
き

る
よ
う
で
す
。
つ
ま
り
、
欧
米
で
は
対

象
事
業
に
対
し
て
性
能
や
機
能
が
示
さ

れ
る
だ
け
で
、
そ
れ
を
満
た
す
た
め
の

方
法
で
あ
る
工
法
や
技
術
は
、
そ
の
性

能
や
機
能
が
達
成
で
き
れ
ば
よ
い
と
い

う
考
え
方
な
の
で
し
ょ
う
。
技
術
向
上

を
軸
と
し
て
建
設
産
業
の
建
て
直
し
・

活
性
化
を
図
る
た
め
に
は
、
こ
の
課
題

を
解
決
す
る
必
要
が
あ
る
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
国
際
的
な
流
れ
で
あ
る
、

技
術
基
準
・
標
準
の
性
能
規
定
化
に
つ

い
て
留
意
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
と
思

い
ま
す
。

社
会
基
盤
整
備
事
業

（
土
木
系
公
共
事
業
）

に
お
い
て
は
、
工
事
を

行
う
に
あ
た
り
様
々
な

技
術
調
査
業
務
が
民
間
の
調
査
請
負
会

社
に
発
注
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、
そ
の

報
告
書
や
副
次
的
産
物
で
あ
る
計
算
プ

ロ
グ
ラ
ム
も
発
注
者
側
に
そ
の
著
作
権

が
移
さ
れ
る
よ
う
な
契
約
に
な
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
の
発
注
者
と
受
注
者
（
受

託
者
）
と
の
間
で
の
著
作
権
の
取
扱
の

あ
り
方
が
、
知
的
財
産
権
保
護
の
高
ま

り
（
権
利
は
基
本
的
に
知
的
創
造
を
為

し
た
人
の
も
の
）
の
中
で
、
今
後
、
問

題
化
す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
調
査
に
お
け
る
委
託
料

（
請
負
）
に
は
、「
役
務
」
と
役
務
に
よ

は
な
く
、
報
告
書
を
お
金
で
買
っ
て
も

○
○
さ
ん
の
著
作
は
、
財
産
上
の
権
利

以
外
は
、
ず
っ
と
○
○
さ
ん
の
著
作
で

あ
り
続
け
ま
す
。
①
の
論
点
の
実
態
と

し
て
は
、
現
実
に
は
、
有
名
作
家
は
著

作
財
産
権
に
つ
い
て
は
著
作
物
の
利
用

で
き
る
権
利
（
複
製
し
て
出
版
す
る
権

利
）
の
み
を
出
版
社
に
与
え
対
価
を
得

て
、
無
名
作
家
（
ゴ
ー
ス
ト
ラ
イ
タ
ー
）

で
は
利
用
で
き
る
権
利
で
は
な
く
著
作

財
産
権
を
出
版
社
に
譲
渡
し
て
対
価
を

得
た
り
し
ま
す
。
技
術
調
査
は
後
者
の

方
の
扱
い
に
近
く
、
現
実
の
力
関
係
か

ら
の
契
約
に
な
っ
て
ま
す
。
今
後
、
も

し
技
術
力
の
高
い
高
名
な
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
組
織
に
調
査
を
委
託
す
る
場
合

は
、
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
技
術
力
を
背

景
に
い
ろ
い
ろ
契
約
時
に
主
張
す
れ

ば
、
報
告
書
に
関
す
る
権
利
や
利
用
方

法
に
つ
い
て
は
従
前
と
違
っ
て
協
議
と

い
う
こ
と
も
あ
り
得
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
。
②
の
論
点
で
は
、
当
該
調
査
報
告

書
を
加
工
し
て
技
術
資
料
を
作
成
し
た

り
、
担
当
者
が
論
文
発
表
を
し
た
り
す

る
場
合
に
、
い
ろ
い
ろ
事
前
に
決
め
て

お
か
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
生
じ
る
で

し
ょ
う
。

さ
ら
に
、
も
っ
と
本
質
的
な
意
味
で

の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
国
等
の
機
関
で

報
告
書
を
行
政
（
工
事
や
事
業
、
当
該

事
務
所
の
諸
活
動
）
に
生
か
す
た
め
に

自
由
に
利
用
で
き
な
け
れ
ば
、
実
際
に

意
味
が
無
く
、
国
等
の
発
注
者
が
対
価

を
支
払
っ
た
成
果
物
の
利
用
が
、
い
ろ

い
ろ
な
面
で
制
限
さ
れ
る
と
な
る
と
納

税
者
で
あ
る
国
民
の
立
場
は
ど
う
な
る

の
か
と
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。
内
容
を

利
用
す
る
に
当
た
っ
て
、
い
ろ
い
ろ
契

約
を
結
ん
だ
り
ま
た
対
価
を
払
っ
た
り

す
る
よ
う
で
は
、
手
続
き
が
増
え
行
政

上
の
コ
ス
ト
が
増
大
し
ま
す
。「
公
的

な
使
用
で
は
著
作
権
に
か
か
わ
り
な

く
使
用
で
き
る
。」
な
ど
と
私
権
を
全

く
無
視
す
る
こ
と
も
で
き
ず
、「
書
き

も
の
は
本
来
書
い
た
人
の
も
の
」
と

い
う
基
本
的
な
精
神
を
踏
み
に
じ
る

わ
け
に
も
い
か
ず
、
難
し
い
と
こ
ろ

る
成
果
の
「
譲
渡
」
の
二
つ
に
対
す
る

対
価
が
含
ま
れ
て
い
る
と
、
解
釈
さ
れ

て
お
り
ま
す
。
委
託
料
が
支
払
わ
れ
た

そ
の
時
点
で
発
注
者
は
成
果
物
（
報
告

書
等
）
を
購
入
（
所
有
権
が
移
転
）
し

た
こ
と
に
な
り
、
そ
れ
を
如
何
に
使
う

か
は
発
注
者
の
自
由
と
い
う
状
況
（
所

有
権
は
、
所
有
者
が
対
象
物
に
対
し
自

由
に
「
使
用
」、「
収
益
」、「
処
分
」
で

き
る
権
利
で
す
。
報
告
書
等
成
果
の
電

子
納
品
を
特
記
仕
様
書
に
規
定
し
て
い

る
点
で
発
注
者
側
の
そ
の
利
用
は
自
由

と
の
認
識
が
明
白
に
汲
み
取
れ
ま
す
。）

で
す
が
、
今
後
、
知
的
財
産
に
対
す
る

意
識
が
、
建
設
産
業
も
含
め
わ
が
国
の

各
分
野
で
高
ま
っ
て
い
く
に
つ
れ
、
そ

の
よ
う
な
著
作
物
に
対
し
て
、
所
有
権

と
は
あ
る
面
で
対
立
す
る
本
来
の
著
作

者
の
権
利
（
当
該
報
告
書
を
実
際
に
書

い
た
者
（
著
作
者
）
の
基
本
的
な
権
利

で
あ
る
著
作
財
産
権
と
著
作
者
人
格

権
）
の
保
護
が
主
張
さ
れ
る
可
能
性
が

あ
る
の
で
す
。

著
作
財
産
権
は
、
著
作
物
の
内
容
の

複
製
、
貸
与
、
譲
渡
等
著
作
物
の
利
用

の
仕
方
を
決
め
る
財
産
権
で
す
。一
方
、

著
作
者
人
格
権
は
、
自
分
の
著
作
を
、

自
分
の
名
前
で
、
し
か
も
内
容
を
変
え

ら
れ
る
こ
と
な
く
発
表
で
き
る
権
利

で
、
財
産
権
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

つ
ま
り
、
調
査
報
告
書
の
利
用
の
仕

方
は
、
所
有
権
上
は
自
由
で
す
が
、
①

著
作
財
産
権
で
は
相
手
に
自
由
に
し
え

な
い
こ
と
も
交
渉
の
過
程
で
契
約
書
上

設
定
で
き
る
の
で
す
。
さ
ら
に
著
作
者

人
格
権
で
は
、
②
報
告
書
を
利
用
し
て

発
注
者
が
勝
手
に
論
文
を
書
い
た
り
す

る
こ
と
は
で
き
ず
（
ま
ず
は
許
諾
が
必

要
で
、
そ
の
許
諾
内
容
は
利
用
の
程
度

に
よ
る
）、
こ
れ
は
、
契
約
の
問
題
で

■
知
的
財
産
権
と
知
的
所
有
権

「
知
的
所
有
権
」
と
「
知
的
財
産
権
」

は
混
同
さ
れ
、
ど
ち
ら
も
同
じ
意
味
と

し
て
使
用
さ
れ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

そ
も
そ
も
「in

tellectu
al
p
rop
erty

」

の
訳
語
で
あ
り
、
以
前
は
知
的
財
産
権

か
知
的
所
有
権
か
に
つ
い
て
論
争
が
あ

り
内
閣
法
制
局
は
知
的
所
有
権
を
支
持

し
た
よ
う
で
す
が
、
最
近
で
は
知
的
財

産
権
が
多
用
さ
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

特
許
権
等
工
業
所
有
権
は
、
も
と
も
と

産
業
上
の
利
用
か
ら
設
定
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
た
め
経
済
産
業
省
特
許
庁
所
管

で
財
産
権
的
要
素
が
強
く
、
一
方
著
作

権
は
、
文
部
科
学
省
文
化
庁
所
管
で
上

記
で
も
述
べ
た
よ
う
に
財
産
権
で
は
な

い
著
作
者
人
格
権
も
含
む
た
め
、
経
済

産
業
省
で
は
知
的
財
産
権
、
文
部
科
学

省
で
は
知
的
所
有
権
と
い
う
よ
う
に
お

役
所
で
使
い
分
け
て
い
る
面
も
見
ら
れ

ま
す
。
ま
た
、
従
来
に
な
い
知
的
ア
イ

デ
ア
が
権
利
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
だ

け
の
も
の
を
知
的
所
有
権
と
い
い
、
そ

の
知
的
ア
イ
デ
ア
が
「
資
産
的
価
値
」

を
有
す
る
場
合
、
知
的
財
産
権
と
い
う

と
い
っ
た
見
解
も
あ
り
ま
す
。
今
後
、

正
式
な
定
義
と
用
語
統
一
が
待
た
れ
る

と
こ
ろ
で
す
。

■
知
的
財
産
権
と
親
告
罪

特
許
法
も
著
作
権
法
も
、
そ
の
侵
害

の
罪
に
関
す
る
条
文
に
は
「
告
訴
が
な

け
れ
ば
公
訴
を
提
起
で
き
な
い
」
と
規

定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
が
、
特
許
法
の

方
は
、
平
成
一
〇
年
に
改
正
さ
れ
、
上

記
の
条
項
が
削
除
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

上
記
の
条
項
は
、
親
告
罪
と
い
わ
れ
る

も
の
で
、
被
害
者
の
告
訴
が
な
け
れ
ば

罪
に
問
わ
れ
な
い
趣
旨
で
す
。
こ
の
親

告
罪
は
、
①
被
害
者
の
意
思
に
反
し
て

そ
の
犯
罪
を
起
訴
し
て
公
に
す
る
と
か

え
っ
て
被
害
者
の
不
利
益
に
な
る
場
合

（
強
姦
罪
）
や
、
②
被
害
が
軽
い
場
合
に

被
害
者
の
意
思
に
反
し
て
ま
で
訴
追
す

る
必
要
が
な
い
場
合
（
著
作
権
法
、
か

つ
て
の
特
許
法
）
で
、「
違
法
＝
犯
罪
」

と
い
う
検
察
・
警
察
の
独
自
の
判
断
で

の
取
り
締
ま
り
は
基
本
的
に
は
行
わ
れ

な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
特
許
権
に
つ

い
て
は
、
ア
メ
リ
カ
等
特
許
権
侵
害
に

対
し
厳
し
い
国
の
要
請
も
あ
り
、
そ
の

取
締
り
が
強
化
さ
れ
た
経
緯
が
あ
り
ま

す
。
た
だ
、
実
際
に
特
許
権
侵
害
の
事

実
は
、
そ
の
技
術
に
精
通
す
る
者
し
か

把
握
で
き
ず
、
知
的
財
産
侵
害
に
対
す

る
罪
の
意
識
も
現
状
で
は
そ
う
高
く
な

く
、
そ
の
た
め
の
捜
査
機
関
も
整
備
さ

れ
て
い
な
い
日
本
で
は
、
事
実
上
は
被

害
者
の
告
訴
無
し
で
は
そ
の
摘
発
は
無

理
と
思
わ
れ
ま
す
。

（
文
／（
財
）沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）

企
画
部
　
禮
田
英
一

で
す
。
今
後
の
深
い
検
討
と
整
理
が
望

ま
れ
ま
す
。

（
文
／（
財
）沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
）

企
画
部
　
禮
田
英
一

AQ 技
術
そ
の
も
の
と
は
若
干
異
な
る

著
作
権
の
関
係
で
何
か
、
建
設
産

業
に
お
け
る
問
題
と
な
る
こ
と
は

あ
り
ま
す
か
。
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主
催：財

団
法
人
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

財
団
法
人
沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー

後
援：
国
土
交
通
省

協
賛：財

団
法
人

日
本
建
設
情
報
総
合
セ

ン
タ
ー

財
団
法
人
先
端
建
設
技
術
セ
ン
タ
ー

財
団
法
人

港
湾
空
港
建
設
技
術
サ

開
催
日：

平
成
一
七
年
五
月
二
七
日

（
金
）
一
一
時
〜
一
三
時

場
所：

経
団
連
会
館
８
Ｆ
　
富
士
の
間

審
議
事
項：

①
　
平
成
一
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
に
つ
い
て

②
　
平
成
一
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
の
修
正
に
つ
い
て

③
　
評
議
員
の
選
出
に
つ
い
て

④
　
顧
問
の
委
嘱
に
つ
い
て

⑤
　
役
員
の
互
選
に
つ
い
て

上
記
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

開
催
日：

平
成
一
七
年
五
月
一
九
日

（
木
）
一
一
時
〜
一
三
時

場
所：

虎
ノ
門
パ
ス
ト
ラ
ル
新
館
５
Ｆ

ロ
ー
レ
ル

審
議
事
項：

①
　
平
成
一
六
年
度
事
業
報
告
及
び
収

支
決
算
報
告
に
つ
い
て

②
　
平
成
一
七
年
度
事
業
計
画
及
び
収

支
予
算
の
修
正
に
つ
い
て

③
　
議
案
第
三
号
　
理
事
の
選
任
に
つ

い
て

上
記
に
つ
い
て
、
審
議
の
結
果
原
案
ど

お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

特
別
講
演

「
イ
ン
ド
洋
津
波
と
今
後
の
津
波
対
策

に
つ
い
て
」

独
立
行
政
法
人
港
湾
空
港
技
術
研
究
所

研
究
主
監
　
高
橋
重
雄
殿

ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー

「
国
土
技
術
開
発
賞
」
は
、
国
と
社
会

が
要
請
す
る
新
し
い
建
設
産
業
に
お
け

る
技
術
開
発
を
総
合
的
、
効
果
的
に
行

う
と
と
も
に
そ
の
活
用
に
向
け
た
普
及

を
推
進
す
る
た
め
、
建
設
産
業
に
お
け

る
優
れ
た
新
技
術
及
び
そ
の
開
発
に
貢

献
さ
れ
た
技
術
開
発
者
を
対
象
に
表
彰

す
る
事
業
で
す
。

同
事
業
は
、
平
成
一
〇
年
度
に
財
団

法
人
国
土
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
が
「
建

設
技
術
開
発
賞
」
と
称
し
て
創
設(

平
成

第
四
四
回
評
議
員
会

第
五
〇
回
理
事
会

会
」
の
成
果
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
当

該
地
域
へ
の
風
力
発
電
導
入
の
必
要
性
、

魅
力
、
課
題
等
に
つ
い
て
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
を
行
い
ま
し
た
。
多
数
の

ご
参
加
を
頂
き
、
盛
況
の
う
ち
に
終
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

平
成
一
七
年
七
月
一
九
日
（
火
）
パ
シ

フ
ィ
コ
横
浜
（
横
浜
国
際
会
議
場
）
に
お

い
て
「
港
湾
・
沿
岸
域
に
お
け
る
風
力
発

電
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
を
開
催
い
た
し

ま
し
た
。

地
球
温
暖
化
対
策
の
早
急
な
実
施
が
求

め
ら
れ
る
中
、
新
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
ひ
と
つ

で
あ
る
風
力
発
電
の
港
湾
・
沿
岸
域
に
お

け
る
風
力
発
電
の
現
状
と
将
来
に
つ
い
て

足
利
工
業
大
学

牛
山
泉
教
授
か
ら
ご
講

演
い
た
だ
き
、
当
セ
ン
タ
ー
と
民
間
企
業

四
二
社
と
の
共
同
研
究
で
あ
る
「
港
湾
・

沿
岸
域
に
お
け
る
風
力
発
電
推
進
研
究

『
港
湾
・
沿
岸
域
に
お
け
る

風
力
発
電
推
進
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
』
開
催

平
成
一
七
年
五
月
一
三
日
（
金
）
東
京

Ｆ
Ｍ
　
11
階
ジ
ェ
ッ
ト
ス
ト
リ
ー
ム
に
お

い
て
、
ソ
イ
ル
セ
パ
レ
ー
タ
工
法
（
建
設

発
生
土
の
大
容
量
分
級
処
理
技
術
）
東
亜

建
設
工
業
株
式
会
社
、
信
幸
建
設
株
式
会

社
に
対
し
て
「
港
湾
関
連
民
間
技
術
の
確

認
審
査
・
評
価
事
業
」
に
お
け
る
平
成
一

六
年
度
下
期
（
第
八
回
）
評
価
証
の
授
与

式
を
行
い
ま
し
た
。

港
湾
関
連
民
間
技
術
の
確
認
審

査
・
評
価
事
業
評
価
証
の
授
与

第
七
回
国
土
技
術
開
発
賞

パネルディスカッション風景 シンポジウム風景
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最優秀賞
【1件】

優秀賞
【2件】

入賞
【11件】

第7回国土技術開発賞　受賞者一覧

編
集
後
記

今
回
の
テ
ー
マ
は
技
術
の
国
際
化
で
す
。
当
セ
ン
タ
ー

の
国
際
沿
岸
技
術
研
究
所
も
設
立
か
ら
早
一
年
が
経
過
、

更
な
る
発
展
を
目
指
し
ま
す
。

（
深
海
　
正
彦
）

も
う
過
去
五
回
ほ
ど
編
集
を
担
当
し
て
お
り
ま
す
が
、

最
近
大
き
い
テ
ー
マ
な
の
で
、
そ
ろ
そ
ろ
ネ
タ
切
れ
に
な

り
そ
う
で
す
。

（
禮
田
　
英
一
）

今
号
で
「
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
」
の
編
集
委
員
担
当
終
了
と
な
り

ま
し
た
。
役
目
を
果
た
せ
た
か
は
分
か
り
ま
せ
ん
が
、
取

り
敢
え
ず
ホ
ッ
と
し
て
お
り
ま
す
。
今
後
も
引
き
続
き

「
Ｃ
Ｄ
Ｉ
Ｔ
」
を
ご
愛
読
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

（
市
村
　
正
春
）

機
関
誌
編
集
も
大
変
で
す
が
、
お
忙
し
い
中
、
執
筆
を

し
て
い
た
だ
い
た
方
々
の
ご
苦
労
は
そ
れ
以
上
か
と
感
じ

て
お
り
ま
す
。
こ
の
場
を
借
り
て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
北
村
　
道
夫
）

ご
多
忙
の
中
、
原
稿
を
ご
執
筆
頂
い
た
皆
様
に
深
く
感

謝
い
た
し
ま
す
。

（
小
野
　
幸
一
郎
）

今
号
で
編
集
委
員
を
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
機
関

誌
を
通
じ
て
一
年
間
勉
強
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
協
力

頂
い
た
方
々
に
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

（
直
井
　
秀
市
）

国
土
技
術
開
発
賞
選
考
委
員
会
に
お
い
て

厳
正
な
審
査
を
行
っ
た
結
果
、
一
四
件

（
最
優
秀
賞
一
件
、
優
秀
賞
二
件
、
入
賞

一
一
年
度
よ
り
表
彰
を
開
始
）
し
た
事
業

で
、
そ
の
後
、
平
成
一
三
年
一
月
の
国
土

交
通
省
発
足
を
機
に
、「
国
土
技
術
開
発

賞
」
と
改
名
す
る
と
と
も
に
、
財
団
法
人

沿
岸
技
術
研
究
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催
で
実

施
す
る
こ
と
と
し
、
民
間
等
の
建
設
産
業

に
お
け
る
新
技
術
の
開
発
者
に
対
す
る
研

究
開
発
意
欲
の
啓
発
と
建
設
技
術
水
準
の

向
上
を
図
り
、
も
っ
て
「
世
界
に
誇
れ
る

暮
ら
し
」
の
実
現
を
支
え
る
社
会
資
本
に

必
要
と
な
る
ソ
フ
ト
な
技
術
も
含
め
た
広

範
な
新
技
術
を
対
象
と
し
て
実
施
し
て
い

ま
す
。

こ
の
度
、「
第
七
回
国
土
技
術
開
発
賞
」

で
は
、
五
八
件
（
第
一
回
七
五
件
、
第
二

回
四
三
件
、
第
三
回
五
九
件
、
第
四
回
四

六
件
、
第
五
回
六
〇
件
、
第
六
回
四
九
件
）

の
新
技
術
の
応
募
を
い
た
だ
き
、
第
七
回

こ
の
度
、「
津
波
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
マ
ニ
ュ
ア
ル
（
平
成
一
六
年
四
月
）」

に
引
き
続
き
、
各
自
治
体
に
よ
り
こ
れ

ま
で
に
整
備
さ
れ
た
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

を
収
集
・
整
理
し
て
そ
の
特
徴
や
具
体

的
な
工
夫
等
を
紹
介
し
た
「
津
波
や
高

潮
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に
―
津

波
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と

活
用
―
（
平
成
一
七
年
六
月
）」
を
当
財

団
法
人
か
ら
発
行
い
た
し
ま
し
た
。

本
図
書
は
、
平
成
一
六
年
度
、
内
閣

府
、
農
林
水
産
省
お
よ
び
国
土
交
通
省

が
共
同
で
、
学
識
経
験
者
か
ら
成
る

「
津
波
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
研
究
会

事
例
集
検
討
会
（
座
長：

河
田
惠
昭
京

都
大
学
防
災
研
究
所
巨
大
災
害
研
究
セ

一
一
件
）
の
新
技
術
の
入
賞
が
決
定
し
ま

し
た
（
左
表
を
参
照
）。

ン
タ
ー
長
）」
に
お
け
る
二
回
の
審
議
を

経
て
、
平
成
一
七
年
五
月
に
取
り
ま
と

め
た
も
の
で
あ
り
、
そ
の
成
果
が
関
係

者
に
広
く
普
及
・
活
用
さ
れ
る
よ
う
、

内
閣
府
、
農
林
水
産
省
、
国
土
交
通
省

の
ご
了
承
を
得
て
発
行
す
る
こ
と
に
し

た
も
の
で
す
。

監
修：内

閣
府
政
策
統
括
官
（
防
災
担
当
）

農
林
水
産
省
農
村
振
興
局

農
林
水
産
省
水
産
庁

国
土
交
通
省
河
川
局

国
土
交
通
省
港
湾
局

●
平
成
一
七
年
六
月
発
刊
Ａ
４
判
／

一
四
三
頁
二
、
一
〇
〇
円
（
税
込

み
・
送
料
当
セ
ン
タ
ー
負
担
）

■伝統構法による大規模
木造天守の復元技術

■吊り免振工法
■下水汚泥の重力濃縮技
術

■地下鉄複線断面矩形シ
ールドトンネル構築技
術

■鉄筋ジャバラユニット
工法
■スライドゲート
■ワイヤネット工法

■海底トンネル内部から
の立坑構築工法
■水平 U －チューブ
（HUT)システムによ
るトンネル坑口凍結防
止システム
■高耐力マイクロパイル
工法による耐震補強技
術

■スーパーパフォーマン
スコンクリート
■ラッピングウォール工
法
■関西国際空港用地造成
転圧締固めシステム

■新濾過処理システム

（株）間組/（（株）三宿工房/（有）建築文化研
究所/竹林舎建築研究所（有）/（株）前川建築
研究室/（株）増田建築構造事務所）

東日本旅客鉄道（株）/（株）竹中工務店
（独）土木研究所/苫小牧市/歌登町

京都市交通局/鹿島建設（株）/（住友金属工
業（株）/（株）クボタ/コマツ）

（有）柳井通商

JFE建材（株）/佐藤工業（株）
（財）砂防フロンティア整備推進機構/東亜
グラウト工業（株）/（国土交通省北陸地方整
備局松本砂防事務所/同立山砂防事務所/
（株）神戸製鋼所）
北陸電力（株）/五洋建設（株）/前田建設工業
（株）/（株）小松製作所
福井大学　福原輝幸

（独）土木研究所/（株）フジタ/（極東工業
（株）/三信建設工業（株）/利根地下技術（株）
/日特建設（株）/日本基礎技術（株）/ヒロセ
（株）/ライト工業（株））
（株）熊谷組

鹿島建設（株）/（ケミカルグラウト（株）/コ
ベルコクレーン（株））
関西国際空港用地造成（株）/（東洋建設（株）
/前田建設工業（株）/東亜建設工業（株）/五
洋建設（株））
清水建設（株）/（株）睦商事

「
津
波
や
高
潮
の
被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

―
津
波
・
高
潮
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
作
成
と
活
用
―
　（
平
成
一
七
年
六
月
）」
発
行
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